


   新 立長岡高等学 長    則 

 新 立長岡高等学 スーパーサイ ンス イス ール（ ）事業は 平成1 年度指定の３年間 平成
年度指定の５年間に して 平成 3 年度から５年間の指定を けました。ここに その ３年次の取組

について 書としてまとめさせていただきました。 高 の上 意見 指導をいただけれ いです。 
研究  
当 は これまでの 事業により グローバルな視 と世界を に活 できる を備えた「科学

人 」「グローバル人 」の育成と その意 を理解し社会のリー ーとなるような人 を育成するための中
拠 を長岡 に形成することに取り組んできました。平成3 年度からは それまでの取組を発 させ 論

理的思考 ・ 的思考 ディスカッション 活用 等を身につけさせることにより 理数
科では充実した 究活動による課題研究の深化を図り 普通科では課題研究の 進に取り組み 生徒の 体性
や課題解決 を高めてグローバルに活 する高度な科学 人 を育成することとしました。研究開発課題を  

研究 ・ よ 学  
とし 次の研究開発内容を設定し 事業を進めています。 
○ 理数科生徒に対して「課題研究」の実施 間を長くし 分なテーマ設定時間と複数の発表機会を設ける
ことにより 研究の を向上させる。

○ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで 生徒の 体性と課題解決 を高める。
○ 論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めるために 新たに「 リティカルシン ン
グトレーニング」「ディベート」「 計学」等を実施することで 「課題研究」のレベルを向上させる。

○ 各教科の 業の中で 課題発見を したり やグループでの 議から 拠のある 張にまとめて
発表する等 「課題研究」の手法をもとに 究的な活動を行い 思考 ・ ・表 等を育成する。

○ 生徒が の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わることで 体性・
性を育成すると共に の理数系教育の 進を図る。

今年度は 新 コロナ イルスの で 年どおり行うことができない取組がありま
した。しかし 中 とするだけではなく な での取組を行うことや を ることで オンラ
インの活用や 新たな研究発表の機会の開 など 図らずも新しいことに することができました。 
今年度の取組からいくつか いたします。 

① 年 下 に 内 の高 生・中学生が参加して行う「新 生徒研究発表会 in E higo G O 」
は 感 対 のため中 としました。 として 年発表している で 発表動画とポス
ターのデータを し 本 では の 業時間に視 しました。また 今年度の研究発表会では 各学

表による英語でのパネルディスカッションを予定していましたが 次年度に して行う予定です。
② イン ネシアを開 としてオンラインで開 された「 he th sia Pa i i  on eren e o  oung
S ientists」に 「紙 の い方に関する研究（ o  oes on etti an e in the air ）」チームが参加
し 英語による発表を行いました。これは 今年度 ワイ自 科学研 を中 としたため と
関わる取組について 指導 員の方から いたものです。アジア 平 の各国から参加があ
り 物理 に参加した1 チームのうち 本 の発表は ２ となり （GO D D）を きました。

③ サイ ンス アーでは長岡 科学大学と リアデ イン アーでは 大学と サイ ンスイマー
ジョン・プログラムでは 人の 国人 学生と それぞれオンラインで結 有意 に行うことができました。 
生徒の理数に関する意 の向上により 多くの発表会等への積極的な参加がありました。一 を げます。

・ 高等学 文化 自 科学系 ラ 研究発表会で発表 最 で全国高等学 合文化 に
・ 科学の 新 予選で１  全国大会に出
・ 大学  一 「科学の 」 に出品
・ 高 生 カンフ レンス 当 を 表して全国サ ットに出
・ 「かずさの ンプ」参加 に選

・ 大学 「科学 の 養成 」参加 に選
・ 大学ポスターセッション に出

結 に 当 の に 理解と をいただいている文 科学 科学 興機 新 教育
員会 当 指導 員の 様をは め 関 大学や各 体の 様には多大なサポートをいただ

いています。 めて深く感 し上げるとともに 今後とも変わら 指導の どお い し上げます。 

は に
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１ １ 
学    

 
２ 研究  

 
  研究   
「課題研究」を深化・ 進するカリ ラムによって，高度な科学 人 を育成する 
  研究   
「課題研究」について，理数科のレベルアップ，普通科への 進，研究成果を に 元し，理数

系教育の中 拠 としての取組の 進が必要である。 
１ 理数科生徒に対して「課題研究」の実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の発表

機会を設けることにより，研究の が向上する。 
２ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題解決

が高まる。 
３ 論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。 
 「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・ ・

表 等が育成される。 
５ 生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わることで，

体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 
  ２   

 

学  
１学  ２学  学   

 
数 学 数 数 学 数 数 学 数 数 学 数 

普通科 1 6 39 6 6 6 6 1  全 生徒を

対象に実施 理系   119 3 116 3 3  6 

文系   1  3 11  3 3  6 

理数科     6  36 6 

と

 
        

 

  研究 内容  
○研究  

 
 
 
 
 
 

 
１ 
年 
次 

（１）研究事  
・学 設定科目 ・ について，内容・教 ・指導方法・ 方法等につ

いての研究・実 ・検証を行う。 
・ 内の 指定 やその他の高 との を する。 
・長岡 教育 員会長岡 理科教育センターとの を 化する。 
・ の取組について， に向けた 活動を行う。 
（２）実 内容 
・１年生で ３ 学 設定科目を実施する。２，３年生では ２ 学 設

定科目を実施する。 
・ 回新 生徒研究発表会を開 する。（ ，１日間） 

課題研究の内容について，本 生徒が英語での発表とパネルディスカッションを行う。 
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・ 内の他の高 との 体制を する。 活用や教科 など，積極的に他

教員に 業を公開するなど「 デル 」として の教育を する。

・他 の課題研究発表会や全国で行われている学会，各種科学系コンテストの

を行い，生徒に 内し，事 指導を行い，積極的に参加させる。

・ 進 を積極的に視察し，本 の 事業の に生かす。

・ 業生の追 調査を行い， の効果について 積していく。

２

年

次 

（１）研究事

・ 年度実施した学 設定科目 ・ の内容について検証し，必要な

を加え実施する。

・今年度新たに始まる学 設定科目 ・ について，内容・教 ・指導方

法・ 方法等についての研究・実 ・検証を行う。

・文系を めた２年生普通科生徒全員に対して行う「課題研究」について，教員の指導

向上を目指す。

・ ワイ自 科学研 において， ワイ大学マ ア との 流を始める。

（２）実 内容

・１，２年生で ３ 学 設定科目を実施する。３年生は ２ 学 設定

科目を実施する。

・ 回新 生徒研究発表会を開 する。（ ，１日間）

年に き き，本 生徒が課題研究の内容について，英語での発表とパネルディス

カッションを行う。今年度は への見せ方や伝え方を工夫する。

・初めて課題研究を指導する教員も多いことから，研 会や ち合わせ会を多く設定し

たり，他 の発表会にも多くの教員を したりして学 全体の指導 向上を図る。

・「 リティカルシン ングトレーニング」と「 計学」について， を いた

教員対象研 会を実施し，指導 向上を目指す。また，他 教員にも 内し参加を

すなど の教育を する。

・ ワイ自 科学研 では， ワイ大学マ ア の学生に対して，本 生徒が行ってい

る課題研究を英語で発表し，ディスカッションを行う。英語の指導は長岡 科学大

学の 学生と大学 生に する。

３

年

次 

（１）研究事

・ 年度までに実施した学 設定科目 ・ ・ ・ の内容

について検証し，必要な を加え実施する。

・今年度新たに始まる学 設定科目 について，内容・教 ・指導方法・ 方

法等についての研究・実 ・検証を行う。

・新 コロナ イルス感 により予定していた様々な取組に を けたが，感 拡

大に 分配慮しながら 年の取組を行ったり， を たりして対応する。

・３年間に実施したすべての取組についての を行い，事業全体がより効果的に実施

されるよう検討を行い，次年度以 につなげる。

・３年間の実 のまとめとして，テ ストや活用事 を発行する。

（２）実 内容

・全学年で， ３ による学 設定科目を実施する。

・ に予定していた 回新 生徒研究発表会を中 とし， として，

各 の「 表グループ」の作品を相 に共有した。

・２年生理数科 普通科 の「 リアデ イン アー」，１年生普

通科 の「サイ ンス アー」，１年生全員対象の 「サイ ンスイマ
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ージョン・プログラム」については，オンラインなど工夫して な限り教育効果が

下がらないよう実施した。 

 
 

年 
次 

（１）研究事  
・ ３年次までの実 を まえ，取組の一層の深化・充実を図る。 
・今後を見据え，取組を して実施していくための体制を確立する。 
（２）実 内容 
・ ３年次に検討・ 理した取組を必要な を加え実施する。 
・ 回新 生徒研究発表会を開 する。（ ，１日間） 

 
５ 
年 
次 

（１）研究事  
・ 年次までの実 を まえ，取組の一層の深化・充実を図る。 
・学 との ・ 体制の に向け，必要な方 を検討・実行する。 
・ に向けた計画・立 を行う。 
（２）実 内容 
・ 年次に検討・ 理した取組を必要な を加え実施する。 
・ 1 回新 生徒研究発表会を開 する。（ ，１日間） 

○  

学 ・   数  数  

理数科 

 ２ 
の科学 ２ １学年 

 ２ 

課題研究 １ ２学年 
 １ 

普通科 
 ２ 

社会と  ２ １学年 
 １ 

○ ２ 内容 

理数科１年生では学 設定科目 を実施する。 
普通科１年生では学 設定科目 を実施する。 
理数科２年生では学 設定科目 を実施する。 
普通科２年生では学 設定科目 を実施する。 
理数科３年生では学 設定科目 を実施する。 

○ 研究 ・ 内容 
上 の研究計画 １～３年次 の実 内容に した取組を 進した。 

  研究 と   
○ 研究  

・・・本 ２年生が行った「ディベート」を新 大学教育学 長岡

中学 ３年生の で した（１，２年生は教 でオンライン視 ）。次に，中学３年生が 業で

備したディベートを実 し，  

・・・ 内の 学 へ出向き，理科の実験 を行う。本 の理数系 活動の生徒が

教 役として， 学 年生の指導にあたる。物理・化学・生物・ 学の つの ースを設け，

分程度でローテーションし 学生全員がすべての実験を行うことができるようにしている。 

理数 ・ ・・・中学生とその保 を対象に， 年 業中の に実施し

ている。内容は，全体会（理数科の説明），高 教員による 業（数学）と理数系 活動の生

徒による実験 （理科）， 生との 会である。今年度は時間と規 を して実施した。 

学 ・・・ ３ ３年間の実 のまとめとし

て，テ ストや活用事 を発行し成果の普 を図る。 

・・・本 ーム ージに活動 を 時 し，インターネット
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を通 て多くの関 へ成果を する。また， 業生に対して 長岡高 で課題研究を経験して

業した 様へ という ージをつくり， の経験が 業後の進 などにどのような を

したかなどの追 調査を行っている。 

○ よ と

・ 6 回日本学生科学 の新 査で，１件が最 を し，中 予備 査を経て中 最

査に進んだ。他に，新 査で １件， ２件をいう結果を めることができた。 
・ 年２ 下 ～３ 上 にかけて実施していた「 ワイ自 科学研 」を中 した。今年度新た

に と関わる取組として，イン ネシアでオンライン開 された「The th Asia Pacific
Conference of Young Scientists」に，理数科サイ ンスコース課題研究 表班が参加し，英語による

発表を行った。物理 で２ （17 チーム参加）となり， を した。

上 ２つのことから，理数科課題研究のレベルアップという「②研究開発の 要１」は着実に成

果を上げている。 

・ に予定していた「 回新 生徒研究発表会」 行 ， として，各

の 表グループの作品を相 に共有する取組とした。具体的には， 内 SSH 指定５ （長岡・

新 ・新発 ・ ・高 ）と 年の 参加 である 中 高 が，自 の 表グループの

作品を DVD-R にまとめ，他５ に り合った。本 では，各 の発表要 を事 に生徒に配 し，

の 業時間に発表動画を視 し，今後の課題研究の参考にした。

・10 に予定していた２年生理数科 普通科 「 リアデ イン アー」に

ついて，今年度は「 リアデ イン特別 」に変更した。理数科と普通科理系は感 拡大に

分配慮して対 を実施し，普通科文系はオンラインによる を行った。

・ 年１ に長岡 科学大学を 問して大学教員の を したり施設等の見学を行っている

１年生普通科対象の 「サイ ンス アー」について， に「高大 」が中 となっ

た理数科の生徒も参加して，長岡 科学大学の 生２名によるオンライン を行った。

・１年生全員対象の 「サイ ンスイマージョン・プログラム」について， 年 国人研究

を して実施していたが，今年度はオンラインを用いて実施した。

○ と

・今年度の に，ルー リッ に関する 法について 的に研究している新 大学 学

学 長の 教 と新 大学経 本 教育 の 有 教 に 教 いただ

いた。本 の「 方法」について よい をいただいたが，一方で，生徒へのフィー バッ

の 要性を指 された。今後，検討していきたい。

・新 生徒研究発表会での「英語によるディスカッション」について，これは発表 の英

語 ・表 の向上とともに，全参加 の英語への関心・意 を向上させ，さらに英語の有用性を

実感させることを目的としている。 ２年間は，本 生徒を発表 とパネラーとすることで，年

次 とに を ， が理解できるような「 」を えた。 ２年度からは参加各 の 表

による英語ディスカッションを行う予定であったが，新 コロナ イルスの で今年度は発表会

を行 った。各 表による英語ディスカッションは 年度に して行いたい。 

・ 元年度から普通科２年生全員に対して「課題研究」を実施し，全教科の教員が担当し全 体

制で行えていることは成果としてとらえている。今後も，生徒の課題発見 や課題解決 教員

の指導 向上に めたい。

予定していた様々な取組に を けたが， に中 にはせず，感 拡大に 分配慮しながら

年の取組を行ったり， を たりして教育効果が下がらないよう工夫した。これまでは

なかったオンラインの活用や での研究発表の機会を得るなど新たな 性を感 た。具体的な

取組については， 研究開発の成果に したとおりである。 
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２ １ 
学    

 
２ 研究 と  

 
  研究   
３ の 事業では ２ までの「課題研究」の成果を まえ，論理的思考 ・ 的思考

ディスカッション を身に け，理数科では充実した 究活動によって課題研究を深化さ

せ，普通科では新たに課題研究を 進することより，生徒の 体性や課題解決 を高め，グローバ

ルに活 する高度な科学 人 を育成することを目的として以下の仮説を設定した。 

仮説１  理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数

の発表機会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２  普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課

題解決 が高まる。 

仮説３  論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」

のレベルが向上する。 

仮説  「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・

・表 等が育成される。 

仮説５  生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わる

ことで， 体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 

これらの仮説を検証するために，以下の 研究 ～ 研究 の研究を設けた。年次 との研

究計画は予定どおり進んでいると考えている。 

１ １・ 研究  

研究  理数 学 ・ ・  

理数科生徒に対しては，「課題研究」を１年生から３年生まで する取組とすることで実施

間を長くとり，またその間に中間発表会を３回設定するよう計画している。 

１年生の 1 から「課題研究 」を開始し，３ には中間発表会①（研究テーマ発表会）を行

う。２年生の「課題研究 」で本 的に研究を開始し， に中間発表会②（新 生徒研

究発表会），1 に中間発表会③（ 立教育センター指導 事 ）を行う。また，学会や

の研究発表会に積極的な参加・発表を す。これらにより，文献調査時間と研究テーマ設定の時間

を 分に確保できるとともに，研究発表の回数を やすことができる。発表の機会はその 後を通

て，研究まとめや 指導 からの などにより，研究の や新たな課題を でき，研

究の深化につながると考えている。３年生の「課題研究 」では，長岡 科学大学で最 発表会

を行う。その後，長岡 科学大学の 生方からの や論文作成中に した新たな課題を追加

研究し，研究を日本語と英語の 方で論文にまとめる。最後，日本学生科学 や科学系コンテスト

に出品する。以上が「理数科課題研究」の流れである。 

・ ・ で年度 とに実施するすべての取組は，「課題研究」を深化させるための

ものと けている。「 」で 計データ 理の基礎等を，「科学英語」で科学英語を

，書く 等を，「サイ ンスイマージョン・プログラム」で英語によるコ ニケーション等

を指導している。いずれもグループでそれぞれのテーマについて，調べて，まとめて，発表し，そ

れをお いに する取組を実施し，課題研究に取り組 の基礎 向上の役割を果たしている。

「 リティカルシン ングトレーニング（ ）」は，あるテーマ（ の 知，生 理， ，

問題）について，要 の作成と反論の作成を行い，その 度グループ内で発表・ を行うこ

とで，論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高める。「ディベート」は，正解

のない問題を論理的に考えること，事実を見 としたり誤解したりしないようにすること， 正

しくない理論に対して反論できる思考 を養う。「 計学」は， の適切な活用 を養い，

計データを科学的に分析できる を高める。 
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以上 ・ ・ での各取組は，「課題研究」のレベルアップに していると考える。 

２ ２・ 研究  

研究  学 ・  

普通科生徒全員が「課題研究」を行う。これは，課題発見 ，課題の意 を人に説明する ，課

題解決のための計画を立てる ，論理的に結論を導く などの 養を目的としている。 

１年次は「課題研究基礎」を行い，２年次は文系・理系ともに「課題研究」を行う。「課題研究

基礎」では，1 から 年間かけて科学研究のプロセスを体験し，科学的 養等を身に ける。

具体的には，生徒を物理・化学・生物・ 学・数学の自 科学分 に分け，数人のグループをつく

り，そのグループ とに研究テーマを設定し，研究活動を行う。最後にはまとめを行い，「

」で学ぶプレゼンテーション を用いて３ に発表会を実施する。「課題研究」では，文系は

国語 世界 日本 理 理 経 音楽 英語から，理系は数学 物理・化学・生物・ 学・

保 体育 から する分 を選 ，グループ研究を行う。１ に研究の成果発表会を行い，

３ までに論文を作成する。 元年度から普通科２年生全員に対して「課題研究」を実施し，全

教科の教員が担当し全 体制で行えたことは成果である。今後も，生徒の課題発見 や課題解決

教員の指導 向上に めたい。 

研究  

研究  研究 法  

指定 ３ 目の初年度平成 3 年度から ２年度にかけて各教科で がっている。

年度からの新学習指導要 にある「 体的・対 的で深い学 」を まえた新しい学 のスタイ

ルを多くの教科で見出すことができている。通 業でも課題発見を したり，思考を活性化・深

化したりするための「発問」，「手立て」，「教具」などの工夫がかなり進んできた。 業の は

大きく がっている。そして何よりも教員自身が 進的な取り組みを積極的に行う姿勢が備わって

きている。教科 とで 業内容は なるが，教員間で 業を公開したり 員会議で事 を する

などして教科の を えた 共有が進んでいる。 業公開については，学 全体では年２回，

と 1 にそれぞれ 間程度設定しており，その他に に る 業や取組はすべて公開と

している。 員への事 は， の定 員会議で に関する を配 して取組を

知している。 

研究  

研究 ． 研究  

． 理 理 と よ 理数  

． 学研  

 この発表会の 画 はすべて本 教員と生徒が担う。年々規 ，内容が充実し， 回目の

元年度は 内 の 以 の普通高 ３ ，中学 ２ から 9 人が参

加した。この発表会は，課題研究の発表や 応 を行う「研究発表 流」と や年 の なる

参加生徒が して実 課題に取り組 「生徒 流会」の大きく 本立てである。本 の「研究発

表」は，英語によるステージ発表に いて，その内容について「英語によるパネルディスカッショ

ン」を行う。これは発表 の英語 ・表 の向上とともに，全参加 の英語への関心・意 を向

上させ，さらに英語の有用性を実感させることを目的としている。参加 に対して事 に「発表要

」を日本語にして配 したり， ーワー をス リーンに映し出すなどして， が理解できる

ように めた。 ２年度からは参加各 の 表による英語ディスカッションを行う予定であっ

た。しかし，新 コロナ イルス感 拡大 の観 から，今年度は発表会を中 とした。各

表による英語ディスカッションは 年度に して行いたい。 

また，今年度の発表会を中 した として，各 の「 表グループ」の作品を相 に共有

することとした。具体的には， 内 指定５ （長岡・新 ・新発 ・ ・高 ）

年の参加 である の 中 高 が，自 の 表グループの作品（発表要 ，ポスタ

ー，発表動画）を D D 等にまとめ，他５ に り， いに参観することとした。 年度以 も各

と を にし，より有意 なものになるよう計画を進めていく。 

 理センとの について，今年度は新 コロナ イルスの により，「長岡 生徒科
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学研究発表会」で本 教員が中学生に対して本 課題研究を する取組と，長岡 教 「科

学 究 」で本 生徒と教員が中学生に対して実験の指導や を行ったり，高 での課題研究を

中学生に発表する取組の２つが中 となった。また，自 科学 ラ の生徒による 学生への出

実験も年２回実施しているが，今年度は１回の実施となった。どの取組についても，参加した 中

学生からは 定的な意見が せられている。また，担当する本 生徒のコ ニケーション ，

自 定感，科学への知 ・理解，実験 などの向上にも有効であるため して行っていく。

理センとの も 化していきたい。 

 ワイ自 科学研 も今年度は中 となった。年度 とに を ているこの研 は，これ

までの大学や研究 の見学，実習 フィール ワー に加え，５回目の 年度は， 高 生と

の 流を し， ワイ大学マ ア の学生との「課題研究発表 流」を実施することができた。

この研 に参加する生徒が行っている課題研究を「英語化」する 備については，長岡 科学大

学の 学生２名と大学 生２名から計３回 してもらい指導を けるなど事 学習も 分に行

った。事後学習や 会も実施している。参加生徒と 率教員のアンケート結果からもこの研 目

的は 分に果たせていると考えている。感 拡大 にもよるが して取り組んでいきたい。 

 

○ 学  

 学   

研究発表会への参加 

・ 1 回 新 高等学 自 科学系 ラ 中間発表会 研 会 

     参加 化学 名，生物 名（計 1 名） 

     会 「良い研究とはどのようなものか」長岡科学 大学教  中    

     活動 発表 生物 が発表。 

・ 1 回 新 高等学 合文化  自 科学系 ラ 活動 ・研究発表会 

     参加 化学 名，生物 名， 文 3 名（計 39 名） 

     活動 生物 ， 文 ・・・共に  

口 発表 生物  最  学  

ポスター発表 生物  発表 

・ 大学  一 「科学の 」  １件出品（生物 ） 

・ 大学ポスターセッション  １件出品（生物 ） 

  オンライン への参加 

・ 新 大学理学 出  ・化学 1 

     化学 「 ルの を作ろう 」 

・新 大学 サイ ンスセ ナー オンライン in インター 

生物 「 伝 とは何か ～その実 と き方の 思議」 

文 「 下から の に る 」 

 学 学  

科学系オリン ッ 等への参加  

化学グランプリ 11 人     （ １ 人 3  人） 

日本生物学オリン ッ  人 （ １ 1 人 3  1 人） 

日本数学オリン ッ  １人  （ １ ５人 3  人） 

新 高 生理数トップセ ナー（  科学の 新 予選）への参加 

理数学 コンテストにて １   学  

 学 ・ 学 ・ 学 と  

・出 業 化学 ・ 文 ・生物 などの生徒が参加 今年は新 コロナのため年１回 

   ・長高科学 新 コロナのため，今年度は本 文化 が中 となり実施できなかった。 

   ・中学生対象 業 の理数科説明会時に化学 ・生物 ・ 文 に する生徒
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が理科実験の 業を実施した。 
・ 少年のための科学の 新 コロナのため中 となった。 

 理数 よ ・研  

・かずさ 研究 「かずさの ンプ」１名選  

・ 大学 求 「科学 の 養成 」１名選 （自 書による参加） 

・高 生 カンフ レンス in 新  本 より３名参加 

     １名が 表へ選 される  高 生 カンフ レンス全国サ ット参加 

○ 研究  

理数  

最 発表会について，今年度は新 コロナ イルスの で，会 を長岡 科学大学か

ら テルニ ーオータニ長岡 ールに変更して実施した。16 グループが発表を行った。

その後，論文を作成し，1 件を 6 回日本学生科学 新 査に，２件を 1 回高

生科学 チ レンジに出品した。日本学生科学 新 査で １件， ２件

した。また，今年度初めて     

   １ 英語 よ 物

理 ２ と した。 

理数  

に関する 問題について 計データを活用した課題研究を行った。５グループすべて

が「 計グラフポスター」を作成して新 計グラフコン ールに応 した。しかし，今

年度は新 コロナ イルスの により のみで 査の実施がなかったため，教員と２年

生メディカルコース生徒による「 内 査」を実施して を決定した。 

  理数 ２  

サイ ンスコースの 13 グループ，メディカルコースの 1 グループが研究を行っている。 

サイ ンスコース生物分 の研究１件を， 学 学 に出品した。 

 

  ２  

    理系 文系生徒全員が課題研究に取り組んでいる。理系は 分 （数学・物理・化学・

生物・ 学・保 体育・ ）3 グループが，文系は 分 （国語・日本 ・世界 ・

理・ 理・ 経 ・英語・音楽）31 グループが行っている。 

③  研究   
 理数 研究  

大学や学会などでの発表を し，有 からの 的な見 や い視 からの指導 ・

を得て，更なる 的向上を図りたい。これは担当教員の指導 向上にも がると考えている。 
 研究  

指導経験が少ない教員も多いことから，適 研 会を実施し教員の指導 向上を進め，生徒の

課題発見 や課題解決 を高めていきたい。また今後，普通科課題研究の取組が生徒の「経験」

で わらず，各種のコン ールやコンテスト等に参加できるレベルの研究が えてくることも

したい。 
 方法  
今年度 に，ルー リッ に関する 法について 的に研究している新 大学 学 学

長の 教 と新 大学経 本 教育 の 有 教 に 教 いただい

た。本 の「 方法」について よい をいただいたが，一方で，生徒へのフィー バッ

の 要性を指 された。実施時 や方法など今後検討していきたい。 
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１ 研究  
学 と

本 の する長岡 は，「 」でも知られるように教育 心な である。本 は，今年で創

立 1 9 年目を えた全国でも有数の と伝 を る学 である。「 」，「 」，「

活」の に基 き，世界を に指導的役割を果たすことのできる人 の育成を目指している。 

事業１ 目（平成 1 年度～16 年度）の研究開発から得られた，「高大 」，「課題研究」等の

取組は，指定 後も に理数科生徒を対象にその実 を し成果を上げてきた。一方で，グローバ

ル人 育成のための取組と普通科生徒への という が課題として見えてきた。そこで，２ 目（平

成 年度～ 9 年度）の 事業では，全 生徒を対象として，世界を に活 できる科学 ・

グローバル人 を育成するための取組を実施していきたいと考え，「 長岡 に科学 ・グロ

ーバル人 育成の中 拠 を形成する」ことを研究テーマに げ，次の つの研究課題を設定し，年度

とに取組の を図りながら研究を 進した。 

①理数科・普通科の理数教育カリ ラム ②グローバル人 育成

③相 流 科学 に対する興味 関心 意 ，進 意 向上の取組

２ の 指定においては，事業 における全 体制を し，教員の 体制を えた。ま

た， 機 活用に関する 内研 会や公開 業により，多くの教科科目で 業 がなされた。ま

た，生徒は本 の 事業による課題研究等の経験により課題発見 や課題解決 が身に き，それ

が日々の学習にも生かされている。学習への意 が学 向上にもつながり，理数系大学・学 への進学

数が 加したことは成果である。一方で， ２ の取組の中で次の課題が見えてきた。 

ア 理数科生徒の「課題研究」について，全国大会や学会などでの はあるものの，さらに高

いレベルの研究となるような指導法の開発が必要である。 

イ 普通科生徒について，１年次には，全員に「課題研究基礎」を設定して，２年次以 は

のみに「課題研究」を行った。中間 の指 を け，全 生徒の 体性，課題解決 等を向上

させるため，普通科生徒にも全員に「課題研究」を設定する必要がある。 

学 全体の課題解決 を向上させるために，また， 学習指導要 を見据えて，通 の 業を

し， 究的な学 を行うような 業 が必要である。 

の理数系教育 進の中 拠 としての役割を果たすため， や の教育機関との

化をさらに進めて行く必要がある。特に， ・中学 の 生徒の科学的 養を向上させること

が，今後の課題である。 

研究

上 の と課題を まえ， ３ では，「課題研究」を深化・ 進するカリ ラムによって，高

度な科学 人 を育成することを研究開発課題として，５つの仮説を設定して研究を進めていく。 

仮説１  理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の
発表機会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２  普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題
解決 が高まる。 

仮説３  論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」
のレベルが向上する。 

仮説  「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・
・表 等が育成される。 

仮説５  生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わるこ
とで， 体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 
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２ 研究  
 本 では研究開発課題の実 に向け， の 仮説１ ～ 仮説５ に対応した 研究 ～ 研究

によりさま まな取組を進めた。 

① 仮説１・３ に対する 研究

理数科生徒に対して学 設定科目 ・ ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

理数科 
１年 

「課題研究 」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「高大 」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
２  

理数科 
２年 

「課題研究 」「 計学」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

 
１  

理数科 
３年 

「課題研究 」「科学英語 」「新 生徒研究発表会」 
 

２年度 

② 仮説２・３ に対する 研究

普通科生徒に対して学 設定科目 ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「サイ ンス アー」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
１  

普通科 
２年 

「課題研究 」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

③ 仮説 に対する 研究

○「課題研究」の手法を他の教科にも げる。 ○ 教員研 会の実施

仮説５ に対する 研究

○ 新 生徒研究発表会の実施

○ ・中学 ，長岡 理科教育センターとの による の理数系教育の 興

・ 学 での実験 ・文化 での科学実験 ース設 ・ の科学 への

・中学生への 業 ・中学生科学研究の ・中学生へのディベート実

・ ・中学 教員の理数教育研 会

 研究 内容 
３ では 出のとおり，以下の仮説に対して つの研究を設定し取組を行っている。 

仮説１ 理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題解決

が高まる。 

仮説３ 論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

仮説 「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・ ・

表 等が育成される。 

仮説５ 生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わることで，

体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 

○ イ

1  

２ 研究  
 本 では研究開発課題の実 に向け， の 仮説１ ～ 仮説５ に対応した 研究 ～ 研究

によりさま まな取組を進めた。 

① 仮説１・３ に対する 研究

理数科生徒に対して学 設定科目 ・ ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

理数科 
１年 

「課題研究 」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「高大 」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
２  

理数科 
２年 

「課題研究 」「 計学」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

 
１  

理数科 
３年 

「課題研究 」「科学英語 」「新 生徒研究発表会」 
 

２年度 

② 仮説２・３ に対する 研究

普通科生徒に対して学 設定科目 ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「サイ ンス アー」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
１  

普通科 
２年 

「課題研究 」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

③ 仮説 に対する 研究

○「課題研究」の手法を他の教科にも げる。 ○ 教員研 会の実施

仮説５ に対する 研究

○ 新 生徒研究発表会の実施

○ ・中学 ，長岡 理科教育センターとの による の理数系教育の 興

・ 学 での実験 ・文化 での科学実験 ース設 ・ の科学 への

・中学生への 業 ・中学生科学研究の ・中学生へのディベート実

・ ・中学 教員の理数教育研 会

 研究 内容 
３ では 出のとおり，以下の仮説に対して つの研究を設定し取組を行っている。 

仮説１ 理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題解決

が高まる。 

仮説３ 論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

仮説 「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・ ・

表 等が育成される。 

仮説５ 生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わることで，

体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 

○ イ

9



１ 研究  
学 と

本 の する長岡 は，「 」でも知られるように教育 心な である。本 は，今年で創

立 1 9 年目を えた全国でも有数の と伝 を る学 である。「 」，「 」，「

活」の に基 き，世界を に指導的役割を果たすことのできる人 の育成を目指している。 

事業１ 目（平成 1 年度～16 年度）の研究開発から得られた，「高大 」，「課題研究」等の

取組は，指定 後も に理数科生徒を対象にその実 を し成果を上げてきた。一方で，グローバ

ル人 育成のための取組と普通科生徒への という が課題として見えてきた。そこで，２ 目（平

成 年度～ 9 年度）の 事業では，全 生徒を対象として，世界を に活 できる科学 ・

グローバル人 を育成するための取組を実施していきたいと考え，「 長岡 に科学 ・グロ

ーバル人 育成の中 拠 を形成する」ことを研究テーマに げ，次の つの研究課題を設定し，年度

とに取組の を図りながら研究を 進した。 

①理数科・普通科の理数教育カリ ラム ②グローバル人 育成

③相 流 科学 に対する興味 関心 意 ，進 意 向上の取組

２ の 指定においては，事業 における全 体制を し，教員の 体制を えた。ま

た， 機 活用に関する 内研 会や公開 業により，多くの教科科目で 業 がなされた。ま

た，生徒は本 の 事業による課題研究等の経験により課題発見 や課題解決 が身に き，それ

が日々の学習にも生かされている。学習への意 が学 向上にもつながり，理数系大学・学 への進学

数が 加したことは成果である。一方で， ２ の取組の中で次の課題が見えてきた。 

ア 理数科生徒の「課題研究」について，全国大会や学会などでの はあるものの，さらに高

いレベルの研究となるような指導法の開発が必要である。 

イ 普通科生徒について，１年次には，全員に「課題研究基礎」を設定して，２年次以 は

のみに「課題研究」を行った。中間 の指 を け，全 生徒の 体性，課題解決 等を向上

させるため，普通科生徒にも全員に「課題研究」を設定する必要がある。 

学 全体の課題解決 を向上させるために，また， 学習指導要 を見据えて，通 の 業を

し， 究的な学 を行うような 業 が必要である。 

の理数系教育 進の中 拠 としての役割を果たすため， や の教育機関との

化をさらに進めて行く必要がある。特に， ・中学 の 生徒の科学的 養を向上させること

が，今後の課題である。 

研究

上 の と課題を まえ， ３ では，「課題研究」を深化・ 進するカリ ラムによって，高

度な科学 人 を育成することを研究開発課題として，５つの仮説を設定して研究を進めていく。 

仮説１  理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の
発表機会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２  普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題
解決 が高まる。 

仮説３  論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」
のレベルが向上する。 

仮説  「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・
・表 等が育成される。 

仮説５  生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わるこ
とで， 体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 

1  

２ 研究  
 本 では研究開発課題の実 に向け， の 仮説１ ～ 仮説５ に対応した 研究 ～ 研究

によりさま まな取組を進めた。 

① 仮説１・３ に対する 研究

理数科生徒に対して学 設定科目 ・ ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

理数科 
１年 

「課題研究 」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「高大 」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
２  

理数科 
２年 

「課題研究 」「 計学」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

 
１  

理数科 
３年 

「課題研究 」「科学英語 」「新 生徒研究発表会」 
 

２年度 

② 仮説２・３ に対する 研究

普通科生徒に対して学 設定科目 ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「サイ ンス アー」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
１  

普通科 
２年 

「課題研究 」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

③ 仮説 に対する 研究

○「課題研究」の手法を他の教科にも げる。 ○ 教員研 会の実施

仮説５ に対する 研究

○ 新 生徒研究発表会の実施

○ ・中学 ，長岡 理科教育センターとの による の理数系教育の 興

・ 学 での実験 ・文化 での科学実験 ース設 ・ の科学 への

・中学生への 業 ・中学生科学研究の ・中学生へのディベート実

・ ・中学 教員の理数教育研 会

 研究 内容 
３ では 出のとおり，以下の仮説に対して つの研究を設定し取組を行っている。 

仮説１ 理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題解決

が高まる。 

仮説３ 論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

仮説 「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・ ・

表 等が育成される。 

仮説５ 生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わることで，

体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 

○ イ

1  

２ 研究  
 本 では研究開発課題の実 に向け， の 仮説１ ～ 仮説５ に対応した 研究 ～ 研究

によりさま まな取組を進めた。 

① 仮説１・３ に対する 研究

理数科生徒に対して学 設定科目 ・ ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

理数科 
１年 

「課題研究 」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「高大 」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
２  

理数科 
２年 

「課題研究 」「 計学」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

 
１  

理数科 
３年 

「課題研究 」「科学英語 」「新 生徒研究発表会」 
 

２年度 

② 仮説２・３ に対する 研究

普通科生徒に対して学 設定科目 ・ を設定する。（ resear h）

学 設定科目 対象 内 容 開始 

 
２  

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「サイ ンス アー」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3 年度 

 
１  

普通科 
２年 

「課題研究 」「ディベート」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」「 リアデ イン アー」 

 
元年度 

③ 仮説 に対する 研究

○「課題研究」の手法を他の教科にも げる。 ○ 教員研 会の実施

仮説５ に対する 研究

○ 新 生徒研究発表会の実施

○ ・中学 ，長岡 理科教育センターとの による の理数系教育の 興

・ 学 での実験 ・文化 での科学実験 ース設 ・ の科学 への

・中学生への 業 ・中学生科学研究の ・中学生へのディベート実

・ ・中学 教員の理数教育研 会

 研究 内容 
３ では 出のとおり，以下の仮説に対して つの研究を設定し取組を行っている。 

仮説１ 理数科生徒に対して「課題研究」実施 間を長くし， 分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の が向上する。 

仮説２ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の 体性と課題解決

が高まる。 

仮説３ 論理的思考 ・ 的思考 ディスカッション を高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

仮説 「課題研究」の手法をもとに，他の 業でも 究的な活動を行うことで，思考 ・ ・

表 等が育成される。 

仮説５ 生徒が， の科学 ・グローバル人 育成の中 拠 の取組に 体的に関わることで，

体性・ 性が育成されると共に， の理数系教育の 進が図られる。 

○ イ

10



11 

 

 

学 設定科目 対象 内 容 

 
２  

理数科 
１年 

「課題研究 」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「高大 」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

 
２  

理数科 
２年 

「課題研究 」「 計学」「ディベート」 
「新 生徒研究発表会」「科学英語 」 
「 リアデ イン アー」 

 
１  

理数科 
３年 

「課題研究 」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」 

 
 ○ と と  

対 象 
学 設定科目による によって， 

実施しない科目または 数を する科目と，その  

１年生 
理数科 

「 の科学」２ を実施しない。 
その内容を学 設定科目「 」 ２ ，「 」 ２ ，「 」
１ において指導する。 

２年生 
理数科 

「課題研究」１ を実施しない。 
その内容を学 設定科目「 」 ２ ，「 」 ２ ，「 」
１ において指導する。 

 
○ 学 設定科目で育成を目指す つの  
   以下の つの を育成することを目指す。それぞれの をどの内容で育成するのかについて

は各科目の内容を説明する ージで してある。 
ア 解    （さま まなデータや論文などの文 を み解く） 
イ 活用 （ を ， 理，活用する） 
 課題発見  （ を分析し課題を発見する） 
 課題解決  （課題を適切に解決する） 

オ 論理的思考 （物事を論理的に考える） 
カ 的思考 （物事を多 的，客観的に考える） 
 表    （自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） 

 
 
 

１ １  
 ３ から１学年理数科の生徒に対して学 設定科目 を設定した。この で
は，「 」「 リティカルシン ングトレーニング（ ）」，「新 生徒研究発表会」，
「高大 」，「課題研究 」，「科学英語 」，「サイ ンスイマージョン・プログラム」という内容
を実施している。 
 １年間の 業を複数教科・科目の教員が して担当するので，１コマの 業時間に ～ 人の教員
を配 している。このことで時間割の調 には苦労したが，学 設定科目の 業を担当している 員数
が え，多くの教員が自分の関わる科目であるという意 をもって 体的に 業を創っている が生
み出された。 
 理数科の課題研究は１年生から３年生まで く取組とした。 では，１年次の 1 から「課
題研究 」の取組を始め， 年後の３ には １回目の中間発表会を実施した。 
 「 」，「科学英語 」，「サイ ンスイマージョン・プログラム」「課題研究 」では，グルー
プでそれぞれのテーマについて，調べて，まとめて，発表し，それをお いに する取組を実施して
いる。少なくとも生徒は１年間で英語での発表も めて 回の さな研究発表を経験している。 
 年度当初には「オリ ンテーション」を行い， 業内容を説明するとともに をまとめるフ イル
を配 し，取組を することの 要性について説明した。年度の最 回では「 り り」を行い１年
間の活動について文書でまとめるとともに，ポートフ リオとなるフ イルの 理を行った。 
 
○ ・  
・ 活用や，教科科目の を えた内容を扱い，論理的思考 ・ 的思考 を養うことで，課

題研究を深化させるための基礎的 と思考 等を身につける。 
・ 大学等で や 科学 を体験することで，科学 や学 への  

・ 予備実験により研究プロセスを経験し，研究ス ルと科学的 養を身につける。 
・ 分な文献調査，時間をかけたテーマ設定により，課題発見 を身につける。 
・ 科学英語等により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 
 

○ 理数 １ 内容     （ 11 ージ「育成を目指す つの 」 ア～ に対応） 
目 内容  

 
 

～  

・問題の発見・解決に向けて，事象を との結 きとして え，
を適切かつ効果的に活用する を育てる。加えて， 機 やソフトの活用

を育成する。 
・ 計データ 理の基礎を習得させる。 
・ ラルを身につけ， 通 ネットワー を有効に活用し を適

切かつ実 的， 体的に活用できるようにする。 
・ に関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の や自ら学ぶ

意 を高めることのできる 度を育てるとともに，グループで共 作業を進
めていく方法を学 せる。 

・論理的な表 等を育成する観 から，プレゼンテーションソフトを活用し
て発表する機会を設けることで，効果的なコ ニケーションを行うために
必要な知 と を習得させる。 

アイ 
 

リティカ
ルシン ン
グトレーニ
ング 
（ ） 
 
 

～  

・論理的思考 ・ 的思考 を養うための  
・ を み， に対しての自らの考えを要 し，それを グループで発表

し相 するという 程を複数回経験させる。 
・その 度，一つの に対して複数教科の教員が なる視 での解説を行い，

多角的・多 的，複合的な視 で事象をとらえる を養う。 
・要 を実際に書くことで表 や論理的思考 を向上させる。 
・  
・ は国語科， ・公 科，数学科，理科，英語科， 科など複数教科

が して作成する。 
・ を いた研 会を複数回開 し，教員の指導 向上を目指す。 

ア
オカ 
 

科学英語  
～  

・英語で書かれた数学や理科のテ スト等を利用し，英語 の中の，特に
科学英語を ，書く を育成する。 

・ 業内に生徒が英語で発表する機会を複数設ける。 

アオ
 

新  
生徒

研究発表会 
１日  

・新 の 指定 や，他の高 ，中学 が一 に会し，課題研究の成果
の発表等を通して相 に 流する を設定する。 

・課題研究等の成果を き，理解に める。 
・生徒 流会に参加し，他 生徒と して実 課題に 。 

オカ
 

高大  
 

 
 

・理数科１年生全員が長岡 科学大学で，２日間， する。 
・生徒は大学から されたテーマの中から１つ選 ，大学の研究 で 科

学の 実験・実習を体験し，まとめ・発表を通 て，科学 ・理数
分 への興味・関心・意 を高める。  

・各研究 から配 される をもとに，事 研 を 分に行う。 
事後は，内容をレポートにまとめ，研究 からも指導を ける。 

イ
オ
 

課題研究  
 
1 ～  

 １  研究   オカ

 

計学 
11 ～  

・課題研究を進めるにあたって必要な「 計学」を 科と しながら学ぶ。 
・実験計画の立 や実験結果の分析・考察・ 論等に活用する。 

アイ 

オ 

サイ ンス
イマージョ
ン・プログラ
ム 
１  

・複数の 国人 を き， 科学に関するレ チ ーを け，その内容を
まとめ，プレゼンテーションを行う。 

・すべてを英語で行うことで，グローバル社会におけるコ ニケーション
ールとしての英語の必要性を知るとともに，英語コ ニケーション を
高める機会とする。 

アオ 
カ  

 
 
 
 

１ １ １  
１．  

① ラルを身に け， 通 ネットワー を有効に活用し を適切かつ実 的 体的
に活用できるようにする。 

11



11 

 

 

学 設定科目 対象 内 容 

 
２  

理数科 
１年 

「課題研究 」「 」「科学英語 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「新 生徒研究発表会」「高大 」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

 
２  

理数科 
２年 

「課題研究 」「 計学」「ディベート」 
「新 生徒研究発表会」「科学英語 」 
「 リアデ イン アー」 

 
１  

理数科 
３年 

「課題研究 」「科学英語 」 
「新 生徒研究発表会」 

 
 ○ と と  

対 象 
学 設定科目による によって， 

実施しない科目または 数を する科目と，その  

１年生 
理数科 

「 の科学」２ を実施しない。 
その内容を学 設定科目「 」 ２ ，「 」 ２ ，「 」
１ において指導する。 

２年生 
理数科 

「課題研究」１ を実施しない。 
その内容を学 設定科目「 」 ２ ，「 」 ２ ，「 」
１ において指導する。 

 
○ 学 設定科目で育成を目指す つの  
   以下の つの を育成することを目指す。それぞれの をどの内容で育成するのかについて

は各科目の内容を説明する ージで してある。 
ア 解    （さま まなデータや論文などの文 を み解く） 
イ 活用 （ を ， 理，活用する） 
 課題発見  （ を分析し課題を発見する） 
 課題解決  （課題を適切に解決する） 

オ 論理的思考 （物事を論理的に考える） 
カ 的思考 （物事を多 的，客観的に考える） 
 表    （自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） 

 
 
 

１ １  
 ３ から１学年理数科の生徒に対して学 設定科目 を設定した。この で
は，「 」「 リティカルシン ングトレーニング（ ）」，「新 生徒研究発表会」，
「高大 」，「課題研究 」，「科学英語 」，「サイ ンスイマージョン・プログラム」という内容
を実施している。 
 １年間の 業を複数教科・科目の教員が して担当するので，１コマの 業時間に ～ 人の教員
を配 している。このことで時間割の調 には苦労したが，学 設定科目の 業を担当している 員数
が え，多くの教員が自分の関わる科目であるという意 をもって 体的に 業を創っている が生
み出された。 
 理数科の課題研究は１年生から３年生まで く取組とした。 では，１年次の 1 から「課
題研究 」の取組を始め， 年後の３ には １回目の中間発表会を実施した。 
 「 」，「科学英語 」，「サイ ンスイマージョン・プログラム」「課題研究 」では，グルー
プでそれぞれのテーマについて，調べて，まとめて，発表し，それをお いに する取組を実施して
いる。少なくとも生徒は１年間で英語での発表も めて 回の さな研究発表を経験している。 
 年度当初には「オリ ンテーション」を行い， 業内容を説明するとともに をまとめるフ イル
を配 し，取組を することの 要性について説明した。年度の最 回では「 り り」を行い１年
間の活動について文書でまとめるとともに，ポートフ リオとなるフ イルの 理を行った。 
 
○ ・  
・ 活用や，教科科目の を えた内容を扱い，論理的思考 ・ 的思考 を養うことで，課

題研究を深化させるための基礎的 と思考 等を身につける。 
・ 大学等で や 科学 を体験することで，科学 や学 への  

・ 予備実験により研究プロセスを経験し，研究ス ルと科学的 養を身につける。 
・ 分な文献調査，時間をかけたテーマ設定により，課題発見 を身につける。 
・ 科学英語等により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 
 

○ 理数 １ 内容     （ 11 ージ「育成を目指す つの 」 ア～ に対応） 
目 内容  

 
 

～  

・問題の発見・解決に向けて，事象を との結 きとして え，
を適切かつ効果的に活用する を育てる。加えて， 機 やソフトの活用

を育成する。 
・ 計データ 理の基礎を習得させる。 
・ ラルを身につけ， 通 ネットワー を有効に活用し を適

切かつ実 的， 体的に活用できるようにする。 
・ に関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の や自ら学ぶ

意 を高めることのできる 度を育てるとともに，グループで共 作業を進
めていく方法を学 せる。 

・論理的な表 等を育成する観 から，プレゼンテーションソフトを活用し
て発表する機会を設けることで，効果的なコ ニケーションを行うために
必要な知 と を習得させる。 

アイ 
 

リティカ
ルシン ン
グトレーニ
ング 
（ ） 
 
 

～  

・論理的思考 ・ 的思考 を養うための  
・ を み， に対しての自らの考えを要 し，それを グループで発表

し相 するという 程を複数回経験させる。 
・その 度，一つの に対して複数教科の教員が なる視 での解説を行い，

多角的・多 的，複合的な視 で事象をとらえる を養う。 
・要 を実際に書くことで表 や論理的思考 を向上させる。 
・  
・ は国語科， ・公 科，数学科，理科，英語科， 科など複数教科

が して作成する。 
・ を いた研 会を複数回開 し，教員の指導 向上を目指す。 

ア
オカ 
 

科学英語  
～  

・英語で書かれた数学や理科のテ スト等を利用し，英語 の中の，特に
科学英語を ，書く を育成する。 

・ 業内に生徒が英語で発表する機会を複数設ける。 

アオ
 

新  
生徒

研究発表会 
１日  

・新 の 指定 や，他の高 ，中学 が一 に会し，課題研究の成果
の発表等を通して相 に 流する を設定する。 

・課題研究等の成果を き，理解に める。 
・生徒 流会に参加し，他 生徒と して実 課題に 。 

オカ
 

高大  
 

 
 

・理数科１年生全員が長岡 科学大学で，２日間， する。 
・生徒は大学から されたテーマの中から１つ選 ，大学の研究 で 科

学の 実験・実習を体験し，まとめ・発表を通 て，科学 ・理数
分 への興味・関心・意 を高める。  

・各研究 から配 される をもとに，事 研 を 分に行う。 
事後は，内容をレポートにまとめ，研究 からも指導を ける。 

イ
オ
 

課題研究  
 
1 ～  

 １  研究   オカ

 

計学 
11 ～  

・課題研究を進めるにあたって必要な「 計学」を 科と しながら学ぶ。 
・実験計画の立 や実験結果の分析・考察・ 論等に活用する。 

アイ 

オ 

サイ ンス
イマージョ
ン・プログラ
ム 
１  

・複数の 国人 を き， 科学に関するレ チ ーを け，その内容を
まとめ，プレゼンテーションを行う。 

・すべてを英語で行うことで，グローバル社会におけるコ ニケーション
ールとしての英語の必要性を知るとともに，英語コ ニケーション を
高める機会とする。 

アオ 
カ  

 
 
 
 

１ １ １  
１．  

① ラルを身に け， 通 ネットワー を有効に活用し を適切かつ実 的 体的
に活用できるようにする。 

12
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② に関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の や自ら学ぶ意 を高めることの
できる 度を育てるとともに，グループで共 作業を進めていく方法を学 せる。

③論理的な表 等を育成する観 から，プレゼンテーションソフトを活用して発表する機会を設
けることで，効果的なコ ニケーションを行うために必要な知 と を習得させる。

２．  上 の目標に沿って，系 別学科研究発表に向けた一 の活動に取り組 ことで， 
１ グループで 的に課題に取り組 姿勢を身につけさせることができる。
２ プレゼンテーション の向上を図ることができる。

．  １年生全員
． 内容  全体計画は以下の通りである。

１時間目 オリ ンテーション 
２時間目 ケータイ社会と ラル（ 視 ）
３時間目 検索実習 
時間目 リテラシー 

５時間目 系 別学科研究（オリ ンテーション） 
～11 時間目 系 別学科研究 
1 時間目 系 別学科研究（中間発表） 

13・1 時間目 系 別学科研究（発表 備） 
1 ・16 時間目 系 別学科研究発表 

１時間目から 時間目までは リテラシーについての 業を行った。その中で，インターネット
を用いた検索実習を行ったり，Po erPoint の使い方を学 せたりしたことで，後 の系 別学科研究
につなげた。また，この 業を通して， ラルの 要性を身につけさせた。 

系 別学科研究では，グループ とに学科を決めて，大学別の特 や違いなどを多角的， 的に
比較検討調査・研究させ，プレゼンテーションを作成させた。発表に向けてプレゼンテーションの

を図るために，中間発表を行った。中間発表では生徒 の相 を用いた。発表は各 ラス内
で２回に分けて行った。発表では，生徒の自 と教員 を用いて した。 
． 検証 （系 別学科研究発表の生徒の自 感想より ） 
・１人で 習するわけではないので，チームワー を大事にしていきたい。
・ んだ人の分がカバーしきれなかったので，事 から が

んでも大 夫な 備が必要だと思った。
・内容はもちろんだが，伝え方がとても大切だということが
分かった。普段から伝え方に を配って生活したい。

・パワーポイントで文 かりになってしまったので，
をコンパ トにまとめることを意 していきたい。

．まとめ 
仮説 １ については，調べる内容やスライ 作成，発表時など， 

自分たちでうまく役割分担をしながら課題に取り組 様 が見 
られた。その反 ，自分が担当した 以 のことまで理解し 
きれていなかったことを反 としてあげている生徒が見られ， 的な取組の しさも感 ること 
ができたようである。仮説 ２ については，中間発表で相 を行ったことで，客観的な視 からプ 
レゼンテーションの作成ができた。今後の発表の機会に活かしていきたいという 向きな感想も多く， 
プレゼンテーション作成の基 となる取組になった。

１ １ ２  
１． ・  
 活用や，教科科目の を えた内容を扱い，論理的思考 ・ 的思考 を養うことで，課題研
究を深化させるための基礎的 と思考 等を身につける。 
２． 内容 

１ や関 するデータ（以下，「テ スト」）を み解き，それらに対しての自らの考えを要
し，それを グループで発表し相 するという活動を複数回行う。

２ テ ストは国語科， ・公 科，数学科，理科など複数教科が して し，複数の教科
の教員が なる視 での解説を行い，

３ 要 を実際に書くことによって，表 や論理的思考 を向上させる。
「 デル」を活用したルー リッ を用い，生徒間での相 を行う。

５ コンセプトマップ，フィッシ ボーン等の思考 ールを用いた思考ス ル，また， 法等，発
想の発 ・ の方法を学ぶ。

を いた研 会を開 し，教員の 向上を目指す。
． と 方法 
グループでの生徒間相 では，以下のような「 デル」 を用いる。 

1  

 

 

観  
考え 

（ eas） 
つながり 

（ onne tions） 
応用 

（E tensions） 

相  

○ルー リッ を用いて他
の反論を することがで
きる。 

  

○相 をもとに，自
の反論を し，反

論を再 成することが
できる 

反論 
 

○指定された形式で，本文
に されている 拠と
適切に関 けながら，
反論を書くことができる 

○指定された形式に い
他のテ ストを適切に
検証したり比較したり
しながら反論を書くこ
とができる。 

解 
○ の 張を み取りその
内容を正確に べることが
できる。 

○ の 張について 拠
を げて論理的に説明す
ることができる。 

○ の 張を分析し，
 

文 表 ・ 
成 

 

 
 

○論理 開の が適切
に用いられ，文と文が
の通った順 で んでい
る。 

 

○ 張とそれを指 する
適切な 拠を，相手に

得できる形で，適切
に 成し，的確に表
できる。 

． め方・  
 テ ストを 的に み，テ ストの反論を考え，それを グループ内で発表し相 するという
程を，以下の つのテーマについて実施する。多角的・多 的，複合的な視 で事象をとらえる を

養うため，  
テーマ 担当 

１ 反論の書き方 国語 

２ 人工知 （ ） 数学・国語 

３ 生 理 公 ・生物 
１つのテーマにつき，以下のように３コマ分の 業を行う。 
１コマ目 複数教科の担当 が 備したテ ストを説明し，生徒の理解と興味関心を深める。 

２コマ目 
生徒が 6 から 程度で，指定された書き方に って，反論の立 で，テ
ストについてのレポートを書く。 

３コマ目 
生徒がお いに書いたレポートについて， デルを用いて相 を実施し
，意見 する。 その後，各自で相 を まえたうえで 書を作成する。 

． め  
 生徒に以下のようなテ ストを えて，その 張について 拠とともに的確に み取った後，テ ス
トに対して反論する立 に立って考えさせる。 
 （１） 張が明 である。 
 （２）その 張を える 拠がきちんと書かれている。 
 （３）ディベートの論題のように短いものではなく，ある程度の長さをもっている。 
 （ ）論 るのに，特 な 的な知 を必要としない。 
 （５）生徒の の生活から したものではない。 
 （ ） み手を し， 発するような文体で書かれている。 
． と  

 新しい時 を生き くための 体的・対 的な深い学 を える論理的思考 ・ 的思考 の
は少しずつ形成されつつある。特に， グループでの相 の取り組みは，生徒の表 向上に有効
な手立てだったといえる。他 が書いたものを客観的な角度から することで，自分が文 を書く上
での新たな きを得る機会となったようだ。 
 また 今年度は となるテ ストを 新する試みもあった。何を として取り上げるかは 生徒
の理解や興味・関心にも大きく関わる。 の つの特 に合 したテ ストであるかを 分に検討し
生徒の取り組みの様 を見ながら その 度見 して行くことが必要である。 
 今後の課題は，自分の意見を える論拠をいかに深めていくかということである。そのために，様々
な論 に対する について理解を深め， 書などを通 て の高いインプットを けることで物事を
体的に考え対 的に学ぶ際の となるような取り組みが求められる。そうすれ ，進学等で必要な
論文を書いたり， で適切な応 ができたりするだけではなく， にわたり知的活動を行うため

のバッ グラ ン となる論理的思考 ・ 的思考 を高め，学際的な知の がりを身につけること
ができる。  
参考  

 ・ 反論の その意 と 方法 （明 図書オ ニオン 書，199 ） 

年は の３つのテーマに加えて もう１

つテーマを設け 年間計 回指導している。今年

度は に う日程変更により 実施。 

「  問題」（公 ・化学） 
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② に関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の や自ら学ぶ意 を高めることの
できる 度を育てるとともに，グループで共 作業を進めていく方法を学 せる。

③論理的な表 等を育成する観 から，プレゼンテーションソフトを活用して発表する機会を設
けることで，効果的なコ ニケーションを行うために必要な知 と を習得させる。

２．  上 の目標に沿って，系 別学科研究発表に向けた一 の活動に取り組 ことで， 
１ グループで 的に課題に取り組 姿勢を身につけさせることができる。
２ プレゼンテーション の向上を図ることができる。

．  １年生全員
． 内容  全体計画は以下の通りである。

１時間目 オリ ンテーション 
２時間目 ケータイ社会と ラル（ 視 ）
３時間目 検索実習 
時間目 リテラシー 

５時間目 系 別学科研究（オリ ンテーション） 
～11 時間目 系 別学科研究 
1 時間目 系 別学科研究（中間発表） 

13・1 時間目 系 別学科研究（発表 備） 
1 ・16 時間目 系 別学科研究発表 

１時間目から 時間目までは リテラシーについての 業を行った。その中で，インターネット
を用いた検索実習を行ったり，Po erPoint の使い方を学 せたりしたことで，後 の系 別学科研究
につなげた。また，この 業を通して， ラルの 要性を身につけさせた。 
系 別学科研究では，グループ とに学科を決めて，大学別の特 や違いなどを多角的， 的に

比較検討調査・研究させ，プレゼンテーションを作成させた。発表に向けてプレゼンテーションの
を図るために，中間発表を行った。中間発表では生徒 の相 を用いた。発表は各 ラス内

で２回に分けて行った。発表では，生徒の自 と教員 を用いて した。 
． 検証 （系 別学科研究発表の生徒の自 感想より ） 
・１人で 習するわけではないので，チームワー を大事にしていきたい。
・ んだ人の分がカバーしきれなかったので，事 から が

んでも大 夫な 備が必要だと思った。
・内容はもちろんだが，伝え方がとても大切だということが
分かった。普段から伝え方に を配って生活したい。

・パワーポイントで文 かりになってしまったので，
をコンパ トにまとめることを意 していきたい。

．まとめ 
仮説 １ については，調べる内容やスライ 作成，発表時など， 

自分たちでうまく役割分担をしながら課題に取り組 様 が見 
られた。その反 ，自分が担当した 以 のことまで理解し 
きれていなかったことを反 としてあげている生徒が見られ， 的な取組の しさも感 ること 
ができたようである。仮説 ２ については，中間発表で相 を行ったことで，客観的な視 からプ 
レゼンテーションの作成ができた。今後の発表の機会に活かしていきたいという 向きな感想も多く， 
プレゼンテーション作成の基 となる取組になった。

１ １ ２  
１． ・  
 活用や，教科科目の を えた内容を扱い，論理的思考 ・ 的思考 を養うことで，課題研
究を深化させるための基礎的 と思考 等を身につける。 
２． 内容 

１ や関 するデータ（以下，「テ スト」）を み解き，それらに対しての自らの考えを要
し，それを グループで発表し相 するという活動を複数回行う。

２ テ ストは国語科， ・公 科，数学科，理科など複数教科が して し，複数の教科
の教員が なる視 での解説を行い，

３ 要 を実際に書くことによって，表 や論理的思考 を向上させる。
「 デル」を活用したルー リッ を用い，生徒間での相 を行う。

５ コンセプトマップ，フィッシ ボーン等の思考 ールを用いた思考ス ル，また， 法等，発
想の発 ・ の方法を学ぶ。

を いた研 会を開 し，教員の 向上を目指す。
． と 方法 
グループでの生徒間相 では，以下のような「 デル」 を用いる。 

1  

 

 

観  
考え 

（ eas） 
つながり 

（ onne tions） 
応用 

（E tensions） 

相  

○ルー リッ を用いて他
の反論を することがで
きる。 

  

○相 をもとに，自
の反論を し，反

論を再 成することが
できる 

反論 
 

○指定された形式で，本文
に されている 拠と
適切に関 けながら，
反論を書くことができる 

○指定された形式に い
他のテ ストを適切に
検証したり比較したり
しながら反論を書くこ
とができる。 

解 
○ の 張を み取りその
内容を正確に べることが
できる。 

○ の 張について 拠
を げて論理的に説明す
ることができる。 

○ の 張を分析し，
 

文 表 ・ 
成 

 

 
 

○論理 開の が適切
に用いられ，文と文が
の通った順 で んでい
る。 

 

○ 張とそれを指 する
適切な 拠を，相手に
得できる形で，適切

に 成し，的確に表
できる。 

． め方・  
 テ ストを 的に み，テ ストの反論を考え，それを グループ内で発表し相 するという

程を，以下の つのテーマについて実施する。多角的・多 的，複合的な視 で事象をとらえる を
養うため，  

テーマ 担当 

１ 反論の書き方 国語 

２ 人工知 （ ） 数学・国語 

３ 生 理 公 ・生物 
１つのテーマにつき，以下のように３コマ分の 業を行う。 
１コマ目 複数教科の担当 が 備したテ ストを説明し，生徒の理解と興味関心を深める。 

２コマ目 
生徒が 6 から 程度で，指定された書き方に って，反論の立 で，テ
ストについてのレポートを書く。 

３コマ目 
生徒がお いに書いたレポートについて， デルを用いて相 を実施し
，意見 する。 その後，各自で相 を まえたうえで 書を作成する。 

． め  
 生徒に以下のようなテ ストを えて，その 張について 拠とともに的確に み取った後，テ ス
トに対して反論する立 に立って考えさせる。 
 （１） 張が明 である。 
 （２）その 張を える 拠がきちんと書かれている。 
 （３）ディベートの論題のように短いものではなく，ある程度の長さをもっている。 
 （ ）論 るのに，特 な 的な知 を必要としない。 
 （５）生徒の の生活から したものではない。 
 （ ） み手を し， 発するような文体で書かれている。 

． と  
 新しい時 を生き くための 体的・対 的な深い学 を える論理的思考 ・ 的思考 の
は少しずつ形成されつつある。特に， グループでの相 の取り組みは，生徒の表 向上に有効
な手立てだったといえる。他 が書いたものを客観的な角度から することで，自分が文 を書く上
での新たな きを得る機会となったようだ。 
 また 今年度は となるテ ストを 新する試みもあった。何を として取り上げるかは 生徒
の理解や興味・関心にも大きく関わる。 の つの特 に合 したテ ストであるかを 分に検討し
生徒の取り組みの様 を見ながら その 度見 して行くことが必要である。 
 今後の課題は，自分の意見を える論拠をいかに深めていくかということである。そのために，様々
な論 に対する について理解を深め， 書などを通 て の高いインプットを けることで物事を

体的に考え対 的に学ぶ際の となるような取り組みが求められる。そうすれ ，進学等で必要な
論文を書いたり， で適切な応 ができたりするだけではなく， にわたり知的活動を行うため

のバッ グラ ン となる論理的思考 ・ 的思考 を高め，学際的な知の がりを身につけること
ができる。  

参考  
 ・ 反論の その意 と 方法 （明 図書オ ニオン 書，199 ） 

年は の３つのテーマに加えて もう１

つテーマを設け 年間計 回指導している。今年

度は に う日程変更により 実施。 

「  問題」（公 ・化学） 

14



1  

 

 

 ・ 一 議論のレッスン  生活人新書，  
 ・ 一 文 を論理で み解くための リティカル・リーディング  出 新書， 1   
 ・  大人のための国語ゼ （ 書 1 ） 
 
 

１ １  学英語  
１．  

１  内容に興味を ちながら，科学に関 する な英文を んだり，聞いたりすることができる。 
２  英語で んだことについて，その内容を再 成して発表することができる。 
３  人に伝わりやすい発表の 方で，興味を ってもらえるような工夫を れながら発表すること

ができる。 
 人の を理解しながら聞き，必要なときには発表できる。 

５  グループで しながら取り組 ことができる。 
２．  
  上 の目標に沿って， イズ 組を行うという発表形式をとり，日本語の発表から英語の発表へと
段 を んで発表の 方を学ぶことで， 
１  英語を使って人 で発表することへの 感をなくすことができる。 
２  一方的な発表にならず，聞き手を意 した発表ができる。 
３  体的に課題に取り組 姿勢を身につけることができる。 

．内容・方法  指導の全体計画は以下の表のとおりである。 

１ 
１時間目 オリ ンテーション 業の目標と活動の確 ， １回実習（発表 作成） 
２時間目 ２回実習（発表 作成，発表 習） 
３時間目 ３回実習（日本語による発表， ） 

２ 
時間目 オリ ンテーション（英語の発表に向けて）， 回実習（発表 作成） 

５時間目 ５回実習（発表 作成，ポスター作成，発表 習） 
時間目 回実習（英語による発表， ） 

３ 
時間目 オリ ンテーション（パフ ーマンスの向上に向けて）， 回実習（発表 習） 
時間目 回実習（リ ーサル，発表 正，ポスター 正） 
時間目 回実習（英語による ラス 的な発表， ） 

． 検証 
仮説 １  「英語を使って人 で発表することへの 感をなくすことができる」について 
検証１ 生徒の発表活動の観察における検証（日本語の発表から英語の発表への 行の観 から） 

日本語での発表から始めることにより発表の形式に れさせ，スムーズに英語の発表に 行できた。 
検証２ 生徒の発表活動の観察における検証（英語の発表を行うことにおける観 から） 

１回目の発表の反 を まえて２回目に ことができた。また，２ ラスを合 にして ラス
的に行ったが，各グループが 々と発表を行った。すべてのグループや 成員の 感がなくなっ

たとは えない。 
以上の２ から仮説 １ は 分的に検証されたと える。 

仮説 ２  「一方的な発表にならず，聞き手を意 した発表ができる」について 
検証１ 生徒の発表 や発表活動の観察による検証（日本語の発表） 
  ジョー や りを きつけるための工夫が各班 に見られ， ー アあ れる発表を行っていた。 

また，聞き手の方も発表する とコ ニケーションを取りながら楽しんで活動を行っていた。 
検証２ 生徒の発表 や発表活動の観察による検証（英語の発表） 
  各班が英語の発表における目標を立て，英語での発表を行う際に，わかりやすくするにはどうした
らいいのかをグループ活動を通して学んでいった。 

時間目のオリ ンテーションでは となる動画を見せ， を意 した発表 度やジ スチ
ーなどの 要性を学 ，実際に ている班が多く見られた。 

  音 習などをもっと指導する機会を つことができれ ，さらに されただろうと考える。 
以上の２ から仮説 ２ は 分的に検証されたと える。 
仮説 ３  「 体的に課題に取り組 姿勢を身につけることができる」について 
検証１ 生徒の発表 の作成や発表活動の観察による検証 
  の作成や発表活動において，各班とも 自性を ちながら工夫して取り組んでいた。英語での
発表では， 備する内容が多くなったが， み時間や 課後など自 になる時間を見つけて積極的に
取り組んでいた。ただし，生徒の感想を見ると，すべての生徒がそうであったとは えない。 

以上の から仮説 ３ は 分的に検証されたと える。 
．まとめ 
以上のことから， 科学英語 は一定の成果を上げることができたと考えられる。次年度の 科学

英語 では今年度の活動を まえ，さらに充実したものにしていきたい。 
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１ １  研究    
１ 研究     

１ １    
 ２年 ５日（ ）， 日（ ）に，理数科１年生全員を対象に長岡 科学大学で実施する
予定であったが，新 コロナ イルスの で今年度は中 となった。代替として，１月28日（木）
にオンラインによる特別講義を行った。Ｐ32「（２）―１―２　サイエンスツアー代替講義」

１ １  研究  １  研究   

１ １  学 
１．  
①コン ータなどの 機 を用いることで，大 のデータを活用することの有効性に着目し，デ
ータを表やグラフに 理する を身に けさせる。

②コン ータなどの 機 を用いることで，大 のデータの分 ，標 偏差，相関 数などの基
本的な 計 を求めさせる。

２．  上 の目標に沿って，コン ータを用いて， 
１ データを活用するための の活用ができる。
２ データの分 の傾向を み取り， 的に考察して することができる。
．   １年生全員 
． 内容 
全体計画は以下の通りである。 

１時間目 コン ータを用いて，適切な 計 やグラフ，手法などを選択した分析
２時間目 コン ータを用いて，適切な 計 やグラフ，手法などを選択した分析

 表計算ソフト（E el）を用いて，数学 で学習した平 ，中 ，最 ， ， 分 数，
分 ， 分 偏差，分 ，標 偏差，相関 数の 計 を求めさせた。また，度数分 表，相

関表の表を作らせた。さらに， ストグラム， げ図， 図のグラフ化を行った。大 のデータ
でも表計算ソフトの関数を用いれ に求められることを実際に体験によって学 せた。課題研究
などの観察や実験などの実際のデータを使った分析では，表計算ソフトを活用することが 実である
ことを体験できた。 
． 検証 
数学 の内容を表計算ソフトを活用して計算することで，大 のデータを 理でき，社会生活にお

いて 計 が意味のあるものであることが理解できたようである。 
．まとめ 

  表計算ソフト（E el）のス ルの差が大きく， を身に けることで わってしまった生徒も
多く見られた。本 であれ ，データの分析の傾向を み取り， 的に考察して する を身に
けさせなけれ いけないと思われる。 

１ １  ・  
１．   科学 分 の 一 で活 している 出身の 手研究 を として き，研究
や体験 ， 応 を通し生徒の科学への関心意 を育てるとともに，サイ ンスとコ ニケーシ
ョン ールとしての英語という２つを に，科学を にした ，思考活動，国際的コ ニケー
ション の育成を図る。

２．   英語を 語としない 手 国人研究 を いてプログラムを行うことで，コ ニケーシ
ョン ールとしての英語を身につける必要性を意 させることにつながると 時に，科学への関心を
高めることにつながる。また英語で発表する機会を設けることで，今後の学習への意 関心を高める
ことができる。 
． 内容 
１）日時 ３年１ 日（ ） 1 ～1 ３時間，２ ラス  

１ 6日（ ） ～11 1 ～1  ３時間 ラス ２  
 １ 日（ ） ～11  ３時間，２ ラス  

２）対象学年・ ラス  １学年・ ラス（普通科 ラス・理数科２ ラス）
３）  日本の大学 等で活動中の研究 名を として いた。
Mr  er Salee    ・ 工学研究 大学 
Mr  sla  Elsa e  assanein assan assan Moha e  再生 ネル ー研究 国立大学 
Mr  eonar  ta i hiren e             性研究  国 大学 
Mr  Daniel e u o G an                         生 学研究 科 科大学 
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1  

 

 

 ・ 一 議論のレッスン  生活人新書，  
 ・ 一 文 を論理で み解くための リティカル・リーディング  出 新書， 1   
 ・  大人のための国語ゼ （ 書 1 ） 
 
 

１ １  学英語  
１．  

１  内容に興味を ちながら，科学に関 する な英文を んだり，聞いたりすることができる。 
２  英語で んだことについて，その内容を再 成して発表することができる。 
３  人に伝わりやすい発表の 方で，興味を ってもらえるような工夫を れながら発表すること

ができる。 
 人の を理解しながら聞き，必要なときには発表できる。 

５  グループで しながら取り組 ことができる。 
２．  
  上 の目標に沿って， イズ 組を行うという発表形式をとり，日本語の発表から英語の発表へと
段 を んで発表の 方を学ぶことで， 
１  英語を使って人 で発表することへの 感をなくすことができる。 
２  一方的な発表にならず，聞き手を意 した発表ができる。 
３  体的に課題に取り組 姿勢を身につけることができる。 
．内容・方法  指導の全体計画は以下の表のとおりである。 

１ 
１時間目 オリ ンテーション 業の目標と活動の確 ， １回実習（発表 作成） 
２時間目 ２回実習（発表 作成，発表 習） 
３時間目 ３回実習（日本語による発表， ） 

２ 
時間目 オリ ンテーション（英語の発表に向けて）， 回実習（発表 作成） 

５時間目 ５回実習（発表 作成，ポスター作成，発表 習） 
時間目 回実習（英語による発表， ） 

３ 
時間目 オリ ンテーション（パフ ーマンスの向上に向けて）， 回実習（発表 習） 
時間目 回実習（リ ーサル，発表 正，ポスター 正） 
時間目 回実習（英語による ラス 的な発表， ） 

． 検証 
仮説 １  「英語を使って人 で発表することへの 感をなくすことができる」について 
検証１ 生徒の発表活動の観察における検証（日本語の発表から英語の発表への 行の観 から） 

日本語での発表から始めることにより発表の形式に れさせ，スムーズに英語の発表に 行できた。 
検証２ 生徒の発表活動の観察における検証（英語の発表を行うことにおける観 から） 

１回目の発表の反 を まえて２回目に ことができた。また，２ ラスを合 にして ラス
的に行ったが，各グループが 々と発表を行った。すべてのグループや 成員の 感がなくなっ

たとは えない。 
以上の２ から仮説 １ は 分的に検証されたと える。 

仮説 ２  「一方的な発表にならず，聞き手を意 した発表ができる」について 
検証１ 生徒の発表 や発表活動の観察による検証（日本語の発表） 
  ジョー や りを きつけるための工夫が各班 に見られ， ー アあ れる発表を行っていた。 

また，聞き手の方も発表する とコ ニケーションを取りながら楽しんで活動を行っていた。 
検証２ 生徒の発表 や発表活動の観察による検証（英語の発表） 
  各班が英語の発表における目標を立て，英語での発表を行う際に，わかりやすくするにはどうした
らいいのかをグループ活動を通して学んでいった。 

時間目のオリ ンテーションでは となる動画を見せ， を意 した発表 度やジ スチ
ーなどの 要性を学 ，実際に ている班が多く見られた。 

  音 習などをもっと指導する機会を つことができれ ，さらに されただろうと考える。 
以上の２ から仮説 ２ は 分的に検証されたと える。 
仮説 ３  「 体的に課題に取り組 姿勢を身につけることができる」について 
検証１ 生徒の発表 の作成や発表活動の観察による検証 
  の作成や発表活動において，各班とも 自性を ちながら工夫して取り組んでいた。英語での
発表では， 備する内容が多くなったが， み時間や 課後など自 になる時間を見つけて積極的に
取り組んでいた。ただし，生徒の感想を見ると，すべての生徒がそうであったとは えない。 

以上の から仮説 ３ は 分的に検証されたと える。 
．まとめ 
以上のことから， 科学英語 は一定の成果を上げることができたと考えられる。次年度の 科学

英語 では今年度の活動を まえ，さらに充実したものにしていきたい。 
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１ １  研究    
１ 研究     

１ １    
 ２年 ５日（ ）， 日（ ）に，理数科１年生全員を対象に長岡 科学大学で実施する
予定であったが，新 コロナ イルスの で今年度は中 となった。代替として，１月28日（木）
にオンラインによる特別講義を行った。Ｐ32「（２）―１―２　サイエンスツアー代替講義」

１ １  研究  １  研究   

１ １  学 
１．  

①コン ータなどの 機 を用いることで，大 のデータを活用することの有効性に着目し，デ
ータを表やグラフに 理する を身に けさせる。

②コン ータなどの 機 を用いることで，大 のデータの分 ，標 偏差，相関 数などの基
本的な 計 を求めさせる。

２．  上 の目標に沿って，コン ータを用いて， 
１ データを活用するための の活用ができる。
２ データの分 の傾向を み取り， 的に考察して することができる。
．   １年生全員 
． 内容 
全体計画は以下の通りである。 

１時間目 コン ータを用いて，適切な 計 やグラフ，手法などを選択した分析
２時間目 コン ータを用いて，適切な 計 やグラフ，手法などを選択した分析

 表計算ソフト（E el）を用いて，数学 で学習した平 ，中 ，最 ， ， 分 数，
分 ， 分 偏差，分 ，標 偏差，相関 数の 計 を求めさせた。また，度数分 表，相

関表の表を作らせた。さらに， ストグラム， げ図， 図のグラフ化を行った。大 のデータ
でも表計算ソフトの関数を用いれ に求められることを実際に体験によって学 せた。課題研究
などの観察や実験などの実際のデータを使った分析では，表計算ソフトを活用することが 実である
ことを体験できた。 
． 検証 
数学 の内容を表計算ソフトを活用して計算することで，大 のデータを 理でき，社会生活にお

いて 計 が意味のあるものであることが理解できたようである。 
．まとめ 

  表計算ソフト（E el）のス ルの差が大きく， を身に けることで わってしまった生徒も
多く見られた。本 であれ ，データの分析の傾向を み取り， 的に考察して する を身に
けさせなけれ いけないと思われる。 

１ １  ・  
１．   科学 分 の 一 で活 している 出身の 手研究 を として き，研究

や体験 ， 応 を通し生徒の科学への関心意 を育てるとともに，サイ ンスとコ ニケーシ
ョン ールとしての英語という２つを に，科学を にした ，思考活動，国際的コ ニケー
ション の育成を図る。

２．   英語を 語としない 手 国人研究 を いてプログラムを行うことで，コ ニケーシ
ョン ールとしての英語を身につける必要性を意 させることにつながると 時に，科学への関心を
高めることにつながる。また英語で発表する機会を設けることで，今後の学習への意 関心を高める
ことができる。 
． 内容 
１）日時 ３年１ 日（ ） 1 ～1 ３時間，２ ラス  

１ 6日（ ） ～11 1 ～1  ３時間 ラス ２  
 １ 日（ ） ～11  ３時間，２ ラス  

２）対象学年・ ラス  １学年・ ラス（普通科 ラス・理数科２ ラス）
３）  日本の大学 等で活動中の研究 名を として いた。
Mr  er Salee    ・ 工学研究 大学 
Mr  sla  Elsa e  assanein assan assan Moha e  再生 ネル ー研究 国立大学 
Mr  eonar  ta i hiren e             性研究  国 大学 
Mr  Daniel e u o G an                         生 学研究 科 科大学 
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1  

 

 

①
質問

とても楽しみである 21.9% とてもよかった 54.3%
少し楽しみである 56.6% どちらかと⾔えばよかった 42.7%
少し⾯倒だ 20.9% どちらかと⾔えばよくなかった 2.7%
とてもいやだ 0.7% とてもよくなかった 0.3%

上記理由 科学的内容に興味があるから 30.0% 科学的内容に興味を持ったから 46.0%
科学項⽬ 科学的内容に興味が持てないから 7.7% 科学的内容に興味を持たなかったから 1.0%
上記理由 英語が好きだから 23.9% 英語を⾯⽩いと思ったから 49.7%

英語が苦⼿だから 33.0% 英語を苦⼿だと思ったから 10.0%
⼈前で発表が好きだから 3.7% ⼈前で発表することを⾯⽩いと思ったから 17.7%
⼈前で発表するのが苦⼿だから 35.4% ⼈前で発表することを苦⼿だと思ったから 11.3%
将来英語で話しをする機会が必要だと思っているから 48.1% 将来英語で話しをする機会が必要だと思っているから 62.7%

②
質問

科学項⽬ 科学的な知識が増える 39.7% 科学的知識が増えた 48.3%
英語を聴く⼒が少し向上する 86.9% 英語を聴く⼒が少し向上した 81.3%
英語を話す⼒が少し向上する 70.4% 英語を話す⼒が少し向上した 51.3%

③
21.7%
74.7%
18.3%
39.7%

英語は苦⼿なので将来も苦労しそうだ
英語を使うといろんな国の⼈とコミュニケーションができて楽しい

事後アンケート

事前アンケート 事後アンケート
プログラムを受けることについてどう思うか プログラム受講後どう感じたか

プログラムでどのような⼒がつくと期待するか プログラムを通じてどのような⼒がついたと思いますか

事前アンケート 事後アンケート

英語項⽬

英語項⽬

全体

⾃分も英語に興味があり海外で学んでみたい
英語の学習に取り組みたい

）内容 ３時間の内容は以下の通りである。今年度は新 コロナ感 の観 からオンライ
ンで実施した。 

①１時間目，大教 において， から英語で を聞く。 ・出身国の ，研究課題，研究分
の内容，科学的な研究方法について，すべて英語でオンラインで行われる。その後，生徒が

内容について討議し 問 を出し合い， に各グループが 問を行う。iPa を活用し 方向でや
りとりを行った。 

②２時間目は，ディスカッション，プレゼンテーション 備を中心に進められる。 
a） の研究内容に関 した課題が複数 され，グループ に１つ選択し，その解決法等を
し合う。 
） から科学的プレゼンテーション方法， の作り方，発表法などについて説明を ける。 
）グループ討議，プレゼン 作成の間， は各グループにオンラインでア バイスをする。 

③３時間目は， 習後各グループ３分程度でプレゼンを行い， や他のグループは発表内容につい
て をする。最後に は ラス全体に対し，今回のプログラムの感想や研究 としての心 え
等を す。２年次以 の課題研究の発表を に，科学的プレゼンテーションの 習機会となるよ
うに計画した。 

． 検証 
①プログラム全体の と理  
表①から，全体への が事後 しく

上 し，プログラムが充実していたと
える。また，科学に対する関心が まる

16 と共に，コ ニケーション
ールとしての英語を楽しいと感 ，プ
レゼンを行うことへの 向きな意 向
上につながったことが できる。 
②プログラムを通してどんな がつく
のか  
表②から，科学的知 や英語を く
の向上に効果があったと できる。

プレゼンでは の内容を まえ，コ
ロナ対 に するなど 的思考
の向上にも効果があった。 
．  
英語を 語としない が英語で をしていることに対し，

生徒が，「自分も英語で ができるように学習に取り組みたい
」という感想を ったことからも，英語を 語としない研究

を いた本プログラムは一定の効果が今後も できる。その一方，日 の理科・社会・英語分 の学
習指導と した事 学習を行い，更に科学への興味を育て，英語学習への苦手意 を していく指
導が必要である。 
 
 
 

１ ２  
○ ・  

・ 課題研究に取り組み，生徒の 体性と課題解決 ・ 究 を育成する。 
・ 中間発表を複数回設ける。研究を一 まとめることで，研究結果と課題を するとともに，

指導 の により，研究を深化させる。 
・ 大学・研究 等で や 科学 を体験することで，科学 や学 への興味 関心 意

を向上させ，課題研究の参考にする。 
・ ディベートに取り組 ことで，論理的思考 ， 的思考 ディスカッション を育

成する。 
・ 計学の基礎を学ぶことにより，研究のデータ分析等を確かなものにする。 

   ・ 科学英語により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 
 

○ 理数 ２ 内容   （ 11 ージ 育成を目指す つの  ア～ に対応） 
目 内容  

課題研究  
 

～  
 １  研究   

アイ 

 

オカ 

 

1  

 

 

ディベート 
 

～  

・様々な課題について，その にある考え方を まえて，よりよい課
題解決の り方を 的に考察し，公正に ，合意形成する や
課題解決のための論理的思考 を高める。 

アオ 
カ  

科学英語  
 
５ ～  

・１年次の「科学英語 」を発 させた取組を実施する。 
・ を ， 道を立てて説明・発表する，要 をまとめる等の経験
を ることで論文作成のための英語 を身につける。 

・ディスカッションの機会を設け，３年次の英語発表に備える。 
・ による英語での科学実験（物理・化学・生物）を行う。 
・これらの取組により，英語を使って表 し，英語で積極的にコ ニ

ケーションを図る 度を養う。 

アオ 
カ  

計学 
～  

・１年次の「 計学」を発 させた取組を実施する。 
・実験計画の立 や実験結果の分析・考察・ 論等に応用する。 

アイ 
オ 

新 生
徒研究発表会

１日  

・ と 。次を追加。 
・２年理数科は，課題研究の中間発表 ポスター発表 を行う。 
・ 会進行と生徒 流会の ・ を行う。 

オカ
 

リアデ イ
ン アー 
 

３日間  

・理数科生徒全員に対して， 業中に２ ３日で実施する。 
・ 方 の大学・ 業・研究 を 問する。 科学 の研究 と

対 することで， の進 について考える 機とし， 行ってい
る課題研究の深化につなげる。 

・ 方 の大学に 中の 業生との 会を設定する。 
・ 問 で ・対 ができるように，事 研 を 分行う。 
・事後レポートを作成させ，研 を り らせる。 

カ 

 
 

１ ２ １ 研究     １  研究   
 
 

１ ２ ２  
１  

１ 思考 を養う ・論理的思考  ・ 時に考え する  ・ 発的思考  ・ 的思考   
２ 発 を養う 

   
３ 傾 を養う   問題意 を って聞く   

２ 内容方法 
 
 
 
 
 
今年度のディベートテーマ ・ 楽   ・カジ 法   ・制 制度  ・ 国人労 け れ 
１ ディベート 要説明の際に，目標やジ ッジを う ームであることを生徒に明 する。 

 ２ テーマや班員の割り りは 選で行い，生徒に選択させないようにする。 
 ３ 班内役割分担では，一人一回は必ず発 する機会があるよう割り らせる。 

り りシートを に するよう指導する。 
５ ジ ッジ は，ジ ッジを担当する生徒だけではなく，すべての生徒が するようにする。 

教員 では，実 を まえたディベートの要 を指導する。 

  
「班 とに ， 備」 １ ２ の様   ディベート実 １ の様  

１時間目 ディベート 要説明，テーマ ，班分け（２テーマ， 班） 

２時間目 班内役割分担決め， ①， り りシート ① 
３時間目 ②， り りシート ② 

時間目 実 ①，ジ ッジ ，教員  

５時間目 実 ②，ジ ッジ ②，教員  
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事後アンケート

事前アンケート 事後アンケート
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ディベート実 ２ の様  生徒がジ ッジ を利用して，相 にジ
ッジをしている様  

まとめ び
ーム形式でディベートを行ったため，生徒は相手 に とうと 心に 備に取り組んだ。また，

実際ディベートを行う中で，ディベートにとって最も大切なことは 備ではなく，上 にあげた「思
考 」「発 」「傾 」であることを学んだ。 

問題 として， 備時間が りなかったことやテーマが２つしかなかったこと，また今後は， ラ
ス 表 などを行い ーム性を高めるとともに，ディベート 向上を図りたいと考えている。

目 的 今年度本 が実施したディベートについて，取組の成果を他 に し普 を図る
とともに，自 の取組を見 す 機とする。 

日 時 ２年 11 19 日（ ） 

会  新 大学教育学 長岡中学  

参加  理数科２年生 11 人（ 会１人， 成立 ５人，反対立 ５人） 
新 大学教育学 長岡中学  中学１～３年生 

内 容  
１ 本 担当教 が中学生に対してディベートについて説明する。 
２ 体育 で，本 生徒が 業で行ったディベートを す 

る。テーマは「高 制 の制度化」 
３ 中学３年生はディベート 後，ジ ッジカー （  

成 ，反対 ）をあげる。 表生徒は選択した理  
を べる。中学２，３年生は，新 コロナ イルスの  
により，教 でこのライ 映像を視 する。 

中学３年生がディベートを実 する。本 生徒は中学 
生に ってジ ッジに参加する。ディベート  
後，ジ ッジカー （ ・ ）をあげ，その理 を べる。 
テーマ① 「中学生のスマートフ ンの 込について」
テーマ② 「スーパーの の配 について」

感 想 
○中学生に対して行ったディベートについて
・伝えたいことが多いあまり，早口になってしまった。 順 をつけて すことを心がけたい。 
・いかに （中学生）を 得させるかを考えながら班員と し，データに基 いて組み立て

られた。結果としては けてしまったが，一人一人がこれまで を ，それを 一 出せ
たのでよかった。

・自分の出身中学 の後 がどのようなディベートをするのかも で感 ることができ，たくさ
んのことに くことができた。

○中学生が行ったディベートに参加して，またジ ッジとして参加した感想
・様々なデータがあり，またグラフまで用意している班もあっておもしろかった。ただ，ジ ッ

ジを 得させたり， きつけたりするような工夫が少なく感 た。また， を上げて語りかけ
るようにするとよりよかったと思った。

・中学生とは思えない オリティの高さに いた。たくさんの の中でも，本当に伝えたいこ
とを絞り，また 調したい数 などは っくり したり， の切れ目で間を いたりするなど，
し方の工夫もできると説得 が すと思った。

 

○今年度， の取組として行った「ディベート」について
自分自身に いたと思う （複数選択 ） アンケート回 1

解 （さま まなデータや論文などの文 を み解く） ５ 
活用 （ を ， 理，活用する）  

課題発見 （ を分析し課題を発見する） ２ 
課題解決 （課題を適切に解決する） ２ 
論理的思考 （物事を論理的に考える）  

的思考 （物事を多 的，客観的に考える） ５ 
表 （自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） 1  

全体を通しての感想
・今年度のディベート活動を通して，論理的思考 ・ 的思考 は以 より身に いたと思う。

相手の意見の や 明さ， 拠 などを見 き，客観的に考え，自分たちが である
ロジッ を作り上げる。この考え方のプロセスは社会人になっても 要になると思うのでその
を養うことができる良い取組だと思った。 年度以 もこの取組が するといいと思う。

・初めてディベートを行ったが，どのデータをどのような順 で出すか，どの数 を使うかなど
が を 得させるカ になると感 た。

１ ２  学英語  
１． 学英語 と 学英語  
「科学英語 」では，「科学英語 」で身につけた英語発表 を深化させ， に内容を理解しても

らえるような発表 を身につけられるよう，科目開発を行うことにしたが，コロナ イルスの で
業時間が られたため，発表を意 したポスター作りまでの活動となった。 
内容としては２つの を設けた。１つ目は，今後ポスターを用いながら研究内容を発表する必要があ

ることから，その の養成を目指した。２つ目は，研究発表ではグラフの説明を行う必要が多いことか
ら，グラフの説明ができる の育成を目指した。 
２．  １  ポスターを用いて英語で発表する際，より効果的な視覚 となるよう，発表を

意 したポスターと発表 を作成する。その際， に伝わりやすく， の興味を
きつけるような発表を行えるようにする。 
２ さま まなグラフの数 やその事象について，英語で説明できるようにする。

．  
1 生徒自身が関心のある内容や想像 や創 が必要となる興味深い内容を扱うことで，内容への

興味・関心が高まり，発表 は相手により伝えたいという発表の工夫を行う。相手に理解しても
らえる発表 の育成につながる。
グラフの表 を学 せた後，他の人にグラフを説明する必要がある をつくることで，グラフ
の説明に れ，今後の活用につなげることができる。

．内容・方法 指導の全体計画は以下の表のとおりである。 
１時間目 
２時間目 ２回実習（自分の担当のグラフを用いたプレゼンテーションの 備） 
３時間目 オリ ンテーション（ポスター発表に向けて活動の説明）， ３回実習（ト ッ 選 ） 
時間目 回実習（発表 成 作成） 

５時間目 ５回実習（発表 作成その１，ポスター作成その１） 
時間目 回実習（発表 作成その２，ポスター作成その２） 
． 検証 
仮説 １ について 

検証 ラス全体で興味深いト ッ を数多く げ，生徒の興味を 起した後，発表をしたい内容を生徒
に選 せ， 関心を つ でグループをつくり， 備，発表をさせるという形で行った。生徒が
興味の く内容を選んでいることから，その後の 備・発表に 心に取り組んでいた。文系理系とも，
生徒自身の想像 や創 を活かしながら進めていくことで，内容への興味・関心を高め， 体的に取
り組ませることができた。 

仮説 ２  について 
検証 生徒たちは学んだ基本表 を応用しながら，他の生徒たちに理解してもらえる説明を行ってい

た。内容を説明するのにどのようなグラフが最適かを考えながら，興味を きつける発表をつくりあげ
ていた。グラフ説明への 感や を解 し，楽しんで表 する様 が見られた。今後の活用につな
がると考えられる。 
．まとめ 

以上のことから， 科学英語 は一定の成果を上げることができたと考えられる。生徒の発想 を活
かしながら，相手に配慮したコ ニケーション を身につけさせられるよう，今後も指導していきた
い。 
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１ ２  研究    
   １  研究     
 
 

１ ２  学 
１．   ① の内容と を見極めるともに，データを活用し，正しい や 選択を行う

を身に けさせる。 
② 計的 究プロセスの流れや 計分析を行う上での理論的な を理解させ，課題研究
において 計データに基 いて科学的に分析できるデーターサイ ンス を高める。 

２．   上 の目標に沿って， 
１  客観的な 拠に基 き， していくことが必要であることを理解させる。 
２  計には な定 があることを理解させ，データのもつ意味や内容を させる。 

．  ２年生理数科（全 名） 
． 内容 

 活用テーマ 内  容 
１コマ目 の理解を深めよう  「確率分 と 計的な 」（数学 B）との関  
２コマ目 の 形性は に成り立つ

か  
会社等のサイズ 分における「 物の大きさ」

と「 物の体積」の関 について 
３コマ目 が の 計画に

を  
における人の 度をシ レーションし，適切

な施設等のレイア トを考える。 
コマ目 自分の成 を してみよう  生徒が実際に けた考査の分 を元に，自分の偏差

を求め， における を知る。 
５コマ目 選 結果を予 してみよう  アメリカ大 選 ・ 方選 等における 率や

当選確実などを 間 定の考え方で分析する。 
コマ目 計データを活用していこう  近 曲 ，回 分析， 回 分析を表計算ソフトに

よる実 を通 て理解を深める。 
． 検証 

  上 の 業後，生徒達が 計に関する知 を，課題研究で活用する が見られるようになった。 
  以下実 。まだ作成中のグループもあり，今後 えることが予想される。 
   ・サイ ンスコース の作業課題への      → 数 分 検  
   ・メディカルコース における の 要性     → よ 分  
   ・メディカルコース              → 分 ２ 分  
   ・メディカルコース 誤 性 を らす        →  
   ・メディカルコース 日本人の イ ットやりす 問題  → 分  
．まとめ 

  計学の基礎的な知 を，数学と関 けて学ぶことで， 計学の感覚が身についたようだ。 
またプレゼンテーションの際に 計的な 理がなされた 拠を せようとするなど，学んだ知 を

「活用」しようという意 を感 る。 
 
 

１ ２   
１．  

新 コロナ イルス感 拡大 の観 から リアデ イン
アーを中 したが， 年 アー 間中に行っていた「 」

を実施する。 を通 て 科学を体験することで，自 科学へ
の関心や自ら学ぶ意 を高め，生徒徒一人一人が自らの進 を考え
る際の一 とする。 

２．内容 
 日 ２年 1 日（ ） 限～ 限 

会  本  大体育  
参加生徒 ２年生（理数科・普通科理系） 名 
    生（ 大学学 問 特 教 ） 
 題 「生 科学の と課題」 

① 達 トは 上でどのような立ち にあるのか。 
 多種多様な生物に学ぶ  

② の研究を通して，再生科学を考える  
 教育と研究  

③ 今後の生 科学と次世 へのメッセージ 
 生き物に学ぶ に る  

 

 

 

．検証  事後のアンケート結果を以下に す。 
「 あてはまる」～「 あてはまらない」までの 段  

  今回の活動を通して， 当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒 々
がいかに行動に し， できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回 を する。 

・今日の を聞いて，やりたいことを明確に決め， い意 と覚 を って， く けていくこ
とが大切だと分かった。このことは，研究に関することとして われたが，もちろんそれだけでなく
人生においての教 となるものだと思う。また，自分の が通 ない，新しい に身を くこと
は，とてもいい経験となり， い となることも知った。 生は イ 語がよく せない中， イ
に り２年 ど した経験がその後の人生にとても役立っているとおっし っていた。これか

ら りの高 生活と，まだ見 大学生活と，社会人になるまで多くの学べる時間がある。この２つの
ことを意 して積極的にいろいろなことに取り組みたい。 

・ 後， 長 を て 人的に 問させていただいたところ，発生生物学は生物学だけでなく 学
にも大きな を えていることがわかった。自分も 心を育てて科学に 献できるように 張り
たい。 

 
 
 

１   
○ ・  

・ 課題研究に して取り組み，生徒の 体性と課題解決 ・ 究 を育成する。 
   ・ 研究をまとめ，発表することで，表 を育成する。 
   ・ 科学英語により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 

 
○ 理数 内容   （ 11 ージ 育成を目指す つの  ア～ に対応） 

目 内容  

課題研究  
～  

 １  研究   
アイ
オカ  

科学英語  
～  

・１，２年次での科学英語 ・ を発 させる。 
・課題研究を口 発表し，英語で 応 できるようにする。 
・英語で論文にまとめる。 

オ  

新 生
徒研究発表会

１日  

・ と 。次を追加。 
・３年理数科は，英語での研究ディスカッション ポスター発 
表を行う。 

オカ  

 
 

１ １ 研究      １  研究   
 
 

１ ２ 学英語  
１． ・  
    科学的内容を英語で理解・表 する をいっそう高めるために「科学英語 」を実施する。 
      サイ ンスコース 課題研究 の内容について英語で表 し発表する。 
      メディカルコース 分 の英文を み，グループ内でディスカッションを英語で行い，

自分の意見を英語でまとめる。 
２．内容 ○サイ ンスコースの 課題研究 に る取組 
       論文の要 を英語で作成（全グループ）。 当初の計画では グループがポスターを英 
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．  ２年生理数科（全 名） 
． 内容 

 活用テーマ 内  容 
１コマ目 の理解を深めよう  「確率分 と 計的な 」（数学 B）との関  
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よる実 を通 て理解を深める。 
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  上 の 業後，生徒達が 計に関する知 を，課題研究で活用する が見られるようになった。 
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またプレゼンテーションの際に 計的な 理がなされた 拠を せようとするなど，学んだ知 を
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る際の一 とする。 
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 題 「生 科学の と課題」 

① 達 トは 上でどのような立ち にあるのか。 
 多種多様な生物に学ぶ  

② の研究を通して，再生科学を考える  
 教育と研究  

③ 今後の生 科学と次世 へのメッセージ 
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．検証  事後のアンケート結果を以下に す。 
「 あてはまる」～「 あてはまらない」までの 段  

  今回の活動を通して， 当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒 々
がいかに行動に し， できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回 を する。 

・今日の を聞いて，やりたいことを明確に決め， い意 と覚 を って， く けていくこ
とが大切だと分かった。このことは，研究に関することとして われたが，もちろんそれだけでなく
人生においての教 となるものだと思う。また，自分の が通 ない，新しい に身を くこと
は，とてもいい経験となり， い となることも知った。 生は イ 語がよく せない中， イ
に り２年 ど した経験がその後の人生にとても役立っているとおっし っていた。これか

ら りの高 生活と，まだ見 大学生活と，社会人になるまで多くの学べる時間がある。この２つの
ことを意 して積極的にいろいろなことに取り組みたい。 

・ 後， 長 を て 人的に 問させていただいたところ，発生生物学は生物学だけでなく 学
にも大きな を えていることがわかった。自分も 心を育てて科学に 献できるように 張り
たい。 
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・ 課題研究に して取り組み，生徒の 体性と課題解決 ・ 究 を育成する。 
   ・ 研究をまとめ，発表することで，表 を育成する。 
   ・ 科学英語により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 
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・英語で論文にまとめる。 

オ  

新 生
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    科学的内容を英語で理解・表 する をいっそう高めるために「科学英語 」を実施する。 
      サイ ンスコース 課題研究 の内容について英語で表 し発表する。 
      メディカルコース 分 の英文を み，グループ内でディスカッションを英語で行い，

自分の意見を英語でまとめる。 
２．内容 ○サイ ンスコースの 課題研究 に る取組 
       論文の要 を英語で作成（全グループ）。 当初の計画では グループがポスターを英 
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語で作成し， 表グループが英語でのステージ発表を行う予定だったが，コロナ イルス
感 のため中 となった。 

○メディカルコースの取組 
       「新 出生 」に関する英文を事 に み，グループ にディスカッションを行い，

事 として「新 出生 」にどう向き合うかを英語でレポートをまとめる。 
． 英語 検証 

 これらの取組により，理数科の生徒は英語発表・英語論文への取組が進 と共に，英語 は確実に向
上した。サイ ンスコースにおけるディスカッションはできなかったが，英語での論文の要 を行うこ
とで，自らの研究や本 を見 すきっかけにもなり，英語の語 や表 がさらに身に いた。また，
メディカルコースにおける「出生 」に関するグループディスカッションも活発に行われ，レポー
トも内容や 成がよく られたものが多かった。 
 
 

１  研究  
理数科生徒には，平成 1 年度の １ から「課題研究」を行ってきている。 ２ で

は，１年次に「課題研究基礎」を行い，以 よりも早くから研究プロセスを体験させ，課題研究の充実
に めてきた。このため，全国大会や学会などでの は以 より大 に 加してきたが，全国をリ
ー する課題研究となる程度には到達していない。 指導 員からは，生徒の 体性を高めるととも
に，文献調査や課題テーマを設定する時間の確保，多角的な視 ・ 的な視 で事象を思考する な
どが必要であると されている。また， 進 視察により，課題研究の経 と を行うために
複数の中間発表機会の必要性を した。これらを まえ，さらに高いレベルの課題研究とするカリ
ラム開発が必要であると考え，理数科生徒に対して学 設定科目「 ・ ・ 」を設定（

resear h）し，その中で課題研究 ， ， を実施する。 
学 設定科目 対象 内 容 時間 

 
２  
 
課題研究  

理数科 
１年 

・生徒の に った形で，物理・化学・生物・ 学・数学に分
かれ，数名のグループをつくる。グループ とに研究テーマを設
定し，科学研究を行う。 
・文献調査やテーマ設定に 分時間をかける。必要に応 て予備
実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポ
ートにまとめ発表するという科学研究のプロセスを体験させる。 
・「課題研究」を経験している と 流する機会を設定する。 
・「 」で学んだプレゼンテーション を用いて３ に「テ 
ーマ設定発表会」 中間発表① を実施する。 

 
５ 限 

 
２  
 
課題研究  

理数科 
２年 

・１年次の「課題研究 」で った科学的 養や課題発見 等を
もとに，課題研究を実施し，課題解決 を育成する。 
・必要に応 て，大学の実験設備を使用させてもらう。 
・課題研究や研究発表会について，研究を体験した３年生が２年
生に研究の進め方，まとめ方を伝える会を行う。 
・ と 1 に中間発表②，③を実施する。 
・学会や の研究発表会に積極的に参加させ，発表させる。 

 
５ 限 

 
１  
 
課題研究  

理数科 
３年 

・課題研究をまとめ，ポスターを作成する。 
・ に長岡 科学大学を会 に，課題研究発表会を実施する。 
・ の「新 生徒研究発表会」では，英語での研究デ
ィスカッション ポスター発表を行う。 
・課題研究を日本語と英語の 方で論文にまとめる。 
・論文作成中に した新たな課題を，追加研究する。 
・日本学生科学 や科学系コンテストに出品する。 
・学会や の研究発表会に積極的に参加する。 

 
限 

 
○ 理数 研究  テーマ設定 間を長くし，中間発表を３回行う  

学  内 容 
１年生 1  課題研究  オリ ンテーション，グループ分け 

グループ とに文献調査・テーマ設定・予備実験・研究 
 テーマ設定 
 課題発見 
 テーマ決定 ３  中間発表①（１学年全員対象 内発表会） 

２年生  課題研究  研究   
課題解決 
中間発表 
（３回） 

 中間発表②（新 生徒研究発表会） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

1  中間発表③（本 会  教育センター指導 事による指導） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

 

３年生  課題研究  課題研究発表会（長岡 科学大学会 ） 発表 まとめ 
～1  論文作成（日本語と英語 方）研究  

研究深化 
論文作成 
英語論文 

 
英語による口 発表およ ポスター発表 
（新 生徒研究発表会） 

以  日本学生科学 や大学・学会の科学系コンテストに出品 

１ １ 研究
理数科１年生（ 年度 サイ ンスコース 3名，メディカルコース 3 名） 

１ １ １  
１． 内容 
文献調査やテーマ設定に 分時間をかけ，予備実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果

を検証し，レポートにまとめ，発表するという科学研究のプロセスを一通り経験し，２年次の「課題
研究 」にその取組を させていく。早めに「課題研究」を始めることにより，より多くの時間を
かけて研究に取り組み，より研究が深化することを目指す。 

 に応 て物理・化学・生物・ 学・数学の分 に分かれ，数人のグループ とにテーマを設
定して研究に取り組 「課題研究」を実施 
 「 」で学んだプレゼンテーション を用いて３ に「テーマ設定発表会」 中間発表①
を実施。 

２．  
 課題研究 オリ ンテーション（ 9） 

課題研究の意 ，今後の進め方，研究テーマの決め方について説明を ける。次いで，自分が
する分  

 課題研究のテーマ設定（1 13  1  11 1 ） 
各分 内でグループの決定とテーマ設定を行う。各自が「興味のあること」「やってみたいこ

と」等を し合い，また たちの論文を参考にし，興味・関心の近い生徒で 人程度のグルー
プをつくる。グループ決定後，指導教員を決め その指導の下  

 課題研究の開始と中間発表（1 1  １ 19  ２ 16  ３ 16） 
テーマが決まったグループから予備実験を行い，自分たちのテーマの実 の 性や進め方の

方向性を確 しつつ，本 的な課題研究へと 行していく。３ 16 日の中間発表①は研究テー
マの 要や今後の進め方，研究の初動の様 を発表することが中心となる。１グループ 分の発
表を行い。それを けて と教員から指導 を ける。この中間発表①までにテーマが ま
り ２年次の「課題研究 」での本 的な研究へと いていく。

 課題研究に関する全体指導 
課題研究 の各回（ ５， 限 11 分）のうち 1 ～ 分程度の時間を全体指導にあて，課

題研究の進め方や 意すべき を全体で共有しながら研究に生かしていく。全体指導は理科教員
が分担し をつとめる。 

        
     

  ３年２ 時 での研究グループの 要 
  数学 １グループ 物理 ３グループ 化学 ３グループ 生物 ３グループ 学 １グループ 

１ １ ２  
１．   生活の中で感 ていた 学や ・保 に関する 問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする 程の中で， 的な視 や問題解決の を った，自発
的，創 的な人 を育てる。 

２． 内容 
○ デオ視
「 を う スゴ ター ・角 ・ ン・ 道 ン」（ を視 しレポート
にまとめた。

○課題研究のテーマ検討
１班 ３名の 1 班に分け，２年次の課題研究において文献調査やアンケート調査などを用いて
本 的に研究を開始するために，テーマ設定やグループ編成を行い今後どのように研究を進めて
行くべきか検討した。 年よりも 業時間が少なかったため，計画のみで わり，調査・研究開
始は次年度 りとなった。
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3 

 

 

語で作成し， 表グループが英語でのステージ発表を行う予定だったが，コロナ イルス
感 のため中 となった。 

○メディカルコースの取組 
       「新 出生 」に関する英文を事 に み，グループ にディスカッションを行い，

事 として「新 出生 」にどう向き合うかを英語でレポートをまとめる。 
． 英語 検証 

 これらの取組により，理数科の生徒は英語発表・英語論文への取組が進 と共に，英語 は確実に向
上した。サイ ンスコースにおけるディスカッションはできなかったが，英語での論文の要 を行うこ
とで，自らの研究や本 を見 すきっかけにもなり，英語の語 や表 がさらに身に いた。また，
メディカルコースにおける「出生 」に関するグループディスカッションも活発に行われ，レポー
トも内容や 成がよく られたものが多かった。 
 
 

１  研究  
理数科生徒には，平成 1 年度の １ から「課題研究」を行ってきている。 ２ で

は，１年次に「課題研究基礎」を行い，以 よりも早くから研究プロセスを体験させ，課題研究の充実
に めてきた。このため，全国大会や学会などでの は以 より大 に 加してきたが，全国をリ
ー する課題研究となる程度には到達していない。 指導 員からは，生徒の 体性を高めるととも
に，文献調査や課題テーマを設定する時間の確保，多角的な視 ・ 的な視 で事象を思考する な
どが必要であると されている。また， 進 視察により，課題研究の経 と を行うために
複数の中間発表機会の必要性を した。これらを まえ，さらに高いレベルの課題研究とするカリ
ラム開発が必要であると考え，理数科生徒に対して学 設定科目「 ・ ・ 」を設定（

resear h）し，その中で課題研究 ， ， を実施する。 
学 設定科目 対象 内 容 時間 

 
２  
 
課題研究  

理数科 
１年 

・生徒の に った形で，物理・化学・生物・ 学・数学に分
かれ，数名のグループをつくる。グループ とに研究テーマを設
定し，科学研究を行う。 
・文献調査やテーマ設定に 分時間をかける。必要に応 て予備
実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポ
ートにまとめ発表するという科学研究のプロセスを体験させる。 
・「課題研究」を経験している と 流する機会を設定する。 
・「 」で学んだプレゼンテーション を用いて３ に「テ 
ーマ設定発表会」 中間発表① を実施する。 

 
５ 限 

 
２  
 
課題研究  

理数科 
２年 

・１年次の「課題研究 」で った科学的 養や課題発見 等を
もとに，課題研究を実施し，課題解決 を育成する。 
・必要に応 て，大学の実験設備を使用させてもらう。 
・課題研究や研究発表会について，研究を体験した３年生が２年
生に研究の進め方，まとめ方を伝える会を行う。 
・ と 1 に中間発表②，③を実施する。 
・学会や の研究発表会に積極的に参加させ，発表させる。 

 
５ 限 

 
１  
 
課題研究  

理数科 
３年 

・課題研究をまとめ，ポスターを作成する。 
・ に長岡 科学大学を会 に，課題研究発表会を実施する。 
・ の「新 生徒研究発表会」では，英語での研究デ
ィスカッション ポスター発表を行う。 
・課題研究を日本語と英語の 方で論文にまとめる。 
・論文作成中に した新たな課題を，追加研究する。 
・日本学生科学 や科学系コンテストに出品する。 
・学会や の研究発表会に積極的に参加する。 

 
限 

 
○ 理数 研究  テーマ設定 間を長くし，中間発表を３回行う  

学  内 容 
１年生 1  課題研究  オリ ンテーション，グループ分け 

グループ とに文献調査・テーマ設定・予備実験・研究 
 テーマ設定 
 課題発見 
 テーマ決定 ３  中間発表①（１学年全員対象 内発表会） 

２年生  課題研究  研究   
課題解決 
中間発表 
（３回） 

 中間発表②（新 生徒研究発表会） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

1  中間発表③（本 会  教育センター指導 事による指導） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

 

３年生  課題研究  課題研究発表会（長岡 科学大学会 ） 発表 まとめ 
～1  論文作成（日本語と英語 方）研究  

研究深化 
論文作成 
英語論文 

 
英語による口 発表およ ポスター発表 
（新 生徒研究発表会） 

以  日本学生科学 や大学・学会の科学系コンテストに出品 

１ １ 研究
理数科１年生（ 年度 サイ ンスコース 3名，メディカルコース 3 名） 

１ １ １  
１． 内容 

文献調査やテーマ設定に 分時間をかけ，予備実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果
を検証し，レポートにまとめ，発表するという科学研究のプロセスを一通り経験し，２年次の「課題
研究 」にその取組を させていく。早めに「課題研究」を始めることにより，より多くの時間を
かけて研究に取り組み，より研究が深化することを目指す。 

 に応 て物理・化学・生物・ 学・数学の分 に分かれ，数人のグループ とにテーマを設
定して研究に取り組 「課題研究」を実施 
 「 」で学んだプレゼンテーション を用いて３ に「テーマ設定発表会」 中間発表①
を実施。 

２．  
 課題研究 オリ ンテーション（ 9） 

課題研究の意 ，今後の進め方，研究テーマの決め方について説明を ける。次いで，自分が
する分  

 課題研究のテーマ設定（1 13  1  11 1 ） 
各分 内でグループの決定とテーマ設定を行う。各自が「興味のあること」「やってみたいこ

と」等を し合い，また たちの論文を参考にし，興味・関心の近い生徒で 人程度のグルー
プをつくる。グループ決定後，指導教員を決め その指導の下  

 課題研究の開始と中間発表（1 1  １ 19  ２ 16  ３ 16） 
テーマが決まったグループから予備実験を行い，自分たちのテーマの実 の 性や進め方の

方向性を確 しつつ，本 的な課題研究へと 行していく。３ 16 日の中間発表①は研究テー
マの 要や今後の進め方，研究の初動の様 を発表することが中心となる。１グループ 分の発
表を行い。それを けて と教員から指導 を ける。この中間発表①までにテーマが ま
り ２年次の「課題研究 」での本 的な研究へと いていく。

 課題研究に関する全体指導 
課題研究 の各回（ ５， 限 11 分）のうち 1 ～ 分程度の時間を全体指導にあて，課

題研究の進め方や 意すべき を全体で共有しながら研究に生かしていく。全体指導は理科教員
が分担し をつとめる。 

        
     

  ３年２ 時 での研究グループの 要 
  数学 １グループ 物理 ３グループ 化学 ３グループ 生物 ３グループ 学 １グループ 

１ １ ２  
１．   生活の中で感 ていた 学や ・保 に関する 問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする 程の中で， 的な視 や問題解決の を った，自発
的，創 的な人 を育てる。 

２． 内容 
○ デオ視
「 を う スゴ ター ・角 ・ ン・ 道 ン」（ を視 しレポート
にまとめた。

○課題研究のテーマ検討
１班 ３名の 1 班に分け，２年次の課題研究において文献調査やアンケート調査などを用いて
本 的に研究を開始するために，テーマ設定やグループ編成を行い今後どのように研究を進めて
行くべきか検討した。 年よりも 業時間が少なかったため，計画のみで わり，調査・研究開
始は次年度 りとなった。
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  ○ １（にいがた 出 ） 
   では，新 計グラフコン ール， 計の ，データと と 計の違い，新 の

計データなどが された。また，グループワー では新 の生活・ ・ のデータの
み取り新 の を分析し，考察した。 

  ２（新 センター出張 ） 
   では，献 の ， の成分， 用 ，献 の や今後の問題 などが さ

れた。特に 事 による目 での であった。献 によって を われた人の デオ
ソー が 象的であった。 

．   「 について」 「 について」     
「 の 的 について」  「 知 について」   「 について」など 

．まとめ  デオ視 や 会では，研究に必要な基本的な知 を した。課題研究のテーマ検
討では，グループの中で しながら，自分たちが興味・関心をもつテーマについて検討した。そ
れらの活動の中で， 的な視 から意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりする
ことができた。テーマは 定的に決定したが，研究を進めていく上で，変更が生 る 合がある。 

 
 

１ ２ 研究  
理数科２年生（サイ ンスコース 名，メディカルコース 3 名） 

 
１ ２ １  

１．    課題研究 で経験した科学研究のプロセスをさらに深める。１年次の後 に設定した研
究テーマを 研究していく中で， 体性と課題解決 ・ 究 をつける。 

２． 内容 
 ○１年次にテーマ設定，グループ編成，担当教員決定を行い，本 的に研究をスタートした。 
○「理数科サイ ンスコース課題研究発表会」 （ 1 日） 

３年生の発表や 応 に参加し，これから行う研究のテーマや進め方のアイデアを発見した。 
発表会の事 備，当日の 全般を担当した。 

○中間発表会①   
年，新 生徒研究発表会 in E higo G O （アオーレ長岡）において，ポスター発

表を行っていたが，今年度は新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○３年生からの課題研究体験   →新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○中間発表会②  （1 1 日） 

内で実施した。進 の と 応 を行い，自分達の研究を見つめ す 機にした。 
立教育センターの指導 事（高 理科・数学担当）を き，各研究内容について指導・ を
けた。 

○「新 高 課題研究発表会」 →新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○発表会等への参加  →新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○３ をめどに研究をまとめる。 
．  「 関 」参  

 
以下に，各分 の取組の を す。目的は共通である。 

 ・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的 養等をもとに， 体性，課題解決 を育成する。 
・発表を行うことで，研究結果と課題を し，研究を深化する。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究 」でテーマを設定したので，実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実験道
具も各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，創意工夫を凝らして自ら
作成した。 中経 を確 し，他のグループの意見なども参考にするために，1 に「 中間発
表会」を行い，教育センター指導 事の 生からも な をいただいた。 
２．まとめ １年次でテーマ設定をし，２年次は実験の具体的設定を検討することから始まった。実験
においてどのような条件を設定して，何を条件変化させていくかを各グループの中で しく検討をして
いた。条件設定の変化がどのような を結果にもたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，予
想とはかなり なる結果になることもあり，実験自体が成り立っているか再検討を必要とする もあ
った。実験の方法や結果の解 において，指導教員がどこまでア バイスをすべきかは しいところで
あるが，生徒の様 を見ながら適 し合いをするようにした。実験データが何を しているのか生徒

で 々 し合い考察することにより， 象を深く理解し，新たな発見や きなどを得ることがで
きた。一 間に２時間の研究時間だが， しい実験を数多く行うにはやはり時間が りないようにも感
る。 課後や長 みなどの時間を使い，何とか研究を進めることができている。 
今後は，次年度の「 」において研究成果のまとめ，発表，論文作成があるので，積極的に実

験・考察を進められるように指導していきたい。 

6 

 

 

○ 学分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究 」では，1 にグループ分け，文献調査・テーマ設定，予備実験を行い，３

に中間発表を行った。この「課題研究 」は，１年次のテーマの 研究となる。今年度の１学 は他
のプログラム実施のため，１ 間に１時間の時間設定であったが，この時間以 でも の時間や 課後
の時間を利用して研究を し，自分たちの研究をより深めることができた。 からは１ 間に２時
間の時間設定となり，研究も本 化してきた。今年度の成果を 1 の 中間発表会で発表した。
の指導 事の方々の指導 を けて，次への が開けた班もあった。今後は 年度の の最

発表会に向けて，さらに研究を けていく。 
２．まとめ ２年次から化学基礎を するので，化学の基礎的な知 が少ない からのスタート 
となる。 的な 定はできても，その数 理などの完全な理解は，本 的に実験が始まった 以 
となった。その間，担当教 は，実験時の 全 理・実験 具の使い方など基礎的なところを  

的に指導した。「実験結果の数 化」に を れた指導を心がけることにより，生徒の実験への理解 
が深まるにつれ，よりよい研究に対する興味関心がさらに いてきているようであった。1 の中間 
発表会における きと指導 事による指導は，今後の研究の指 になったようである。一層，それ 
ぞれの班で 的，積極的に研究に取り組んで しい。 
 
○ 物分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究 」では，1 にグループ分け・文献調査・テーマ設定・予備実験を行い，３

に中間発表を行った。この「課題研究 」は，１年次のテーマの 研究となる。１学 は， １時間
の 業時間が設定されている。この時間内で実験データのまとめ，考察，次回の実験計画を立てる。基
本的には， 業以 の ・ み・ 課後の時間 を利用して実験を進める。本 であれ ， にあ
る新 生徒研究発表会でのポスターセッションに目標を定めるのであるが，今年度はコロナ
イルス感 拡大の で中 となった。しかし，３年生の課題研究発表会の に わることで，発表
マナー・明確な け え，コ ニケーションの取り方など 研究発表のプレゼン を少なからず学ぶ
ことができた。２学 は， ２時間の 業が設定されている。 時間，各グループで研究の目的・
仮説を確 しつつ， を し合いながら進めた。その 程では，実験がうまくいかなかったり，仮
説通りの結果にならず行き ったり，さま まな にぶつかりながら，生徒自ら創 し し り
えた。1 の中間発表会では，新たに Po erPoint や発表 を作成し，事 リ ーサルを行いより正
式な発表に近い形で行った。 立教育センター指導 事から をいただき，研究の発 につながった。 
２．まとめ あくまでも科学研究であり，そのプロセスが 要である。仮説を立て，それを検証できる 
実験を考え実施する。得られた結果の 計 理とそれに対する考察。プロセスの全てに科学的 拠が必 
要とされる。生徒には， にこの 科学的 拠 を意 するように指導している。しかしながら，生物 
を研究対象に扱うため，自分たちの考えた仮説と実験結果が なる 合も多い。そこで めることなく， 

する課題に立ち向かうことで，自分たちの研究に対する関心と意 が一層 いてきているように思 
う。今後は，  
 
○ 学分野 
１．研究内容および方法 
 今年度の研究テーマは，近年発生する 中 を題 に， 道で にすることが多くなった「バッ

ーター 象」を研究テーマとして設定した。実際に長岡 内でも起こった で， に関 した
テーマである。これらの研究にあたって の研究事 を したもののなかなか見つからず，様々な条
件を変えて発生のメカニズムを き めていくための の作 に 年 ど やした。その後に実
験を始めてみたが，機 の 調で教 内に が発生したりと，生徒は苦労しながら研究を進めていた。 
 研究発表は２回予定されていたが， の「新 生徒研究発表会」でのポスターセッション
はコロナ イルス感 のため中 となり，1 の「 中間発表会」のみとなった。生徒だけで
なく教育センター指導 事の 生からも 要な をいただいた。 
２．まとめ 学の研究テーマは自 を対象にすることが多いが，実際に起こる 象は多要 が複 に
み，思ったような結果になることが少なく，生徒自らが設定した仮説通りにいかないケースが多かっ

た。これに教員 から解決の 口を したりすることはせずに，なるべく生徒の研究を見 った。ただ
し，発表の際にプレゼンテーションの体 を えるための指導 は行った。今後は，次年度の「課題
研究 」で成果のまとめ，発表，論文作成が予定されており， き き指導を行っていく。 
 
○数学分野 
１．研究内容および方法 
課題研究 数学に取り組んだ生徒は１グループ 名。１年生課題研究 から

の 研究である。課題研究 においては，１年次のテーマも研究しつつ，新
たなテーマを しながら日々研究を進めていた。最 的に，「２ が特 な性

を つ自 数の組」を考察することとなった。方法は１年次 様，教 の
を使って議論すること，インターネット等を利用し文献を調査することであ

る。２年生になって複 数・数列・図形の方程式， 限 数など数学の知 が
がったことで，テーマの問題を様々な角度から考察・議論を積み 研究を

深めていった。研究発表の機会として，1 に行われた 中間発表会が
あった。時間をかけて考察したことを， 分の発表時間に めることに苦労し

25



 

 

 

  ○ １（にいがた 出 ） 
   では，新 計グラフコン ール， 計の ，データと と 計の違い，新 の

計データなどが された。また，グループワー では新 の生活・ ・ のデータの
み取り新 の を分析し，考察した。 

  ２（新 センター出張 ） 
   では，献 の ， の成分， 用 ，献 の や今後の問題 などが さ

れた。特に 事 による目 での であった。献 によって を われた人の デオ
ソー が 象的であった。 

．   「 について」 「 について」     
「 の 的 について」  「 知 について」   「 について」など 

．まとめ  デオ視 や 会では，研究に必要な基本的な知 を した。課題研究のテーマ検
討では，グループの中で しながら，自分たちが興味・関心をもつテーマについて検討した。そ
れらの活動の中で， 的な視 から意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりする
ことができた。テーマは 定的に決定したが，研究を進めていく上で，変更が生 る 合がある。 

 
 

１ ２ 研究  
理数科２年生（サイ ンスコース 名，メディカルコース 3 名） 

 
１ ２ １  

１．    課題研究 で経験した科学研究のプロセスをさらに深める。１年次の後 に設定した研
究テーマを 研究していく中で， 体性と課題解決 ・ 究 をつける。 

２． 内容 
 ○１年次にテーマ設定，グループ編成，担当教員決定を行い，本 的に研究をスタートした。 
○「理数科サイ ンスコース課題研究発表会」 （ 1 日） 

３年生の発表や 応 に参加し，これから行う研究のテーマや進め方のアイデアを発見した。 
発表会の事 備，当日の 全般を担当した。 

○中間発表会①   
年，新 生徒研究発表会 in E higo G O （アオーレ長岡）において，ポスター発

表を行っていたが，今年度は新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○３年生からの課題研究体験   →新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○中間発表会②  （1 1 日） 

内で実施した。進 の と 応 を行い，自分達の研究を見つめ す 機にした。 
立教育センターの指導 事（高 理科・数学担当）を き，各研究内容について指導・ を
けた。 

○「新 高 課題研究発表会」 →新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○発表会等への参加  →新 コロナ イルス感 拡大 のため中  
○３ をめどに研究をまとめる。 
．  「 関 」参  

 
以下に，各分 の取組の を す。目的は共通である。 
 ・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的 養等をもとに， 体性，課題解決 を育成する。 

・発表を行うことで，研究結果と課題を し，研究を深化する。 
 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究 」でテーマを設定したので，実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実験道
具も各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，創意工夫を凝らして自ら
作成した。 中経 を確 し，他のグループの意見なども参考にするために，1 に「 中間発
表会」を行い，教育センター指導 事の 生からも な をいただいた。 
２．まとめ １年次でテーマ設定をし，２年次は実験の具体的設定を検討することから始まった。実験
においてどのような条件を設定して，何を条件変化させていくかを各グループの中で しく検討をして
いた。条件設定の変化がどのような を結果にもたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，予
想とはかなり なる結果になることもあり，実験自体が成り立っているか再検討を必要とする もあ
った。実験の方法や結果の解 において，指導教員がどこまでア バイスをすべきかは しいところで
あるが，生徒の様 を見ながら適 し合いをするようにした。実験データが何を しているのか生徒

で 々 し合い考察することにより， 象を深く理解し，新たな発見や きなどを得ることがで
きた。一 間に２時間の研究時間だが， しい実験を数多く行うにはやはり時間が りないようにも感
る。 課後や長 みなどの時間を使い，何とか研究を進めることができている。 
今後は，次年度の「 」において研究成果のまとめ，発表，論文作成があるので，積極的に実

験・考察を進められるように指導していきたい。 
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○ 学分野 
１．研究内容および方法 

１年次の「課題研究 」では，1 にグループ分け，文献調査・テーマ設定，予備実験を行い，３
に中間発表を行った。この「課題研究 」は，１年次のテーマの 研究となる。今年度の１学 は他
のプログラム実施のため，１ 間に１時間の時間設定であったが，この時間以 でも の時間や 課後
の時間を利用して研究を し，自分たちの研究をより深めることができた。 からは１ 間に２時
間の時間設定となり，研究も本 化してきた。今年度の成果を 1 の 中間発表会で発表した。

の指導 事の方々の指導 を けて，次への が開けた班もあった。今後は 年度の の最
発表会に向けて，さらに研究を けていく。 
２．まとめ ２年次から化学基礎を するので，化学の基礎的な知 が少ない からのスタート 
となる。 的な 定はできても，その数 理などの完全な理解は，本 的に実験が始まった 以 

となった。その間，担当教 は，実験時の 全 理・実験 具の使い方など基礎的なところを  
的に指導した。「実験結果の数 化」に を れた指導を心がけることにより，生徒の実験への理解 
が深まるにつれ，よりよい研究に対する興味関心がさらに いてきているようであった。1 の中間 
発表会における きと指導 事による指導は，今後の研究の指 になったようである。一層，それ 
ぞれの班で 的，積極的に研究に取り組んで しい。 
 
○ 物分野 
１．研究内容および方法 

１年次の「課題研究 」では，1 にグループ分け・文献調査・テーマ設定・予備実験を行い，３
に中間発表を行った。この「課題研究 」は，１年次のテーマの 研究となる。１学 は， １時間
の 業時間が設定されている。この時間内で実験データのまとめ，考察，次回の実験計画を立てる。基
本的には， 業以 の ・ み・ 課後の時間 を利用して実験を進める。本 であれ ， にあ
る新 生徒研究発表会でのポスターセッションに目標を定めるのであるが，今年度はコロナ
イルス感 拡大の で中 となった。しかし，３年生の課題研究発表会の に わることで，発表
マナー・明確な け え，コ ニケーションの取り方など 研究発表のプレゼン を少なからず学ぶ
ことができた。２学 は， ２時間の 業が設定されている。 時間，各グループで研究の目的・
仮説を確 しつつ， を し合いながら進めた。その 程では，実験がうまくいかなかったり，仮
説通りの結果にならず行き ったり，さま まな にぶつかりながら，生徒自ら創 し し り
えた。1 の中間発表会では，新たに Po erPoint や発表 を作成し，事 リ ーサルを行いより正
式な発表に近い形で行った。 立教育センター指導 事から をいただき，研究の発 につながった。 
２．まとめ あくまでも科学研究であり，そのプロセスが 要である。仮説を立て，それを検証できる 
実験を考え実施する。得られた結果の 計 理とそれに対する考察。プロセスの全てに科学的 拠が必 
要とされる。生徒には， にこの 科学的 拠 を意 するように指導している。しかしながら，生物 
を研究対象に扱うため，自分たちの考えた仮説と実験結果が なる 合も多い。そこで めることなく， 

する課題に立ち向かうことで，自分たちの研究に対する関心と意 が一層 いてきているように思 
う。今後は，  
 
○ 学分野 
１．研究内容および方法 
 今年度の研究テーマは，近年発生する 中 を題 に， 道で にすることが多くなった「バッ

ーター 象」を研究テーマとして設定した。実際に長岡 内でも起こった で， に関 した
テーマである。これらの研究にあたって の研究事 を したもののなかなか見つからず，様々な条
件を変えて発生のメカニズムを き めていくための の作 に 年 ど やした。その後に実
験を始めてみたが，機 の 調で教 内に が発生したりと，生徒は苦労しながら研究を進めていた。 
 研究発表は２回予定されていたが， の「新 生徒研究発表会」でのポスターセッション
はコロナ イルス感 のため中 となり，1 の「 中間発表会」のみとなった。生徒だけで
なく教育センター指導 事の 生からも 要な をいただいた。 
２．まとめ 学の研究テーマは自 を対象にすることが多いが，実際に起こる 象は多要 が複 に

み，思ったような結果になることが少なく，生徒自らが設定した仮説通りにいかないケースが多かっ
た。これに教員 から解決の 口を したりすることはせずに，なるべく生徒の研究を見 った。ただ
し，発表の際にプレゼンテーションの体 を えるための指導 は行った。今後は，次年度の「課題
研究 」で成果のまとめ，発表，論文作成が予定されており， き き指導を行っていく。 
 
○数学分野 
１．研究内容および方法 

課題研究 数学に取り組んだ生徒は１グループ 名。１年生課題研究 から
の 研究である。課題研究 においては，１年次のテーマも研究しつつ，新
たなテーマを しながら日々研究を進めていた。最 的に，「２ が特 な性

を つ自 数の組」を考察することとなった。方法は１年次 様，教 の
を使って議論すること，インターネット等を利用し文献を調査することであ

る。２年生になって複 数・数列・図形の方程式， 限 数など数学の知 が
がったことで，テーマの問題を様々な角度から考察・議論を積み 研究を

深めていった。研究発表の機会として，1 に行われた 中間発表会が
あった。時間をかけて考察したことを， 分の発表時間に めることに苦労し
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ていたが，その なく発表内容が理解されない 分があったことは今後
の課題ではあるが，テーマに対して使える数学の知 を 動員して，問題
の本 ・ 心に る研究発表にはよい をいただき，生徒の自 になっ
たようだ。今後は，更に応用ができないかを積極的に調べている。 
２．まとめ 生徒は 業などから ントを得て 回新しい問題を議論して
いた。課題を り く考察し 口を見つけて解決する，解法をよりシンプ
ルな方法に工夫 良する，解決した問題を発 させ考察するなど，数学を
積極的に活用し発見する が 的に大きく育てられたと感 た。３年次
の最 的に発表に向けて研究を良い形でまとめて，課題研究で取り組んだ
ことが大きな自 に がるように き き指導していきたい。 
 
 
１ ２ ２  

１．   生活の中で感 ていた 学や ・保 に関する 問から自分たちでテーマを設定し，論
理的に結論を導き出そうとする 程の中で， 的な視 や問題解決の を った，自発
的，創 的な人 を育てる。 

２． 内容 
  ○１年次にテーマ設定，グループ編成を行い，文献調査やアンケート調査などを用いて，本 的に

研究を開始した。  
  ○ 会 
    3 日（ ）長岡  生「 感 について」 
   1 16 日（ ）長岡  生  
   11 日（ ）立 合   生「人工 と人工 について」 
    ２  日（ ）     英 生「 の  養と 動の 要性」 
  ○ 基 見学（1 3 日（ ）） 
    長高 生の ， 応 ， 内見学 
  ○テーマ検討会（２ 1 日（ ）） 
    各グループで自分たちのテーマについて中間発表をし，その後全員で今後どのように研究を進

めて行くべきか討議する予定。 
  ○ 学 向け進 会（２ 日（ ）） 
        
．  「 関 」参  

 
   グループの中で しながら，自分たちが設定したテーマについて研究し，テーマ検討会におい

ては，別のグループのテーマについても積極的に討論することができた。それらの活動の中で，
的な視 から意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりすることができていた。 

 
 

１  研究  
理数科３年生（サイ ンスコース 6名，メディカルコース 名） 

 
１ １  

１．   科学 数学に関する課題を設定し，その課題の解決を図る学習を通して， 的な知
 

２．   １年次から してきた課題研究のまとめとして，各班， の会 で２回以上の
発表を行うことで，研究内容の深化をはかる。これは，より高いレベルの研究を行う
ことを目指したものである。また，研究の内容をポスターや論文にまとめたりする取
組では，要 を英文化することで，研究成果を く公表するための意 を向上させる。 

． 内容   新 コロナ イルスの により （ 1 日から５ 31 日）となったため
の取り組みも大きな を けた。 年実施していた「新 生徒研究発

表会 in E higo G O 」（ 下 ）は中 となった。 
○ 理数科サイ ンスコース課題研究発表会（ 1 日） 

  年は 中 に実施。５ 中 の実施予定も となり， 1 日の実施になんとかこ つけた。 
全グループが口 発表を行い，ポスター発表は学 での 発表にとどめた。 
会 は テルニ ーオータニ長岡 ール（感 に配慮して実施した） 

 ○ 全国研究発表会（ 11 日一次 査） 
  国際 の 開 は中 。書類 査の後オンライン 応 。 

表の１グループが参加したが，一次 査の通 はならなかった。 
 ○ 国際会議へのオンライン参加。「The th Asia Pacific Conference of Young Scientists  
   YouTube 15

 

 

 

 
全国研究発表会 表グループが参加し，物理分 で ２  

○ 論文を作成し，ア ストラ トの英文化を行う。 
○ 数学以 のテーマは日本学生科学 に応 し，以下を した。 １件， ２件 
○ 数学をテーマとした班は の「高 生科学 チ レンジ」に応 。 
  年参加していた「マスフ スタ」は 開 が中 された。 
○ 論文 を作成する。 
．  「 関 」参  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    研究        よ  
 
 

１ ２  
１．   系に関するテーマとした「 計グラフポスター」を作成して，新 計グラフコン

ールに応 する。ただし，テーマは， 問題だけではなく， 問題， 問題， 問
題など生活全般から考える。 

２．  
・ ない 日本の （５ ）  ・ ない の献 （５ ） ・ とつまみで変えよう（５ ） 

 ・ ルーライトから目を ろう （５ ） ・人生の決め手は （パソコン 計グラフの ） 
 ５ は，高等学 以上の生徒，学生 一般対象， 

。 
． 内  

6 回 計グラフ全国コン ールが中 となったため， として実施。教 員11名が計 目，
２年理数科メディカルコースの生徒 名が計 目を各 目３ で 査。 

   ・最 「人生の決め手は 」班（教 員が 査） 
   ・特 別 「 とつまみで変えよう」班（生徒が 査） 
．   ２年度新 計グラフコン ール 

      今年度は 6 回 計グラフ全国コン ールが中 となったため， は設けていない。 
  新 計グラフコン ール ーム ージ 作品  
   ・ ５ （作品 1 中５ が ）    

「 ない 日本の 」，「 ない の献 」，「 とつまみで変えよう」， 
「 ルーライトから目を ろう 」 

   ・パソコン 計グラフの （作品 13 中 が ） 「人生の決め手は 」  
．まとめ 
各グループともそれぞれのテーマに沿った 計 を め，分析し，グラフ化し，ストーリー性を

たせた作品を 成していくことができていた。テーマに対しての問題の 要性を客観的に え，その中
に れている問題の実 を様々なグラフを活用して考察し，問題解決の 性を考察できていら。この
ことから，一人一人が 系に深く関心を ち， 分 においては， 計を正しく理解し，活用して
いくことが 要であるというきっかけ くりとなった。 
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ていたが，その なく発表内容が理解されない 分があったことは今後
の課題ではあるが，テーマに対して使える数学の知 を 動員して，問題
の本 ・ 心に る研究発表にはよい をいただき，生徒の自 になっ
たようだ。今後は，更に応用ができないかを積極的に調べている。 
２．まとめ 生徒は 業などから ントを得て 回新しい問題を議論して
いた。課題を り く考察し 口を見つけて解決する，解法をよりシンプ
ルな方法に工夫 良する，解決した問題を発 させ考察するなど，数学を
積極的に活用し発見する が 的に大きく育てられたと感 た。３年次
の最 的に発表に向けて研究を良い形でまとめて，課題研究で取り組んだ
ことが大きな自 に がるように き き指導していきたい。 
 
 

１ ２ ２  
１．   生活の中で感 ていた 学や ・保 に関する 問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする 程の中で， 的な視 や問題解決の を った，自発
的，創 的な人 を育てる。 

２． 内容 
  ○１年次にテーマ設定，グループ編成を行い，文献調査やアンケート調査などを用いて，本 的に

研究を開始した。  
  ○ 会 
    3 日（ ）長岡  生「 感 について」 
   1 16 日（ ）長岡  生  
   11 日（ ）立 合   生「人工 と人工 について」 
    ２  日（ ）     英 生「 の  養と 動の 要性」 
  ○ 基 見学（1 3 日（ ）） 
    長高 生の ， 応 ， 内見学 
  ○テーマ検討会（２ 1 日（ ）） 
    各グループで自分たちのテーマについて中間発表をし，その後全員で今後どのように研究を進

めて行くべきか討議する予定。 
  ○ 学 向け進 会（２ 日（ ）） 
        
．  「 関 」参  

 
   グループの中で しながら，自分たちが設定したテーマについて研究し，テーマ検討会におい

ては，別のグループのテーマについても積極的に討論することができた。それらの活動の中で，
的な視 から意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりすることができていた。 

 
 

１  研究  
理数科３年生（サイ ンスコース 6名，メディカルコース 名） 

 
１ １  

１．   科学 数学に関する課題を設定し，その課題の解決を図る学習を通して， 的な知
 

２．   １年次から してきた課題研究のまとめとして，各班， の会 で２回以上の
発表を行うことで，研究内容の深化をはかる。これは，より高いレベルの研究を行う
ことを目指したものである。また，研究の内容をポスターや論文にまとめたりする取
組では，要 を英文化することで，研究成果を く公表するための意 を向上させる。 

． 内容   新 コロナ イルスの により （ 1 日から５ 31 日）となったため
の取り組みも大きな を けた。 年実施していた「新 生徒研究発

表会 in E higo G O 」（ 下 ）は中 となった。 
○ 理数科サイ ンスコース課題研究発表会（ 1 日） 

  年は 中 に実施。５ 中 の実施予定も となり， 1 日の実施になんとかこ つけた。 
全グループが口 発表を行い，ポスター発表は学 での 発表にとどめた。 
会 は テルニ ーオータニ長岡 ール（感 に配慮して実施した） 

 ○ 全国研究発表会（ 11 日一次 査） 
  国際 の 開 は中 。書類 査の後オンライン 応 。 

表の１グループが参加したが，一次 査の通 はならなかった。 
 ○ 国際会議へのオンライン参加。「The th Asia Pacific Conference of Young Scientists  
   YouTube 15

 

 

 

 
全国研究発表会 表グループが参加し，物理分 で ２  

○ 論文を作成し，ア ストラ トの英文化を行う。 
○ 数学以 のテーマは日本学生科学 に応 し，以下を した。 １件， ２件 
○ 数学をテーマとした班は の「高 生科学 チ レンジ」に応 。 
  年参加していた「マスフ スタ」は 開 が中 された。 
○ 論文 を作成する。 
．  「 関 」参  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    研究        よ  
 
 

１ ２  
１．   系に関するテーマとした「 計グラフポスター」を作成して，新 計グラフコン

ールに応 する。ただし，テーマは， 問題だけではなく， 問題， 問題， 問
題など生活全般から考える。 

２．  
・ ない 日本の （５ ）  ・ ない の献 （５ ） ・ とつまみで変えよう（５ ） 

 ・ ルーライトから目を ろう （５ ） ・人生の決め手は （パソコン 計グラフの ） 
 ５ は，高等学 以上の生徒，学生 一般対象， 

。 
． 内  

6 回 計グラフ全国コン ールが中 となったため， として実施。教 員11名が計 目，
２年理数科メディカルコースの生徒 名が計 目を各 目３ で 査。 

   ・最 「人生の決め手は 」班（教 員が 査） 
   ・特 別 「 とつまみで変えよう」班（生徒が 査） 

．   ２年度新 計グラフコン ール 
      今年度は 6 回 計グラフ全国コン ールが中 となったため， は設けていない。 
  新 計グラフコン ール ーム ージ 作品  
   ・ ５ （作品 1 中５ が ）    

「 ない 日本の 」，「 ない の献 」，「 とつまみで変えよう」， 
「 ルーライトから目を ろう 」 

   ・パソコン 計グラフの （作品 13 中 が ） 「人生の決め手は 」  
．まとめ 
各グループともそれぞれのテーマに沿った 計 を め，分析し，グラフ化し，ストーリー性を

たせた作品を 成していくことができていた。テーマに対しての問題の 要性を客観的に え，その中
に れている問題の実 を様々なグラフを活用して考察し，問題解決の 性を考察できていら。この
ことから，一人一人が 系に深く関心を ち， 分 においては， 計を正しく理解し，活用して
いくことが 要であるというきっかけ くりとなった。 
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学 設定科目 対象 内容 時間 

 
２  

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「科学英語 」「新 生徒研究発表会」 
「サイ ンス アー」「 計学」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

 
２ ラス 
合  

２ ３限 

 
１  

普通科 
２年 

「課題研究」「ディベート」「科学英語 」 
「 リアデ イン アー」 

文理別 
限 
限 

 
と と  

対象 
学 設定科目による によって， 

実施しない科目または 数を する科目と，その  

１年生 
普通科 

「社会と 」２ を実施しない。 
 

 
○ 学 設定科目で育成を目指す （ 育成を目指す つの  ア～ と ） 

 
２ １  

・  
・ 活用や，教科科目の を えた内容を扱い，論理的思考 ・ 的思考 を養うことで，課題研

究を行うための基礎的 と思考 等を身につける。 
・大学等で や 科学 を体験することで，科学 や学 への興味 関心 意 を向上させる。 
・課題研究基礎により研究プロセスを経験し，科学的 養を身につける。 
・科学英語等により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 

 
○ １ 内容   （ 11 ージ「育成を目指す つの 」 ア～ に対応） 

目 内容  

課題研究基礎 
 
 
1 ～  

・仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表す
るという科学研究のプロセスを体験させる。 

・生徒の に応 て， の分 に分かれ，数
人のグループをつくり，そのグループ とに研究テーマを設定し，科
学研究のプロセスにしたがって研究活動を行う。 

・ を活用して研究・まとめを行い，「 」で学んだプレゼン
テーション を用いて，３ に発表会を実施する。 

オ
カ
 

サイ ンス アー 
 
１  

・科学 ，理数分 への興味・関心・意 を高めるとともに，その意
や有用性の理解を深めることの必要性を理解させる。 

・普通科１年生の生徒全員を対象に実施する。 
・長岡 科学大学を 問し，大学での を し，大学の研究 や
施設設備にて実習体験や見学をする。 

オ 

次の 目は，理数科 と  
「 」，「 リティカルシン ングトレーニング（ ）」，「科学英語 」，「 計学」， 
「新 生徒研究発表会」，「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

２ １ １ 研究  
２ から して実施している取組であり，１年次の普通科生徒全員に「課題研究基礎」を設定し

ている。 年間かけて，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表するという
科学研究のプロセスを体験させ，科学的 養等を養う。以下に，各分 の取組を する。 
 
○ 物理分野 

 物理分 の研究 を用いて 仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，
発表するという科学研究のプロセスを体験させることで，科学 への関心を高める。 

研究内容・方法検証 
研究内容 方法   

各 ，グループ の研究の流れ 

3  

 

 

・オリ ンテーション（１ ）  ・各 ，グループ による研究（２ ５回） 
 ・発表 備（２ ）  ・ 内発表（２ ） という計画のもと進めた。 

   ①パソコンとセンサーなどを使い物理実験の体験を行った。 
「Eas SenseSo t are」を用いた基礎実験（ 音 による物体の 動解析）や音（ 動数・

）の 定などを行った。 
②興味関心に応 て３～ 人ずつのグループ作りを行った。 
③各グループによるテーマ設定について 議を行った。 
実験， 定 

生徒が取り組んだ な課題 
・ の音の伝わりやすさ  ・グラス ープの音の高さ  ・ 体中での音の伝わり方 
・ による音の違い  ・ の は本当に「 ５センチメートル」で 下するのか 
・ 々なものを発 してみた  ・最も音が伝わりやすい の研究  ・スポンジの  
・ イラタンシー 象に関する実験  ・ の発生しやすい条件について 
・ボーリングの ンの れ方  ・グラス ープの音程が変わる条件 
・ で１ 音を伝えやすい条件  ・ 体 に 下した際の 形  ・ ス加  

成果の検証  
 課題研究基礎に取り組んでいる生徒に 時間「 り りシート」を させ，この内容を分析して成
果を検証した。 
調査の結果は下表のとおりである。 

（１） 問 目「科学に対するあなたの興味は よりも 上がった ， 変わらない ， 下がった のど
れですか」）に対しての回  

 
 
 
 
 
（２）今日の 業の感想（ ） 

問への回 ・ 業後の感想から，生徒の課題研究に対する興味・関心が したこと，また，実験の
要性や大切さ，楽しさ，その意 など感 ることができているように思う。 
初めにセンサーを用いた物理実験の体験を通して，実験の 方を学 ，課題研究に対しての興味を

き出すように心 けた。次に関心に応 てグループ決めを行うと共にテーマ設定も し合った。 ２回
のテーマ決めと 回の実際に実験に着手する作業のときに科学に対する興味が高まっている。自ら積
極的に活動の を得たときに意 が高まる様 がうかがえる。この傾向を今後の課題研究の取り組みに
生かせるようにしていきたい。 
 
○ 学分野 

 
① 実験機 の 作方法や，データの 理方法などの実験の基本的な 法を身につけることができる。 
② 仮説を立てた上で実験を行い，その仮説と結果の違いを考察することで自 科学に対する理解を

深めることができる。 
③ 化学を していない生徒に対して，教科書の内容にある一 の 目について実際に体験するこ

とで，化学への興味・関心を高め，さらには自 科学研究に対する姿勢を学ぶことができる。 
研究内容・方法・検証 
内容およ 方法  １学年はまだ化学を していないため，最初 に化学の基礎と実験方法を学ぶ。
その後，その知 ， を用いて各グループが「課題」を見つけ，実験方法を考え研究を進めその研
究結果を発表する。今年度も 年度に き き，「中 定」「成分元 の検出」「 化 元 定」に
関して と 習得のための実験を行った。どれを学ぶかは ラスにより なる。 

  生徒の取り組んだ な課題 
  ・ の定性  ・ 動反応について考える  ・マロー ルーの 変化 

・ベー ングパ ーと を使った ットケー の違い  ・ ン リームの成分比較 
・カフ インの 出  ・ 化 元 の組み合わせによる 化 元反応の研究  等 

成果を検証するために用いた具体的な方法  

研究テーマ  １回目 ２回目 ３回目 回目 ５回目 
 

全体 
上がった 9 6  6  6  6   

変わらない  13  3  13  19 6  

下がった      

・センサーを使って物体の動きを数 としてみると違った視 から見ることができた。 
・課題研究のテーマが決まったが，仮説を立てて様々なやり方で実験して行けれ ，見方が がっ
て い。 

・以 よりも班員で できたと思いました。 に関して し合いをして実験を進めていきたい。 
・実験の は正確に かくできたと思いました。その実験で使われなかったとしても，次の実験
に役立ってくると思う。 
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学 設定科目 対象 内容 時間 

 
２  

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「 」 
「 リティカルシン ングトレーニング」 
「科学英語 」「新 生徒研究発表会」 
「サイ ンス アー」「 計学」 
「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

 
２ ラス 
合  

２ ３限 

 
１  

普通科 
２年 

「課題研究」「ディベート」「科学英語 」 
「 リアデ イン アー」 

文理別 
限 
限 

 
と と  

対象 
学 設定科目による によって， 

実施しない科目または 数を する科目と，その  

１年生 
普通科 

「社会と 」２ を実施しない。 
 

 
○ 学 設定科目で育成を目指す （ 育成を目指す つの  ア～ と ） 

 
２ １  

・  
・ 活用や，教科科目の を えた内容を扱い，論理的思考 ・ 的思考 を養うことで，課題研

究を行うための基礎的 と思考 等を身につける。 
・大学等で や 科学 を体験することで，科学 や学 への興味 関心 意 を向上させる。 
・課題研究基礎により研究プロセスを経験し，科学的 養を身につける。 
・科学英語等により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 

 
○ １ 内容   （ 11 ージ「育成を目指す つの 」 ア～ に対応） 

目 内容  

課題研究基礎 
 
 
1 ～  

・仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表す
るという科学研究のプロセスを体験させる。 

・生徒の に応 て， の分 に分かれ，数
人のグループをつくり，そのグループ とに研究テーマを設定し，科
学研究のプロセスにしたがって研究活動を行う。 

・ を活用して研究・まとめを行い，「 」で学んだプレゼン
テーション を用いて，３ に発表会を実施する。 

オ
カ
 

サイ ンス アー 
 
１  

・科学 ，理数分 への興味・関心・意 を高めるとともに，その意
や有用性の理解を深めることの必要性を理解させる。 

・普通科１年生の生徒全員を対象に実施する。 
・長岡 科学大学を 問し，大学での を し，大学の研究 や
施設設備にて実習体験や見学をする。 

オ 

次の 目は，理数科 と  
「 」，「 リティカルシン ングトレーニング（ ）」，「科学英語 」，「 計学」， 
「新 生徒研究発表会」，「サイ ンスイマージョン・プログラム」 

２ １ １ 研究  
２ から して実施している取組であり，１年次の普通科生徒全員に「課題研究基礎」を設定し

ている。 年間かけて，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表するという
科学研究のプロセスを体験させ，科学的 養等を養う。以下に，各分 の取組を する。 
 
○ 物理分野 

 物理分 の研究 を用いて 仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，
発表するという科学研究のプロセスを体験させることで，科学 への関心を高める。 

研究内容・方法検証 
研究内容 方法   
各 ，グループ の研究の流れ 

3  

 

 

・オリ ンテーション（１ ）  ・各 ，グループ による研究（２ ５回） 
 ・発表 備（２ ）  ・ 内発表（２ ） という計画のもと進めた。 

   ①パソコンとセンサーなどを使い物理実験の体験を行った。 
「Eas SenseSo t are」を用いた基礎実験（ 音 による物体の 動解析）や音（ 動数・

）の 定などを行った。 
②興味関心に応 て３～ 人ずつのグループ作りを行った。 
③各グループによるテーマ設定について 議を行った。 
実験， 定 

生徒が取り組んだ な課題 
・ の音の伝わりやすさ  ・グラス ープの音の高さ  ・ 体中での音の伝わり方 
・ による音の違い  ・ の は本当に「 ５センチメートル」で 下するのか 
・ 々なものを発 してみた  ・最も音が伝わりやすい の研究  ・スポンジの  
・ イラタンシー 象に関する実験  ・ の発生しやすい条件について 
・ボーリングの ンの れ方  ・グラス ープの音程が変わる条件 
・ で１ 音を伝えやすい条件  ・ 体 に 下した際の 形  ・ ス加  

成果の検証  
 課題研究基礎に取り組んでいる生徒に 時間「 り りシート」を させ，この内容を分析して成
果を検証した。 

調査の結果は下表のとおりである。 
（１） 問 目「科学に対するあなたの興味は よりも 上がった ， 変わらない ， 下がった のど

れですか」）に対しての回  
 
 
 
 
 
（２）今日の 業の感想（ ） 

問への回 ・ 業後の感想から，生徒の課題研究に対する興味・関心が したこと，また，実験の
要性や大切さ，楽しさ，その意 など感 ることができているように思う。 
初めにセンサーを用いた物理実験の体験を通して，実験の 方を学 ，課題研究に対しての興味を

き出すように心 けた。次に関心に応 てグループ決めを行うと共にテーマ設定も し合った。 ２回
のテーマ決めと 回の実際に実験に着手する作業のときに科学に対する興味が高まっている。自ら積
極的に活動の を得たときに意 が高まる様 がうかがえる。この傾向を今後の課題研究の取り組みに
生かせるようにしていきたい。 
 
○ 学分野 

 
① 実験機 の 作方法や，データの 理方法などの実験の基本的な 法を身につけることができる。 
② 仮説を立てた上で実験を行い，その仮説と結果の違いを考察することで自 科学に対する理解を

深めることができる。 
③ 化学を していない生徒に対して，教科書の内容にある一 の 目について実際に体験するこ

とで，化学への興味・関心を高め，さらには自 科学研究に対する姿勢を学ぶことができる。 
研究内容・方法・検証 
内容およ 方法  １学年はまだ化学を していないため，最初 に化学の基礎と実験方法を学ぶ。
その後，その知 ， を用いて各グループが「課題」を見つけ，実験方法を考え研究を進めその研
究結果を発表する。今年度も 年度に き き，「中 定」「成分元 の検出」「 化 元 定」に
関して と 習得のための実験を行った。どれを学ぶかは ラスにより なる。 

  生徒の取り組んだ な課題 
  ・ の定性  ・ 動反応について考える  ・マロー ルーの 変化 

・ベー ングパ ーと を使った ットケー の違い  ・ ン リームの成分比較 
・カフ インの 出  ・ 化 元 の組み合わせによる 化 元反応の研究  等 

成果を検証するために用いた具体的な方法  

研究テーマ  １回目 ２回目 ３回目 回目 ５回目 
 

全体 
上がった 9 6  6  6  6   

変わらない  13  3  13  19 6  

下がった      

・センサーを使って物体の動きを数 としてみると違った視 から見ることができた。 
・課題研究のテーマが決まったが，仮説を立てて様々なやり方で実験して行けれ ，見方が がっ
て い。 

・以 よりも班員で できたと思いました。 に関して し合いをして実験を進めていきたい。 
・実験の は正確に かくできたと思いました。その実験で使われなかったとしても，次の実験
に役立ってくると思う。 
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  取り組みの成果を検証するために 課題研究基礎 に取り組んでいる各生徒に「 り りシート」
の を求めた。 は各科目に分かれて 課題研究基礎 を実施しは めた １回目以 の全ての
回で実施した。「 り りシート」の内容を検討することによって成果を検証することとする。 
検証結果  

（１） 問の回 からの  
調査の結果は以下の表のとおりである。 問 目は「科学に対するあなたの興味は よりも上がった，
変わらない，下がったのどれですか」というものである。（表１）。 

表１ 科学に対する興味の変化についての調査結果 
年 度  上がった（ ） 変わらない（ ） 下がった（ ） 
年度 9 9 1  

 多くの生徒が科学に対する興味が上がったと回 している。生徒の意 向上に一定の成果があったと
考えられる。今後とも科学に興味が てるように， 業の進め方等をさらに することが 要である。 
（２）生徒の感想からの  

 
○ 物分野 

 「人体」を共通テーマとして 仮説を立て  実験を行い  結果を検証し  レポートにまとめ  発
表する という科学研究のプロセスを体験させることで，科学 への関心を高める。 

研究内容・方法・検証 
生物分 の 課題研究基礎 では 生徒が短 間で 体的に課題を見

つけて仮説を立て，研究に取り組 ことができるよう，人体に関する
内容を共通テーマに設定し，教科書やインターネットの をもとに
仮説設定を行わせた。 
○生徒の取り組んだ な課題 

 ・効率の良い イ ット法    ・錯視を利用したメイ 方法 
・カイロを る と体 の相関 ・音楽と の関  
検証  「 り りシート」の 内容を分析して成果を検証した。検証結果を下表に す。 問

目は「科学に対するあなたの興味は よりも 上がった 変わらない 下がった のどれですか」と
いうものである。  表 科学に対する興味の変化についての調査結果（ １回～ ５回分 計） 

 １回目  ２回目  ３回目  回目  ５回目  
上がった 6   6 3 6  6  
変わらない 3   3  3 3 36  
下がった      

 高 だった １回目と ２回目にはタ レットや ワイトボー を活用してグループディスカッ
ションを行い， 時間進 を全体の で発表させた。テーマ・仮説 用紙や実験計画書を通して
研究の進み具合を 理できるようにしたことで， の発見や内容の深化につながり，生徒が意 的
に課題に取り組 様 が見られた。 
 
○ 学分野 

 学分 の 象の 組みを調べ，仮説を設定し， 定実験を行い，結果を分析し，レポートに
まとめ，発表する，という科学研究のプロセスを体験させることで，科学 への関心を高める。 

研究内容・方法・検証 
研究内容およ 方法  

学分 では， 年「 化 象」をテーマとして，実際に生徒に仮説を設定させ検証実験を行わせ
ることを通して，どのような で 化 象が起こりやすいのかを分析させる取り組みを行っている。
最後にはパワーポイントを用いたプレゼンテーションを作成して発表を行う。取り組みの成果を検証す
るために 課題研究基礎 に取り組んでいる各生徒に「 り りシート」の を求めた。 問 目は
「科学に対するあなたの興味は よりも 上がった ， 変わらない ， 下がった のどれですか」とい
うものである。 
成果の検証  

    

 

生徒の感想（ ） 
・数 の変化が大きかったことから ン リームの効果は り かないと分かり，以 だと思いま
した。データが えてくると変化の規則性が見えるようになって実験らしくなったと思いました。
また，保 が高いことを何と定 するかが なことに きました。 ン リーム班  

・ ろうとというとても 利な道具があることを知った。 カフ イン班  
・マロー ルーで 性等の性 が分かると知り，他の 物もこのようなことができるのではないかと
思った。 マロー ルー班  

3  

   
   
   

この３回は，自分たちで設定した仮説の検証を行う実験を行った。 年度と比較すると「上がっ
た」の数 が 加し，「変わらない」の数 が 少している。 

まとめ 調査結果では科学に対する興味が「上がった」が高い数 であり， 年度に比べ 加した。
今回の実験の目的は明確な仮説を設定させることにあったが， 年度に比べ苦労している様 がうかが
えた。 年度は のグループが行っている実験を次回に自分たちが行うケースが多かったが，今年度は
何とか自分たちのオリジナルの仮説を設定しようとする ちが く，結果的に「上がった」の数 の
加に がったと考えられる。生徒の知 にも限界があり，教員 のフ ローも必要となるが，必要以

上行え ， に生徒の興味関心を うことにもなりか ない。どこまで み込んで生徒をフ ローして
いくか，更に研究していく必要がある。

○ 数学分野
 ・問題作成を通して， 体的に数学的活動に取り組 姿勢を向上させる。

 ・
 　　　　・グループ活動や発表会を通して，自らの考えを他 に分かりやすく伝える を高める。

２．研究内容・方法・検証 
内容およ 方法  

１回   オリ ンテーションおよ ，用意した 習問題テーマをグループで考察・検討をする。 
２～ 回  グループ に研究テーマを設定。条件を変更したり，実験を行ったりしながら，各グ

ループで数学的活動に取り組 。
５回    プレゼンテーションソフトを用いて，発表用の やスライ を作成する。
回 どのように説明をすると伝わりやすいか工夫をしながら発表 習をする。

発表会 課題研究の成果の発表を通して，プレゼンテーション の向上を図る。
○ 生徒の取り組んだ な課題
正多 体の表 積・体積  ち合わせの確率  三角比  んけんの確率  確率の 性につ
いてなど

検証結果  ・「 り りシート」の 内容を分析し成果を検証した。
表 科学に対する興味の変化についての調査結果 １回～ ５回分 計  

年 度 上がった（ ） 変わらない（ ） 下がった（ ） 
年度  1   

計結果より， 生徒は 定的に活動に取り組んだようである。テーマの方向性が決まると  テー
マに対して 向きに取り組み  検討・発見・仮説・検証などを楽しんで行っていた。今後は  研究テー
マがスムーズに決まり  グループ内での意見 がより活発に進 ような きかけを工夫したい。

２ １ ２  
１    元の長岡 科学大学の 生の を し，科学や科学 への興味・関心を高め，

また，その意 や有用性の理解を深める。なお，この は 業中に実施予定であっ
た理数科 高大 およ １ に実施予定であった「普通科 長岡
科学大学サイ ンス アー」のコロナ による中 を け，その 行事として計画・

実施した。 
２  ３年１ 日（ ） 後

 １学年 3 1 名
内容

「 の ンジン「 生物」を感 てみよう」  教 （ 科学イ ベーション ） 
・ 生物は様々な物 を生 ・分解することができ， の や たちの かな生活に

献しています。また，長岡の は発 品の伝 があります。
「 利用最 ～ 品 成からデータセンターまで～」上  教 （機 創 工学 ）
・ 々 国で らす人々にとって は大きな となります。特に今年は 年にない大 に ま

されました。 を ための研究， として利用する研究を します。
オンラインによる方法

よ  （ 大変よい，Bよい， 普通，D い）
①テーマに対し，積極的に問題意 ，関心をもって聞いたか

普通科 理数科 全体 

 B  D  B  D  B  D 
  3    9  3   6  1  3   

感想  ・ 日の３時間分があっという間で，充実した時間を すことができました。 
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  取り組みの成果を検証するために 課題研究基礎 に取り組んでいる各生徒に「 り りシート」
の を求めた。 は各科目に分かれて 課題研究基礎 を実施しは めた １回目以 の全ての
回で実施した。「 り りシート」の内容を検討することによって成果を検証することとする。 
検証結果  

（１） 問の回 からの  
調査の結果は以下の表のとおりである。 問 目は「科学に対するあなたの興味は よりも上がった，
変わらない，下がったのどれですか」というものである。（表１）。 

表１ 科学に対する興味の変化についての調査結果 
年 度  上がった（ ） 変わらない（ ） 下がった（ ） 
年度 9 9 1  

 多くの生徒が科学に対する興味が上がったと回 している。生徒の意 向上に一定の成果があったと
考えられる。今後とも科学に興味が てるように， 業の進め方等をさらに することが 要である。 
（２）生徒の感想からの  

 
○ 物分野 

 「人体」を共通テーマとして 仮説を立て  実験を行い  結果を検証し  レポートにまとめ  発
表する という科学研究のプロセスを体験させることで，科学 への関心を高める。 

研究内容・方法・検証 
生物分 の 課題研究基礎 では 生徒が短 間で 体的に課題を見

つけて仮説を立て，研究に取り組 ことができるよう，人体に関する
内容を共通テーマに設定し，教科書やインターネットの をもとに
仮説設定を行わせた。 
○生徒の取り組んだ な課題 

 ・効率の良い イ ット法    ・錯視を利用したメイ 方法 
・カイロを る と体 の相関 ・音楽と の関  
検証  「 り りシート」の 内容を分析して成果を検証した。検証結果を下表に す。 問

目は「科学に対するあなたの興味は よりも 上がった 変わらない 下がった のどれですか」と
いうものである。  表 科学に対する興味の変化についての調査結果（ １回～ ５回分 計） 

 １回目  ２回目  ３回目  回目  ５回目  
上がった 6   6 3 6  6  
変わらない 3   3  3 3 36  
下がった      

 高 だった １回目と ２回目にはタ レットや ワイトボー を活用してグループディスカッ
ションを行い， 時間進 を全体の で発表させた。テーマ・仮説 用紙や実験計画書を通して
研究の進み具合を 理できるようにしたことで， の発見や内容の深化につながり，生徒が意 的
に課題に取り組 様 が見られた。 
 
○ 学分野 

 学分 の 象の 組みを調べ，仮説を設定し， 定実験を行い，結果を分析し，レポートに
まとめ，発表する，という科学研究のプロセスを体験させることで，科学 への関心を高める。 

研究内容・方法・検証 
研究内容およ 方法  
学分 では， 年「 化 象」をテーマとして，実際に生徒に仮説を設定させ検証実験を行わせ

ることを通して，どのような で 化 象が起こりやすいのかを分析させる取り組みを行っている。
最後にはパワーポイントを用いたプレゼンテーションを作成して発表を行う。取り組みの成果を検証す
るために 課題研究基礎 に取り組んでいる各生徒に「 り りシート」の を求めた。 問 目は
「科学に対するあなたの興味は よりも 上がった ， 変わらない ， 下がった のどれですか」とい
うものである。 
成果の検証  

    

 

生徒の感想（ ） 
・数 の変化が大きかったことから ン リームの効果は り かないと分かり，以 だと思いま
した。データが えてくると変化の規則性が見えるようになって実験らしくなったと思いました。
また，保 が高いことを何と定 するかが なことに きました。 ン リーム班  

・ ろうとというとても 利な道具があることを知った。 カフ イン班  
・マロー ルーで 性等の性 が分かると知り，他の 物もこのようなことができるのではないかと
思った。 マロー ルー班  

3  

   
   
   

この３回は，自分たちで設定した仮説の検証を行う実験を行った。 年度と比較すると「上がっ
た」の数 が 加し，「変わらない」の数 が 少している。 

まとめ 調査結果では科学に対する興味が「上がった」が高い数 であり， 年度に比べ 加した。
今回の実験の目的は明確な仮説を設定させることにあったが， 年度に比べ苦労している様 がうかが
えた。 年度は のグループが行っている実験を次回に自分たちが行うケースが多かったが，今年度は
何とか自分たちのオリジナルの仮説を設定しようとする ちが く，結果的に「上がった」の数 の

加に がったと考えられる。生徒の知 にも限界があり，教員 のフ ローも必要となるが，必要以
上行え ， に生徒の興味関心を うことにもなりか ない。どこまで み込んで生徒をフ ローして
いくか，更に研究していく必要がある。

○ 数学分野
 ・問題作成を通して， 体的に数学的活動に取り組 姿勢を向上させる。

 ・
 　　　　・グループ活動や発表会を通して，自らの考えを他 に分かりやすく伝える を高める。

２．研究内容・方法・検証 
内容およ 方法  

１回   オリ ンテーションおよ ，用意した 習問題テーマをグループで考察・検討をする。 
２～ 回  グループ に研究テーマを設定。条件を変更したり，実験を行ったりしながら，各グ

ループで数学的活動に取り組 。
５回    プレゼンテーションソフトを用いて，発表用の やスライ を作成する。
回 どのように説明をすると伝わりやすいか工夫をしながら発表 習をする。

発表会 課題研究の成果の発表を通して，プレゼンテーション の向上を図る。
○ 生徒の取り組んだ な課題
正多 体の表 積・体積  ち合わせの確率  三角比  んけんの確率  確率の 性につ
いてなど

検証結果  ・「 り りシート」の 内容を分析し成果を検証した。
表 科学に対する興味の変化についての調査結果 １回～ ５回分 計  

年 度 上がった（ ） 変わらない（ ） 下がった（ ） 
年度  1   

計結果より， 生徒は 定的に活動に取り組んだようである。テーマの方向性が決まると  テー
マに対して 向きに取り組み  検討・発見・仮説・検証などを楽しんで行っていた。今後は  研究テー
マがスムーズに決まり  グループ内での意見 がより活発に進 ような きかけを工夫したい。

２ １ ２  
１    元の長岡 科学大学の 生の を し，科学や科学 への興味・関心を高め，

また，その意 や有用性の理解を深める。なお，この は 業中に実施予定であっ
た理数科 高大 およ １ に実施予定であった「普通科 長岡
科学大学サイ ンス アー」のコロナ による中 を け，その 行事として計画・

実施した。 
２  ３年１ 日（ ） 後

 １学年 3 1 名
内容

「 の ンジン「 生物」を感 てみよう」  教 （ 科学イ ベーション ） 
・ 生物は様々な物 を生 ・分解することができ， の や たちの かな生活に

献しています。また，長岡の は発 品の伝 があります。
「 利用最 ～ 品 成からデータセンターまで～」上  教 （機 創 工学 ）
・ 々 国で らす人々にとって は大きな となります。特に今年は 年にない大 に ま

されました。 を ための研究， として利用する研究を します。
オンラインによる方法

よ  （ 大変よい，Bよい， 普通，D い）
①テーマに対し，積極的に問題意 ，関心をもって聞いたか

普通科 理数科 全体 

 B  D  B  D  B  D 
  3    9  3   6  1  3   

感想  ・ 日の３時間分があっという間で，充実した時間を すことができました。 
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 ② の内容を理解したか 
普通科 理数科 全体 

 B  D  B  D  B  D 

6  33   3    1  6   3    66  31   3    
感想  ・２つの どちらもとても く，楽しく聞きながら のことを学べました。 

③自分の生き方や進 ・ 業を考える上で参考となるものを見つけられたか 
普通科 理数科 全体 

 B  D  B  D  B  D 
 3  9   6  31    6  33    

感想  ・今回の では， 的なことを学ぶこともできたが，生きていく上で大切なこと
も学ぶこともできた。今回学んだことを今後の生活にどんどん活かしていきたい。 

検証 ながら研究 問はかなわなかったが，それを って りある内容の であった。普 
通科の生徒は大学の 生による学 的な内容の はは めての経験であり，内容を しく感 た 
生徒もいたが，全体を通しての 度は高く，多くの生徒が新しい知見を得たと感 ていた。また，  
生とも 近に の 組（ に生徒に 知した）に出 されたこともあり， 組を視 した生徒 

は 内容をより身近に感 ることができたと思われる。加えて の合間に本 の 業生である大学 
生による大学研究 があり，その学生の新聞 事（ ２日後の 事）を 知し，興味・関心の  
に めた。時間の関 で 応 を設けることができなかったが，レポートの 問 目に の 問 

が せられた。内容を 理し， 生に回 していただき，生徒に 元し効果を高めたい。 
 
 

２ ２   
・  

・課題研究に取り組み，生徒の 体性と課題解決 ・ 究 を育成する。 
・大学・研究 等で や 科学 等を体験することで，科学 や学 への興味 関心 意 を向

上させる。 
・ディベートに取り組 ことで，論理的思考 ， 的思考 ディスカッション を育成する。 
・科学英語により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 
○ ２ 内容   （ 11 ージ 育成を目指す つの  ア～ に対応） 

目 内容  

課題研究 
 
 

～  

・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的 養等をもとに，生徒の
体性，課題解決 を育成する。 

・文系教科を め，全教科で課題研究に取り組 。 
・生徒は数人グループで 体的に し，文献調査，課題設定，課題解決

を行う。また， を活用し，研究・まとめを行う。 
・教員全体で，課題研究指導についての教員研 を行う。 
・１ に 内発表会を実施する。 

ア 
イ 
 
 

オ 
カ 

 

リアデ イ
ン アー 
 
1  

・大学・ 業・研究 を 問し，研究 や実際に く 業人と対 するこ
とで，生徒の興味・関心・意 を 起し， の進 について考える
機とする。（理系は 大学工学 ，文系は 方 の大学およ 業
を 問する。） 

・普通科生徒全員に対して，１ ２日で実施する。 
・大学に 中の 業生との 会を設定する。 

イ

オ 

次の 目は，理数科 と   「ディベート」 「科学英語 」 
 
２ ２ １ 研究 
３ では，２年次に普通科生徒全員に対して「課題研究」を設定する。全教科の教員が課題研究を

担当し全 体制で行う。１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的 養等をもとに，生徒の 体性，
課題解決 の更なる育成を目指す。以下に，各分 の取組を する。目的は共通である。 

   
      
 
○ 語分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科文系の「国語」を選択した生徒は 名で，以下の つのテーマについて研究した。 
こ
と
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グループ分け 研究テーマの選定にあたっては，各人が に「こと （ 語）」「文学」のどちら
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を研究したいか，「研究したい内容」は何かを し，教員の のもと生徒 が意見を出し合い
を研究内容の系 とに分類することで つの班に分かれ，班 とに各自の研究したい内容を り合

わせ，最 的に研究テーマを決定した。研究を に進めるためには人文科学を研究する際の基本を学
ぶことが必要になると考え， 書教 ・ 書から文献の調べ方・参考 の参 の 方の を けた
後，班 とに研究活動を進めた。 
２．まとめ  
（１）研究に対する興味・関心の変化 上がった 変わらない 下がった 

1  9   

（２） 普通科課題研究 の活動を通して身につい
たと思う  
（５つまで複数回 ，上 つ） 

・もの とを観察・ 察する （1 名） 
・もの とに対する 心をもつ （1 名） 
・もの とを 究する （1 名） 
・プレゼンテーション ・表 （1 名） 

 今年度の課題研究では，研究を進める に人文科学を研究する際の基本となる文献の調べ方・参考
の参 の 方を したことで，生徒はインターネットの検索に ることなく，図書 の文献を活用

したり，アンケート等の調査を行ったりするなど， 体的に研究活動を行っていた。生徒の感想には「普
段す インターネットで調べ物をしてしまうが，図書 へ行き，インターネットから見つけることので
きない が多くあると知り，これからも活用したいと思った」「たくさん調べた分，いい発表になっ
たと思うし， きなことに対する知 や理解が えたのはとても良かった」「課題内容についてより深
く研究しようとすれ する ど新たにまた問題が生まれて苦 した」とあり，身近な「こと 」や「文
学」から高 生らしいテーマを設定し，人文科学の研究としては なものではあるが文献や調査とい
った生の を活用した研究の楽しさに れ，さらに研究を深めたいと感 ている姿がうかがえる。こ
のことから， 体的・ 的に調査・分析して，課題を解決する を育 とともに，人文科学分 への
関心を 成することができたのではないかと考える。 
 
○ 分野 
１．研究内容および方法 
２年生普通科文系の「世界 」を選択した生徒は 1 名で，研究テーマは「 教の の 」「世

界 勢と 」「 の から学ぶ新 コロナ イルスのこれから」「 の から学ぶ 」の つ
であった。テーマの選定は，興味関心のあるテーマ とに生徒が まり，班内での 作業を通 て，
最 的に研究内容を決定した。各班で 体的に研究を進めていた。 業中だけでなく み時間や 課後
も時間を確保しながら活動していた。調査は にインターネットを活用して行い，図書 の文献や
にもあたっていた。また自分で参考図書を して研究を深める生徒も複数見られた。研究発表会では，
パワーポイントを用いて視覚的にも理解しやすいように工夫した が行われていた。 分間という時
間制限のなかで，研究内容を効果的に伝えるため， に 備した班もあった。他の班の発表を聞く
度も 心で， ・意見 も活発に行われ，充実した「学 合い」の となっていた。 
２．まとめ 今回の研究活動は，生徒が自らの興味関心に基 いてテーマを設定し，グループ活動や研
究発表を通 て し，論理的思考 や課題解決 を高めることを目的としていた。教員の指導とし
ては， なア バイスにとどめ，生徒が 体的に活動できるよう を えることを し，見 り
役に した。人文科学分 での研究として，内容的にはまだまだ心 ないものの，時間的・物理的な制
のなか，生徒は何とか最初の一 を み出せたと思う。今後の学習や 究にもプラスに するもの

と している。 
 
○ 分野 
１．研究内容および方法 
２年生普通科（文系）の 普通科課題研究 （日本 ）を選択した生徒は 16 名で，研究テーマは「
を通して長岡は生まれ変わったのか 」，「新 に 社が多い理 」，「 が いた長岡 の
とは 」，「 高 から出 した と の 」の つであった。テーマの選定は，関心にあ

る時 とに生徒が まり，グループ内での 作業を通 て研究内容を決定した。このなかで， 高
の をテーマに研究したグループは，本 に する「長岡高 」で，長岡 と

長岡高 との合 調査の経 などを説明してもらうなど， 体的な活動を行なった。他のグループも図
書 やインターネット等を活用して文献を調査し，研究を進めた。研究発表会では，パワーポイントを
用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫した が行われた。 分間という限られた時間のなかで，
これまで研究してきたことを効果的に に伝えるための試行錯誤を たが，プレゼンテーションの
しさも体験できたことは良い経験になった。 

２．まとめ 今回の研究への取り組みとしては，生徒が 体的に課題を設定し，グループ活動や発表会
を通 て し，論理的思考 や課題解決 を高めることを とした。そのため，教員 から課題
を したりせず，生徒が 体的に活動できるような を作ることに した。本 は自分の で
を し，自分の目で文献を み研究を進める学問であるが，時間的な制 や活動 が限られている

ことなど，日本 の研究を本 的に行うことができなかった。生徒は研究にオリジナリティーを出すよ
うに めたが，そのジレンマに 生徒もいた。しかし，生徒 ができる で問題意 をもちなが
ら，一生 に取り組 姿があり，課題解決 を多少なのとも育成することができたように思う。 
 
○ 理分野 
１．研究内容および方法 
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 ② の内容を理解したか 
普通科 理数科 全体 

 B  D  B  D  B  D 

6  33   3    1  6   3    66  31   3    
感想  ・２つの どちらもとても く，楽しく聞きながら のことを学べました。 

③自分の生き方や進 ・ 業を考える上で参考となるものを見つけられたか 
普通科 理数科 全体 

 B  D  B  D  B  D 
 3  9   6  31    6  33    

感想  ・今回の では， 的なことを学ぶこともできたが，生きていく上で大切なこと
も学ぶこともできた。今回学んだことを今後の生活にどんどん活かしていきたい。 

検証 ながら研究 問はかなわなかったが，それを って りある内容の であった。普 
通科の生徒は大学の 生による学 的な内容の はは めての経験であり，内容を しく感 た 
生徒もいたが，全体を通しての 度は高く，多くの生徒が新しい知見を得たと感 ていた。また，  
生とも 近に の 組（ に生徒に 知した）に出 されたこともあり， 組を視 した生徒 

は 内容をより身近に感 ることができたと思われる。加えて の合間に本 の 業生である大学 
生による大学研究 があり，その学生の新聞 事（ ２日後の 事）を 知し，興味・関心の  
に めた。時間の関 で 応 を設けることができなかったが，レポートの 問 目に の 問 

が せられた。内容を 理し， 生に回 していただき，生徒に 元し効果を高めたい。 
 
 

２ ２   
・  

・課題研究に取り組み，生徒の 体性と課題解決 ・ 究 を育成する。 
・大学・研究 等で や 科学 等を体験することで，科学 や学 への興味 関心 意 を向

上させる。 
・ディベートに取り組 ことで，論理的思考 ， 的思考 ディスカッション を育成する。 
・科学英語により， 国語による科学のコ ニケーション を育成する。 
○ ２ 内容   （ 11 ージ 育成を目指す つの  ア～ に対応） 

目 内容  

課題研究 
 
 

～  

・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的 養等をもとに，生徒の
体性，課題解決 を育成する。 

・文系教科を め，全教科で課題研究に取り組 。 
・生徒は数人グループで 体的に し，文献調査，課題設定，課題解決

を行う。また， を活用し，研究・まとめを行う。 
・教員全体で，課題研究指導についての教員研 を行う。 
・１ に 内発表会を実施する。 

ア 
イ 
 
 

オ 
カ 

 

リアデ イ
ン アー 
 
1  

・大学・ 業・研究 を 問し，研究 や実際に く 業人と対 するこ
とで，生徒の興味・関心・意 を 起し， の進 について考える
機とする。（理系は 大学工学 ，文系は 方 の大学およ 業
を 問する。） 

・普通科生徒全員に対して，１ ２日で実施する。 
・大学に 中の 業生との 会を設定する。 

イ

オ 

次の 目は，理数科 と   「ディベート」 「科学英語 」 
 
２ ２ １ 研究 
３ では，２年次に普通科生徒全員に対して「課題研究」を設定する。全教科の教員が課題研究を

担当し全 体制で行う。１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的 養等をもとに，生徒の 体性，
課題解決 の更なる育成を目指す。以下に，各分 の取組を する。目的は共通である。 

   
      
 
○ 語分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科文系の「国語」を選択した生徒は 名で，以下の つのテーマについて研究した。 
こ
と
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グループ分け 研究テーマの選定にあたっては，各人が に「こと （ 語）」「文学」のどちら
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を研究したいか，「研究したい内容」は何かを し，教員の のもと生徒 が意見を出し合い
を研究内容の系 とに分類することで つの班に分かれ，班 とに各自の研究したい内容を り合

わせ，最 的に研究テーマを決定した。研究を に進めるためには人文科学を研究する際の基本を学
ぶことが必要になると考え， 書教 ・ 書から文献の調べ方・参考 の参 の 方の を けた
後，班 とに研究活動を進めた。 
２．まとめ  
（１）研究に対する興味・関心の変化 上がった 変わらない 下がった 

1  9   

（２） 普通科課題研究 の活動を通して身につい
たと思う  
（５つまで複数回 ，上 つ） 

・もの とを観察・ 察する （1 名） 
・もの とに対する 心をもつ （1 名） 
・もの とを 究する （1 名） 
・プレゼンテーション ・表 （1 名） 

 今年度の課題研究では，研究を進める に人文科学を研究する際の基本となる文献の調べ方・参考
の参 の 方を したことで，生徒はインターネットの検索に ることなく，図書 の文献を活用

したり，アンケート等の調査を行ったりするなど， 体的に研究活動を行っていた。生徒の感想には「普
段す インターネットで調べ物をしてしまうが，図書 へ行き，インターネットから見つけることので
きない が多くあると知り，これからも活用したいと思った」「たくさん調べた分，いい発表になっ
たと思うし， きなことに対する知 や理解が えたのはとても良かった」「課題内容についてより深
く研究しようとすれ する ど新たにまた問題が生まれて苦 した」とあり，身近な「こと 」や「文
学」から高 生らしいテーマを設定し，人文科学の研究としては なものではあるが文献や調査とい
った生の を活用した研究の楽しさに れ，さらに研究を深めたいと感 ている姿がうかがえる。こ
のことから， 体的・ 的に調査・分析して，課題を解決する を育 とともに，人文科学分 への
関心を 成することができたのではないかと考える。 
 
○ 分野 
１．研究内容および方法 

２年生普通科文系の「世界 」を選択した生徒は 1 名で，研究テーマは「 教の の 」「世
界 勢と 」「 の から学ぶ新 コロナ イルスのこれから」「 の から学ぶ 」の つ
であった。テーマの選定は，興味関心のあるテーマ とに生徒が まり，班内での 作業を通 て，
最 的に研究内容を決定した。各班で 体的に研究を進めていた。 業中だけでなく み時間や 課後
も時間を確保しながら活動していた。調査は にインターネットを活用して行い，図書 の文献や
にもあたっていた。また自分で参考図書を して研究を深める生徒も複数見られた。研究発表会では，
パワーポイントを用いて視覚的にも理解しやすいように工夫した が行われていた。 分間という時
間制限のなかで，研究内容を効果的に伝えるため， に 備した班もあった。他の班の発表を聞く
度も 心で， ・意見 も活発に行われ，充実した「学 合い」の となっていた。 
２．まとめ 今回の研究活動は，生徒が自らの興味関心に基 いてテーマを設定し，グループ活動や研
究発表を通 て し，論理的思考 や課題解決 を高めることを目的としていた。教員の指導とし
ては， なア バイスにとどめ，生徒が 体的に活動できるよう を えることを し，見 り
役に した。人文科学分 での研究として，内容的にはまだまだ心 ないものの，時間的・物理的な制

のなか，生徒は何とか最初の一 を み出せたと思う。今後の学習や 究にもプラスに するもの
と している。 
 
○ 分野 
１．研究内容および方法 

２年生普通科（文系）の 普通科課題研究 （日本 ）を選択した生徒は 16 名で，研究テーマは「
を通して長岡は生まれ変わったのか 」，「新 に 社が多い理 」，「 が いた長岡 の
とは 」，「 高 から出 した と の 」の つであった。テーマの選定は，関心にあ

る時 とに生徒が まり，グループ内での 作業を通 て研究内容を決定した。このなかで， 高
の をテーマに研究したグループは，本 に する「長岡高 」で，長岡 と

長岡高 との合 調査の経 などを説明してもらうなど， 体的な活動を行なった。他のグループも図
書 やインターネット等を活用して文献を調査し，研究を進めた。研究発表会では，パワーポイントを
用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫した が行われた。 分間という限られた時間のなかで，
これまで研究してきたことを効果的に に伝えるための試行錯誤を たが，プレゼンテーションの

しさも体験できたことは良い経験になった。 
２．まとめ 今回の研究への取り組みとしては，生徒が 体的に課題を設定し，グループ活動や発表会
を通 て し，論理的思考 や課題解決 を高めることを とした。そのため，教員 から課題
を したりせず，生徒が 体的に活動できるような を作ることに した。本 は自分の で

を し，自分の目で文献を み研究を進める学問であるが，時間的な制 や活動 が限られている
ことなど，日本 の研究を本 的に行うことができなかった。生徒は研究にオリジナリティーを出すよ
うに めたが，そのジレンマに 生徒もいた。しかし，生徒 ができる で問題意 をもちなが
ら，一生 に取り組 姿があり，課題解決 を多少なのとも育成することができたように思う。 
 
○ 理分野 
１．研究内容および方法 
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２年生普通科文系の「 理」を選択した生徒は計 名（ 名，女 13 名）で，研究テーマは「
による 品の味・パッケージの違い」，「方 の違い（新 ）」，「 し に 物を使った

理があるのはなぜか」，「 道 が何でその におかれたのか」，「世界のすみやすい の共通 や
特 について」「マン ール・ と 理的特 について」の つであった。各班のテーマの選定は，
興味関心のあるテーマ とに生徒が まり，グループ内での 作業を通 て，最 的に研究内容を決
定した。多くのグループが 業時間以 の時間を確保しながら， 体的に研究を進めていた。手 ちの
スマートフ ンで検索を行う が多く見られたが，図書 の文献や にあたる生徒も複数見られた。 
研究発表会では，パワーポイントでアニメーション機 を取り れる等，視覚的にも理解しやすいよう
に工夫を凝らした発表が行われた。 分間という制限時間のなかで，効果的に に伝えるため，リ
ーサルを り し行ったこともあり，時間配分・ ・意見 も め充実した発表となった。 
２．まとめ 研究への取り組みについては，生徒自身が 体的に研究テーマを設定し，グループ活動や
発表会を通 て し，論理的思考 や課題解決 を高めることを目的としていた。本年度も，教員
の立 は， なア バイスに め，生徒が 体的に活動できる 備を 一とした。発表に向け，

内容を 査検討しリ ーサルを り すことにより，プレゼンテーション の向上を図ることができ
た。生徒の感想には達成感を感 られたという内容もあったが，パワーポイントの作成にあたっては，
作業効率から，特定の生徒に 事が偏ることもあったようだ。 ー での 備を き き えていく
ことが 要である。 
 
○ 理分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科（文系）の 普通科課題研究 （ 理）を選択した 名は，中学・高 を通 て 理の
業を とんど けたことがない中で，研究テーマを選定しなけれ ならず， に苦労した。まず初

めに， 名それぞれが自分の興味あるテーマを 理分 にこだわらず複数出し合い，班内で２ 間イ
ンターネット等を使用し，様々な や社会問題を調べ，班員が共通で研究したいテーマを し合った。
その結果今年度は，「 体験」という研究テーマとなった。研究では， 科学の視 からの 究
教の視 からの 究 という 方向から 体験を 究することにした。また，「 体験」をオカル
ト的に考える生徒も多くいたが，今回は課題研究の対象として調査研究できる だけを扱うことにした。 
具体的には，まず， 々人がインターネット等を活用して自分の考えに沿ってデータや を め，そ
の後，班内で討議して方向性を決定し， 究していった。また，研究を進める上でそれぞれの分担を決
め調査にあたった。分担を明確に決めたため 年より研究は ったが， にまとめ作業に時間がかかっ
てしまった。 
２．まとめ 今回の研究活動では，生徒自らが課題を設定し，グループ活動や発表会を通 て，論理的
思考 や課題解決 ，自分の考えを表 できる を高めることを とした。そのため，教員は，
基本的に生徒が 体的に活動できるような を え，生徒から を求められた 合には，考察すべ
き ントを えることに した。生徒は 作業を通 て課題を設定し，それを検証し，その結果を
発表するという手法で研究活動を進めたが， の で偏りがあったり，結論に結 つける論理が

分であったりする 分もみられた。しかし，様々な で生徒 が に議論し，問題意 をも
ちながら研究を進めてく様 が見 けられ，課題解決 を育成することができたのではと感 る。今
後は，研究を深める視 や方法を指導し，論理的思考 や表 をより一層育成していきたい。 
 
○ 分野 
１ 研究内容およ 方法 
 ２年生普通科（文系）の 普通科課題研究 （ 経 ）を選択した 名は，「日本の 」と「 」
を研究テーマに選定し，２班に分かれ研究活動を行った。研究テーマの選定については， 社会や

経 の 等を参考にしながら，グループ内での 作業を通 てテーマを絞り込んだ。「日本の
」の研究グループでは，日本の国 発行 等を まえ，日本の が今後， するのかどうか

の検証・研究を進めた。また，「 」の研究グループでは， の 事件を検証し， の 法制
度の下で，今後も が起こる 性があるのかどうかについて研究を進めた。いずれのグループも
回，役割分担をしながら，インターネット等を活用して文献調査を行い，新聞 事や国の機関で公表し
ているデータ等を調査・分析しながら研究を進めていった。また，研究成果の発表会では，パワーポイ
ントを活用して が行われたが， 分間の発表時間で効果的に相手に伝わるような発表内容にするに
は，どのようなパワーポイントを作成すべきか等の議論が積極的に行われていた。 
２．まとめ 今回の研究活動では，生徒自らが課題を設定し，グループ活動や発表会を通 て，論理的
思考 や課題解決 ，自分の考えを表 できる を高めることを とした。そのため，教員は，
基本的に生徒が 体的に活動できるような を え，生徒から を求められた 合には，考察すべ
き ントを えることに した。生徒は 作業を通 て課題を設定し，それを検証し，その結果を
発表するという手法で研究活動を進めたが， の で偏りがあったり，結論に結 つける論理に
一 性が していたりでする 分もみられた。しかし，限られた時間のなかで，生徒 が に議
論し，問題意 をもちながら研究を進めてく様 が様々な で見られ，課題解決 を育成すること
ができたのではと感 る。今後は，研究を深める視 や手法を指導し，論理的思考 や表 をより一
層育成していきたい。 
 
○ 分野 
１．研究内容および方法 
２年普通科文系 名を２班に編成し，「生活の中の音楽」という共通テーマからそれぞれの班でテー
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マを決め，研究をおこなった。１班は「音楽と作業効率」というテーマを立て，普段の学習時に聞く音
楽と効率についてのアンケートから，聞いている音楽の傾向を絞り込み，「計算」と「書き写し」の２
種類の作業時に最も効果的な音楽は何かを BPM（曲のテンポ）による違いに着目し研究をおこなった。
２班は「駅メロ」というテーマを立て，自分たちが普段利用している長岡駅の新しい駅メロを作成する
事を目標に据え，全国の駅で使用されている駅メロの調査からその傾向を見いだし，長岡駅に最も相応
しい作品はどのような傾向によるものかを研究し，オリジナルの駅メロを作成した。 
２．まとめ １班は早くからテーマの設定ができ，アンケートの実施などスムーズに進んだが，実際実
験に使用する楽曲の選定に手間取り，実験のサンプル数が少ない中で傾向をなかなかつかめず苦労をし
た。もっと多くの実験数を確保するなどの配慮が必要だったと思われる。２班はテーマの決定に時間が
かかり，全国の駅メロの傾向を体系化する際に少し偏りがあり，「人口別」の他にも多くの共通性で検
証する必要があったと思われる。ただ，この課題研究を通して，音楽が普段の生活に関わっていること
に目を向け，それらを深く考察する良い機会を得たと考える。さらに，①得られた実験結果や分析結果
を基にして，更なる実験を追加でおこなったこと。②自分たちで作品を試行錯誤しながら制作できたこ
と。③班内で役割分担が適切におこなわれ，研究→発表の流れがスムーズにおこなわれたこと。など，
今後に生かせる経験を得たと考える。 
 
○英語分野 
１．研究内容および方法 
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テゴリーに分類し，それぞれ２つの研究テーマを元に調査・検証を行った。 
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テーマ ① Our English is too 

late!! 
②バランスの良い英語教育 

①ディズニープリンセス
に見る女性像の変化 
②世界各国の映画の比較
とそこから学ぶ国の文化 

①SDGs から見えてきた社
会問題（日 vs 瑞） 
②なぜ差別は起こるのか 

各グループとも役割分担をしながら，インターネット等を活用して参考文献やデータを検索した。ま
２年生を対象にアンケート調査を行った班もあり，より充実した研究内容になるよう各班で工夫しなが
ら研究を進めていった。研究成果の発表会に向け，短い発表時間で効果的に相手に伝えるためにパワー
ポイントはどのようにすべきか等の議論も活発に行われた。 
２．まとめ 各班ともパワーポイントを活用し，工夫を凝らした発表を行っていたので，当初の目的は
ある程度達成できたと考える。課題としては，①テーマを絞りきれなかったため，より深い考察まで到
達できなかったこと，②論拠として用いたデータ等の妥当性が低い物が見られたことが上げられる。特
に②に関しては，自分たちのたてた仮説に有利なように考えてしまうことがあるので，データ等を客観
的に扱う姿勢を養うよう指導することがより一層必要であると考える。 
 
○数学分野 
１．研究内容・方法・検証 
 ３～５人程度のグループを編制し，グループで研究を行った。研究にあたり，教科書や参考書などの
文献やパソコン（インターネット）などを活用したり，自分達の手で計算を行うなどした。テーマ設定
や研究は以下のような進め方をした。 
・教科書で学んだ問題の設定を変え，より一般的な規則性（公式）を発見する。  
・正多角形などの図形に対して，正三角形，正方形，正五角形など具体的な図形について，研究を行

い，応用を考察した。 
・身の回りの事象に対して，数式化するなどして，研究を行った。 
研究発表はプレゼンテーションソフトを用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫をした。限られ

た時間の中で，より伝わりやすい説明を考えるなど試行錯誤しながらの活動となった。 
○生徒の取り組んだ課題 
完全順列を求める漸化式について，折り紙を使って正多角形を作る，開平方計算についての考察， 

三平方の定理の３次元立体への拡張，フィボナッチ数列を利用した図形の分割，条件を変えた際の条件
つき確率の興味深い変化について 
２．まとめ 
・本年は各班とも興味深いテーマを様々な角度からアプローチして，近年になく内容の充実した研究発

表会が行えた。 
・折り紙を用いた多角形の研究はもちろんのこと，開平方計算，フィボナッチ数列，条件つき確率の計

算でも，図形的な考え方を用いて説明したり考察を試みるグループが多くみられるなど，数学科教員
も感心する高いレベルの発表を行ったグループも複数みられた。 

・どのグループも研究活動を楽しみながら，積極的に取り組んでいた。活動を通して，問題解決のため
に数学を用いることの有用性を知り，数学や科学に対する関心が大きく高まったように思える。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究基礎」での経験を生かし，新たなテーマを設定することから始めた。まず，どの
ような実験道具や方法が必要か各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，
創意工夫を凝らした。実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実際に予備実験をしてみると結果が予
想に反することもあり，検証を進めながら，本当に実験が成立しているかを検討したり，再度実験方法
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事を目標に据え，全国の駅で使用されている駅メロの調査からその傾向を見いだし，長岡駅に最も相応
しい作品はどのような傾向によるものかを研究し，オリジナルの駅メロを作成した。 
２．まとめ １班は早くからテーマの設定ができ，アンケートの実施などスムーズに進んだが，実際実
験に使用する楽曲の選定に手間取り，実験のサンプル数が少ない中で傾向をなかなかつかめず苦労をし
た。もっと多くの実験数を確保するなどの配慮が必要だったと思われる。２班はテーマの決定に時間が
かかり，全国の駅メロの傾向を体系化する際に少し偏りがあり，「人口別」の他にも多くの共通性で検
証する必要があったと思われる。ただ，この課題研究を通して，音楽が普段の生活に関わっていること
に目を向け，それらを深く考察する良い機会を得たと考える。さらに，①得られた実験結果や分析結果
を基にして，更なる実験を追加でおこなったこと。②自分たちで作品を試行錯誤しながら制作できたこ
と。③班内で役割分担が適切におこなわれ，研究→発表の流れがスムーズにおこなわれたこと。など，
今後に生かせる経験を得たと考える。 
 
○英語分野 
１．研究内容および方法 
 課題研究に英語を選択した生徒 19 名を「英語教育・学習」「英語圏の文化」「国際比較」の３つのカ
テゴリーに分類し，それぞれ２つの研究テーマを元に調査・検証を行った。 
カテゴリー 英語教育・学習 英語圏の文化 国際比較 
テーマ ① Our English is too 

late!! 
②バランスの良い英語教育 

①ディズニープリンセス
に見る女性像の変化 
②世界各国の映画の比較
とそこから学ぶ国の文化 

①SDGs から見えてきた社
会問題（日 vs 瑞） 
②なぜ差別は起こるのか 

各グループとも役割分担をしながら，インターネット等を活用して参考文献やデータを検索した。ま
２年生を対象にアンケート調査を行った班もあり，より充実した研究内容になるよう各班で工夫しなが
ら研究を進めていった。研究成果の発表会に向け，短い発表時間で効果的に相手に伝えるためにパワー
ポイントはどのようにすべきか等の議論も活発に行われた。 
２．まとめ 各班ともパワーポイントを活用し，工夫を凝らした発表を行っていたので，当初の目的は
ある程度達成できたと考える。課題としては，①テーマを絞りきれなかったため，より深い考察まで到
達できなかったこと，②論拠として用いたデータ等の妥当性が低い物が見られたことが上げられる。特
に②に関しては，自分たちのたてた仮説に有利なように考えてしまうことがあるので，データ等を客観
的に扱う姿勢を養うよう指導することがより一層必要であると考える。 
 
○数学分野 
１．研究内容・方法・検証 
 ３～５人程度のグループを編制し，グループで研究を行った。研究にあたり，教科書や参考書などの
文献やパソコン（インターネット）などを活用したり，自分達の手で計算を行うなどした。テーマ設定
や研究は以下のような進め方をした。 

・教科書で学んだ問題の設定を変え，より一般的な規則性（公式）を発見する。  
・正多角形などの図形に対して，正三角形，正方形，正五角形など具体的な図形について，研究を行

い，応用を考察した。 
・身の回りの事象に対して，数式化するなどして，研究を行った。 
研究発表はプレゼンテーションソフトを用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫をした。限られ

た時間の中で，より伝わりやすい説明を考えるなど試行錯誤しながらの活動となった。 
○生徒の取り組んだ課題 

完全順列を求める漸化式について，折り紙を使って正多角形を作る，開平方計算についての考察， 
三平方の定理の３次元立体への拡張，フィボナッチ数列を利用した図形の分割，条件を変えた際の条件
つき確率の興味深い変化について 
２．まとめ 
・本年は各班とも興味深いテーマを様々な角度からアプローチして，近年になく内容の充実した研究発

表会が行えた。 
・折り紙を用いた多角形の研究はもちろんのこと，開平方計算，フィボナッチ数列，条件つき確率の計

算でも，図形的な考え方を用いて説明したり考察を試みるグループが多くみられるなど，数学科教員
も感心する高いレベルの発表を行ったグループも複数みられた。 

・どのグループも研究活動を楽しみながら，積極的に取り組んでいた。活動を通して，問題解決のため
に数学を用いることの有用性を知り，数学や科学に対する関心が大きく高まったように思える。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究基礎」での経験を生かし，新たなテーマを設定することから始めた。まず，どの
ような実験道具や方法が必要か各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，
創意工夫を凝らした。実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実際に予備実験をしてみると結果が予
想に反することもあり，検証を進めながら，本当に実験が成立しているかを検討したり，再度実験方法
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や道具を 良してより正確なデータが得られるように試行錯誤を り した。１ には「 普通
科課題研究発表会」があり，生徒 の活発な 応 や教員からのコメントを聞き，自 と相

を行い，研究成果を再検討した。 
２．まとめ まず，何について研究するのかテーマ設定にかなり時間をかけて検討していた。関心のあ
る 象は 々あるのだが，具体的にどのような実験で何を発見したいのかが定まるまでが大変である。
また，生徒たちは，実験の具体的設定を検討し，実験においてどのような条件を設定して，何を条件変
化させていくかを各グループの中で しく検討をしていた。条件設定の変化がどのような を結果に
もたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，様々な予想 の結果になることもあり，実験自体を
再検討する もあった。実験データが何を しているのか生徒 で 々 し合い考察する事により，
象を深く理解し，新たな発見や きなどを得ることができた。今後は，研究成果をまとめて，論文

作成を実施する。実験データのより深い理解を心 け，考察を進められるように指導していきたい。 
 
○ 学分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究基礎」を けて，新たにテーマ決めからスタートした。新 コロナ ィルスによ

る が明けた に３名から 名のグループ分け， にテーマ検討を行った。本時の「課題研究」
は，１学 に３コマ，２学 に コマの時間設定。 みにまとまった時間をとり研究が進んだ班もあ
った。１ 下 の発表会のテーマは次の通り 
① の ラス化と結 化 ②カフ インの 出 ③手作り化 を作ろう に役立つ化学  

を めてみた。 いろいろな の れの ち方の比較 
２．まとめ ２年生理数科でも課題研究を実施しているが，普通科理系は設定されている時間が限られ
ているので，事 の 備と研究の など，担当教 の が必要となった。２年次から化学基礎を
するので，化学の基礎的な知 が少ない からのスタートではあるが，長い 間に少ない回数の時

間設定なので対応できていた。発表会は１ であるが，それに向けて みを利用して実験のまとめ，
発表 習など 的に行っている姿があった。 しい中にも生徒自身が感 る 要度は高い を保っ
ているように見えて，課題解決 ・ 究 が向上していると思われる。 
 
○ 物分野 
１．研究内容および方法 
普通科理系の中で「生物」課題研究を選択した生徒は 19 名だった。19 名が， つの班に分かれて研

究を行った。11 回（１回２時間）の 業で研究を行うためには，時間的制 が大きい。しかし，科学研
究を追体験すべく，研究プロセス，論理的思考 ，発想 を 視した。テーマ設定 → 目的 → 仮
説 → 実験計画 → 結果 理 → 考察 → 課題と 。どの 程も科学的 拠をベースに，高 生らし
いアイデアを り込んで研究するよう指導した。 業時間内で わらない班は， 課後の時間を使い，
体的に研究を行った。また，実験を進める 程で新たな 問が き，積極的に追実験を行う班も見ら

れた。１ の課題研究発表会のテーマは，以下の通りである。 
① ロッコリースプラ トの成長と の関    ②シ ンプーが に える  
③ 度と 物の成長 進の関 について     味覚は視覚や 覚に されるのか 

物とイオンの成長の違いについて      反 経を効率的に える方法 
２．まとめ 時間的制 が大きい分，生徒の自 な発想をできる限り 視して進めた。そのため，科学
的 拠から し 感的になる も多々あり，その 度「それは何が 拠なのか 行研究はあるの
か ベースとなる事実は 」と 問を げ， 道 正した。その成果もあり，研究発表会では分かりや
すいパワーポイントで，各自が自 を って発表できていた。今後は，論文作成が えているため，発
表会で得られた成果をまとめ，研究内容を ラッシ アップできるよう指導していく。 
 
○ 学分野 
１．研究内容・方法・検証 
研究内容およ 方法  

学分 では， 年度の「課題研究基礎」を まえ，グループ にテーマ設定から 備を行わせ，仮
説設定，実験，分析，発表までの一 の流れで実施させた。今年度のテーマは「 数の違いによる さ
の違い～学 の が くなる ～」「 ル の を らす工夫」である。また，取り組みの成果
を検証するために，各生徒に「 り りシート」の を求めた。 
成果の検証  

・課題研究のテーマ設定は 分にできた。 
（あてはまる 3   ややあてはまる 6   ややあてはまらない    あてはまらない ） 

・実験の計画と実施は 分にできた。 
（あてはまる 3   ややあてはまる   ややあてはまらない 1  あてはまらない ） 

・研究発表の 備と本 は 分にできた。 
（あてはまる   ややあてはまる 3   ややあてはまらない 1  あてはまらない ） 

・課題研究基礎の経験を活かすことができた。 
（あてはまる 6   ややあてはまる   ややあてはまらない 1  あてはまらない ） 

２．まとめ 調査結果では全ての 目で「あてはまる」「ややあてはまる」に回 が 中した。 学分
は自 象をよく観察していないとテーマが見つけられず苦労する。そのため他 の研究レポート

を参考にすることになるが，元々題 も少ない。そのため，教員 で題 のデータベースを作成し
したが， 年度に比べてテーマ設定には苦労していた。これが年度 の特性であるかは次年度以 に検
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証していく。また，用意した時間が りずもっと み込んだ研究をしたかったという意見も多くみられ
た。テーマ設定に時間をかけす たことが理 であるが，どこまでテーマ設定に教 がフ ローをし
ていくべきか，更に研究していく必要がある。 
 
○ 分野 
１．研究内容および方法・  
２年生普通科の 普通科課題研究 保 体育（理系）は，①「高く たい」と②「応 による効果」

を研究テーマに選定し，２班に分かれ研究活動を行った。研究内容については次の通りである。①「高
く たい」は， 験 1 名の きで 方向へジ ンプする を 定し，高く ぶために
必要な要 を明らかにする目的で分析を試みた。一方②「応 による効果」は， の応 が スポ
ー のパフ ーマンスにどのような を えるのかを調査した。 グループともに，役割分担が明確
化されており，計画された課題研究の時間を有意 に利用できていた。①「高く たい」のグループ
は， 定時のパフ ーマンスを映像で し，スマートフ ンアプリケーション「 ゴトル」を用いて動
作分析を行った。結果， 時の のスイング 度と の高さに関 があることを導き出した。②「応

による効果」は が に える についてプロスポー ーム ームの 率 や 駅伝
観客である今年と 年の 比較 ，国体実 （開 の実 ）などを調査した。明確な結論に り
くことはできなかったが，多くのデータを するなかで，応 が果たす役割について一つの傾向を
み取ることはできた。 

２．まとめ 保 体育分 の研究活動は，本年度で２回目の試みである。 年度の反 を生かすべく，
担当教員は基本的に生徒の 体的な活動を し，それを すための や に 始した。施設
や備品の関 上，課題を設定する段 で多くの制 があるが，そこまでは順調に進行させることができ
た。その後，具体的な実験方法に が進 と，実験や 定の を公正に保つことの しさや， 感的
な仮説の科学的 拠を考 できずに作業が した。このプロセスを見 りながら，各生徒の基本的な
考え方に大きな偏りがあることと，設定された仮設が一般教科の学 レベルの割に極めて である
象を けた。 ラ 活動や 活動など，教科以 の教育活動における経験の中で思考 を高める必要
性を 感する。様々な で生徒 が に議論し，問題意 を ちながら研究を進めてく様 には
意 を感 るが，スポー 研究を深めるための基本的な視 や方法の 的な指導は であると感
る。 

 
○ 分野 
１．研究内容および方法 
２年生普通科（理系）の 普通科課題研究 （ ）を選択したのは 名であった。 生活に関す

る課題を決定するにあたり， 生活についての ーワー が多くあげられたため，「 適で 的な
生活」を共通テーマとし２班に分かれて①「お 当をおいしく見せる 」②「長高生のためのカレース
パイス」と研究内容を決定した。始めに課題についてインターネットや書 ，各種論文から を
行い，調べた内容をもとに実 ，実験等を通してさらに考えるという 求活動が行われた。①は に
おける心理的効果に 目し， 日 べているお 当のおかずと容 の の関 に 目した。 品や 理
の だけではなく容 の によっても味覚が変化するという仮説を立て，生徒を対象に調査を行い検証
を進めた。②ではカレースパイスがもつ 効果や りが す心理的 を調べた上で長岡高 生の
求めているカレースパイスの調合や配合を研究し，実際に生徒を対象に りをかいでもらい，その効果
について調査した。 
２．まとめ 研究テーマを決定するにあたり，「 生活に関する課題」は普段の生活に 着している
ため，テーマ は多 に るが，研究対象を進めるにあたって実験等を取り れる際，本 での設備

には制限があり生徒が課題を設定するまでに苦労があったようだ。しかし，い 研究課題が決まる
と生徒へのアンケート調査や実験を行うなど 業以 の時間を利用して自 的に研究を進める姿が見
けられた。今回の研究課題は対象となるものを比較検討するためのデータや条件の基 がやや で

生徒の感覚に るところがあり，今後はさらに明確にすることで研究調査の 度が高まると感 た。ま
たパワーポイントでの 作成について，聞く の立 に立った 作りや発表内容とのバランスを工
夫することで更にわかりやすい発表となることが できると感 た。 
 
 

２ ２ ２   理数 と  
 
 

２ ２  学英語   理 理数 と  
１．  

  
  
  
  

２．  上 の目標に沿って一 の活動に取り組 ことで， 
  
  
  

37



3  

 

 

や道具を 良してより正確なデータが得られるように試行錯誤を り した。１ には「 普通
科課題研究発表会」があり，生徒 の活発な 応 や教員からのコメントを聞き，自 と相

を行い，研究成果を再検討した。 
２．まとめ まず，何について研究するのかテーマ設定にかなり時間をかけて検討していた。関心のあ
る 象は 々あるのだが，具体的にどのような実験で何を発見したいのかが定まるまでが大変である。
また，生徒たちは，実験の具体的設定を検討し，実験においてどのような条件を設定して，何を条件変
化させていくかを各グループの中で しく検討をしていた。条件設定の変化がどのような を結果に
もたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，様々な予想 の結果になることもあり，実験自体を
再検討する もあった。実験データが何を しているのか生徒 で 々 し合い考察する事により，
象を深く理解し，新たな発見や きなどを得ることができた。今後は，研究成果をまとめて，論文

作成を実施する。実験データのより深い理解を心 け，考察を進められるように指導していきたい。 
 
○ 学分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究基礎」を けて，新たにテーマ決めからスタートした。新 コロナ ィルスによ

る が明けた に３名から 名のグループ分け， にテーマ検討を行った。本時の「課題研究」
は，１学 に３コマ，２学 に コマの時間設定。 みにまとまった時間をとり研究が進んだ班もあ
った。１ 下 の発表会のテーマは次の通り 
① の ラス化と結 化 ②カフ インの 出 ③手作り化 を作ろう に役立つ化学  

を めてみた。 いろいろな の れの ち方の比較 
２．まとめ ２年生理数科でも課題研究を実施しているが，普通科理系は設定されている時間が限られ
ているので，事 の 備と研究の など，担当教 の が必要となった。２年次から化学基礎を
するので，化学の基礎的な知 が少ない からのスタートではあるが，長い 間に少ない回数の時

間設定なので対応できていた。発表会は１ であるが，それに向けて みを利用して実験のまとめ，
発表 習など 的に行っている姿があった。 しい中にも生徒自身が感 る 要度は高い を保っ
ているように見えて，課題解決 ・ 究 が向上していると思われる。 
 
○ 物分野 
１．研究内容および方法 
普通科理系の中で「生物」課題研究を選択した生徒は 19 名だった。19 名が， つの班に分かれて研

究を行った。11 回（１回２時間）の 業で研究を行うためには，時間的制 が大きい。しかし，科学研
究を追体験すべく，研究プロセス，論理的思考 ，発想 を 視した。テーマ設定 → 目的 → 仮
説 → 実験計画 → 結果 理 → 考察 → 課題と 。どの 程も科学的 拠をベースに，高 生らし
いアイデアを り込んで研究するよう指導した。 業時間内で わらない班は， 課後の時間を使い，
体的に研究を行った。また，実験を進める 程で新たな 問が き，積極的に追実験を行う班も見ら

れた。１ の課題研究発表会のテーマは，以下の通りである。 
① ロッコリースプラ トの成長と の関    ②シ ンプーが に える  
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２．まとめ 時間的制 が大きい分，生徒の自 な発想をできる限り 視して進めた。そのため，科学
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すいパワーポイントで，各自が自 を って発表できていた。今後は，論文作成が えているため，発
表会で得られた成果をまとめ，研究内容を ラッシ アップできるよう指導していく。 
 
○ 学分野 
１．研究内容・方法・検証 
研究内容およ 方法  
学分 では， 年度の「課題研究基礎」を まえ，グループ にテーマ設定から 備を行わせ，仮
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成果の検証  
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を参考にすることになるが，元々題 も少ない。そのため，教員 で題 のデータベースを作成し
したが， 年度に比べてテーマ設定には苦労していた。これが年度 の特性であるかは次年度以 に検
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証していく。また，用意した時間が りずもっと み込んだ研究をしたかったという意見も多くみられ
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２．  上 の目標に沿って一 の活動に取り組 ことで， 
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．内容・方法 
１時間目 オリ ンテーション（ 業の目標と活動の説明） 

１回実習（折れ グラフを説明する表 の理解， 習） 
２時間目 ２回実習（① グラフ， グラフを説明する表 の理解， 習。②各種 計データに対

して適切な表 方法を選択し発表する 習） 
３時間目 ３回実習（ 計 の分析，適切な説明方法の考察） 

時間目 回実習（グループ活動 作成） 

５時間目 ５回実習（グループ活動 ，ポスター作成） 
時間目 回実習（グループ活動） 発表 完成  時数 のため発表活動には らず。 

．まとめ  年よりも２～３時間少ない計画の中で，生徒に最低限，身につけて しい英語表 を
し，何度も音 ，発表 習をさせ定着を図った。指導 は様々な 計 を生徒に し，１人

とりの生徒はグループメンバーと しながら，適切な説明方法について深く考察した。さらに，生徒
自らがより分かりやすい説明になるよう， 体的に調査し， 的な を に り込 姿勢が見ら
れた。以上のような活動を通して，他と して 体的に課題に取り組 姿勢を高めることを目的とし
た「科学英語 」は，一定の成果を上げることができた。時数 により，発表活動までには らなか
ったが，日 の英語の 業内でも「科学英語 」で習得した表 を使いこなす生徒の様 が見られ，仮
説についても 分に検証できたと する。 
 
 

２ ２  理   理数 と  
 
 

２ ２   
１．  普通科２年生文系生徒を対象に実施する。年度当初は への大学 問・ 業 問を予定し
ていたが，新 コロナ イルス感 拡大 を み，今年度は大学教 によるオンラインでの特別
のみの実施に変更する。 業の を通して学 ・学科研究を深める機会とするとともに，自ら学
問研究をする「知の 求 」としての姿勢を養い，学ぶことや社会で役割を担うことの意 を理解する。
また，大学の役割とそこで学ぶため必要な を知ることで， に向けた今後の高 生活の目的意
や行動規 の再確 と向上を目的とする。 
２．内容   日 ２年 1 日（ ） 

対象生徒 普通科２年生（文系）1 名 
内容  

 ① 大学文学  日本近   加   生 
   を学ぶということ 日本近   
    １ 大学の文系学 の 特  
    ２ 大学の教育がめ すものと 学の特  
    ３ 人としてどう生きるか 人と国  
 ② 大学文学  日本中世 ・社会    明 生 
   「 に向かって き出す」ということ 
    「サ 」「アト」という と時間 
    考えを進めてみると 
    き出す の に何を見たのか  
    たちはどこへ行くのか 
    学問するという み，大学という  
 ③ 応  
．検証  事後のアンケート結果を以下に す。  

「 あてはまる」～「 あてはまらない」の 段  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の活動を通して，当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒 々がいか

 

 

 

 

 

に行動に し， できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回 を して する。 
それぞれ を感 ることは違うが， になるためのプロセスは だというお があった。それ
は基本的人 が保 された上で成り立つことだと思うので，自分の利 や名 だけを求める国 では
いけないと思った。 
学 それぞれに されていること，具体的に何を学 考えるのか，ということは，進 を考える上
でとても参考になった。今回の は，自分の意見を つことができるとても良い機会になった。 
自分の進 を考えるために する という がとても 象に った。自分自身について関心を

もちたい。 
の たちの社会や考え方は， の にあるものなのだと き，  

 
 

１．  課題研究の手法を まえ 機 等を活用しながら，生徒の「 体的・対 的で深い学 」
につなげるより効果的な 業実 と 用的 の向上。 
２．研究内容・方法・検証 
内容およ 方法  

○ を活用した理解と深化に向けた 業の実  
業実  ・ 書内容をスライ で作成（PD ，Po erPoint 等）  ・デジタル教科書の利用 

・グラフ関数ソフトの利用  ・動画の活用 
○生徒間の対 を取り れた 学習による課題解決 や創 的な 
 学習 度を育成する 業の実  
本 では対 的な 業形式も に見られる。対 を通して相手の思 

考を み取り，自らの思考を 語化することで深い学 と創 的学習
度につながる。また， を対 的な 業の活性化・深化のきっかけ
として活用している も少なくない。 
○ による 業や学習  
今年は新 コロナによる 時 業 間中の学習 に の活用
方法の研究を行った。また， 時 業後も 的に の活用法を研究し実 もあった。 

実  
・ OOM・ EBE を利用した学年 会や 会の実施。 
・学習コンテン を作成し，動画で配 。  ・ OOM を利用した学習 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       を けるため のいる ラスの 映像を他 ラスで視 している。 
アンケート  
これら 業実 は，年間を通して 的に取り組んできたものであることから， 年 1 に実施

する全 生徒対象の 業アンケートを検証結果として す。 
理  
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1 

学

度

 

年度によって多少の差はあるものの 生徒の 業 は良 である。今後も「大変良い」の割合を
やせるように 活用を めた 業 を行う必要がある。 

．  ， 機 に関しては，以下の表の通りである。 
定プロジ ター（ ） 全学年各教 ，選択教 １ ，多目的教 １  

ポータ ルプロジ ター  

iPa   

e カメラ  

今年度は，新 コロナによる 時 業等により，これまで行われなかった 業等に対応するため
の e カメラ等の機 が 備された。また，年度 までに ス ール 想の一 で３年生の各教
に 定プロジ ター ，教員用 iPa ，生徒用 iPa 3 ，各教 に i i が 備され

るなど着実に ってきている。今後， を活用する上で りない 分を い出し，さらなる充実を
図っていく必要がある。ソフト では 業において によるオンラインで が数多く行
われたことで， の利用方法について本 で な活用研究が進み，これまでになく の活用

が大 に拡張した。今後は，教員も の知 ・ だけでなく， を用いた 用的 の
向上が求められる。そのためにも， 業の目標・目的に向けた効果的な の活用研究およ 業実

を今後も 的に行うとともに 内で 活用実 とその効果の 共有を行い，今後の生徒の
「 体的・対 的で深い学 」につなげる必要がある。 

２ 研  
理   

○
この 員会は 内の 指定 ５ ， 指定 １ ， 指定 ２ が参加し，高等学
教育課 立教育センター指導のもと，各事業の課題解決と な実施を図り，科学 人 ，

グローバル・リー ー 的 業人の育成を一層図るとともに各 の 究学習等の研究成果を
内の学 に普 することを目的として開 されている。 

　 日 ２年 日（ ） 理機関と 内 指定 ５ をオンラインで 実施。
各学 が自 の特 的な取組を し，その後， 応 を行った。 

○ 研究 法  会 新 立教育センター
２年 1 １日（ ） 
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3 

１ 研究    
１．     内 の 指定 や高等学 ，さらに，近 の中学 の生徒が一 に会して，課

題研究の発表や 応 による「研究発表 流」， 参加生徒が して実 課題
に取り組 「生徒 流会」を行い， の課題研究の につなげるとともに，
参加各 生徒の相 流により， 的な課題解決 を育成する。また，会の や
進行を長岡高 の生徒が行うことにより，本 生徒の 体性およ 性を育成する。 

２．     内 の 各 ，高 ，中学 生徒 
今年度は，新 コロナ イルス感 拡大 の観 から 9 人規 の発表会は実施できないた ，

は，各 の「 表グループ」の作品を相 に共有する取組とした。具体的には， 内 指
定５ （長岡・新 ・新発 ・ ・高 ）と 年の 参加 である 中 高 が，自 の 表グ
ループの作品を D D 等にまとめ，他５ に り合った。 

本 では，各 の発表要 を事 に生徒に配 し， の時間に発表動画を視 した。 

２ 学  
 １  の 学生に対して，実験体験を通 て，自 科学への興味・関心を たせ，自 科

学への理解を深めてもらう。 
２ 高 生が，実験の説明や指導を行うことを通 て，科学理論への理解を深め，論理的な

思考 およ 表 を高めるとともに，科学指導 としてのリー ー性を育成する。
研究内容・方法

１回 ２回 

日 時 新 コロナ イルス感 のため中  ２年 11 日（ ）1 ～16  

  長岡 コ ニティーセンター 長岡 立表 学  

対 象 ラ １～３年生  長岡 立表 学  年生 1 名 

テーマ  

文 ① で ルがこんに くに  

生物  せ!!チリメン ンスター 

化学  イラタンシー 象とは  

文 ② 回れ リップ ーター 

方法・手順 

a 自 科学系 ラ の生徒達 1 名が理科の 分 （物理・化学・生物・ 学）について，実験理論 実験

作の説明，また， 学生の実験 作の を行う。

つの実験 ースを作る。１つの ースを高 生３名が担当する。 学生を 班に分け，各実験 ースを

分間程度でローテーションしながら， 学生全員がすべての実験を行うことができるようにする。

実験 ース とに実験手 き書を作成し，そのプリントに いながら説明を行う。

にはあらか め「出 実験」の表紙を配 しておき，すべての ースでの実験を した後， の実

験書を表紙に み込み，保 の実験 を作成する。

検証および
１ 本 生徒およ 員に対する調査

 今回の取り組みによって，自分（高 生）にどのような がついたと思いますか。
身についた  今回（ ） 回（ 1） 々回（ 3 ） 

目的に応 たコ ニケーションがとれる  １  １  １  

表  １  １  ３  

チームワー を活用する ３  １  ２  

知 を応用する     

リー ーシップを発 する ５    

 

  

３ 表 学 出身の本 学生に対する調査

 出 実験 が長岡高 への進学に があったか。
① な理 になった （１） ②理 の１つになった１（ ） ③理 にはなっていない （ ） 

 次のことについて，どう思いますか。
自分が科学について 全くそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない 

学んでいるときは楽しい （２） ５（３） （ ） （ ） 

本を のが き １（１） １（３） ３（１） （ ） 

問題を解いているときが楽しい （１） ３（ ） １（ ） １（ ） 

知 を得ることは楽しい １（１） （ ） （ ） （ ） 

学ぶことに興味がある １（１） （ ） （ ） （ ） 

出 実験 について 全くそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない 

学生の ・要 に応えている ２（２） ３（３） （ ） （ ） 

学生が理科に興味をもつきっ

かけになる 
（ ） １（１） （ ） （ ） 

学生が今後の理科の 業に活

かすことができる 
２（３） １（１） ２（１） （ ） 

今後も けた方が良い ３（ ） ２（１） （ ） （ ） 

数 は人数。（）内は 年度数。 

３ から 問 を やし，表 学 の１ から， ラ での実施も加えている。
理科の内容は，教科書の中だけの世界に思われがちだが，本当は 日の生活の としたところにも理科
があり，それが役に立っていることを伝えるように工夫した。 ラ ではまだ理科を し
ていない 学 低学年の が対象となり，高 生達には年 層に応 た分かりやすい で 象を説
明し，さらに興味を たせ，自分達でもっと追求したいと思うようになることを目標とし指導した。各
班では 学生にどう説明するか考え，うまくいくように何回か しながら実験をする 習をした。これ
は，生徒達のプレゼンテーション の向上になるとともに，内容の深い理解を すことも できる。

ながら，コロナ イルス感 のため に一 になった で，本 ， ラ に通う
学 とも 業を実施することになり， ラ での実施は中 になり，表 学 のみ

の実施となった。 １ の結果では，生徒の結果では，コ ニケーション ，表 ，チームワー ，
上 であり，ここ数年は 傾向である。 学生に対して，チームワー を活用しながら自分たちの
を上手に表 し伝え，その時にどう伝わっているかを観察 察し，上手に伝わらなかった 合は，その
時の を的確に し行動できる がついたと考えられる。科学指導 としてのリー ー性の育成の
から見て，目的通りの生徒像の育成ができているものと考えられる。 ２ の結果からは， 学生から

は高い をもらっている。 学 ではこの 画を 学年の年間行事としてもらっており，担当教 か
らは， がこの行事を本当に楽しみにしていると っている。 学生の感想にも「身の回りの や
思議についてもっと知りたくなりました。」などの が 回多く見られ，中には「長岡高 に りた
くなりました。」など進学への が見られるような も見られた。 ３ では表 学 年生の時
に出 実験 （実施３回目）を体験した本 生５名（普通科５名）に当時のことについてのアン
ケート調査を行った。 年度と 等な結果で，全体的に「全くそう思う」「そう思う」の回 が多く見
られる。回 が少数であり，これだけで全体傾向をつか ことは しいが，実験内容は 象深く全員
がよく覚えていた。特に 後に当日行った実験を に した思い出などの があった。この事
は，出 実験 が科学に対する 向きな姿勢を 学 の時 に 成することに成 しており，本 へ
の進学に を えた な要 であると分析できる。 ２ との結果とも合わせると，目的どおりサイ
ンスの普 といった成果を達成できたと考えられる。

１ 楽しかったですか。 

２ 今回のような機会はこれ

からもあった うがよいです

か。 

３ 身の回りのことに

なぜだろうと考えること

が多くなると思いますか。 

とても楽しかった 9  ぜ またあった うがよい 1  以 より考える 9  

楽しかった 6 あった うがよい  以 と く考える 6 

あまり楽しくなかった  どちらかというとなくてもよい  以 と く考えない  

楽しくなかった  なくてもよい  以 より考えない  

回   回   回   
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 学 理数  
１．  中学生とその保 を対象に本 理数科の説明会およ 業を行い，科学への興味・関

心を高め，本 理数科およ の を発 する。 
２．内容 ２年 1 日（ ） 

～1   本 全体およ 理数科説明会  1 1 ～1  業  
11 ～11 3   生との 会 

参加      
業   

・数学 高 で学習する数学の 業を体験し，グループ学習を行った。 
・物理 の 下実験を通してその法則について学ぶ。 は， 文 の生徒が担当した。 
・化学 大 に関する 実験を行った。 は，化学 の生徒が担当した。 
・生物 ニワトリの心 の解 実験を体験する。 は，生物 の生徒が担当した。 

生との 会  中学生を つの教 に分け，各教 に理数科１ ２年生を数名ずつ配 した。
は， 生が高 生活や理数科の特 ，高 験に向けてのア バイスを した。後 は，中学生

を ～ 人の班に分け，各班内で 生が中学生や保 からの様々な 問に対して に えた。会
の 画から進行までの全てを 生が行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
． 参加 の 9 以上が内容について「 」・「やや 」と えていた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．まとめ 新 コロナ イルス感 への対 で制限を けることが多い中で，教員・ 生が工夫

を凝らし，さま まな切り口から理数科の を伝えられるように めた。 年 みに多くの中学生が
参加し， 率 からは開 されたことに関して感 する も聞かれた。中学生からは「理数科にしか
ない特別な行事がたくさんあると分かりました。 への見学や発表をするのも大変だと思うけれど，

のためにたくさんのことを経験するのは いなと，聞いて思いました。」などの感想が せられ，
本 に対する の大きさを感 るとともに の 要性を再確 した。 
 
 

 学 ま  
今年度は本 文化 の 公開を中 としたため，この取組も中 となった。 

 
 

 理 と  
の ・中学 との関わりにおいて，平成 9 年度より，長岡 教育 員会「長岡 理科教育セ

ンター」と を始めた。 内に 1 ある ・中学 の理科教育研究・普 を行う「新 理科教
育センター」の一つである。そこを起 として長岡 内の ・中学 と 流を図ることは， の理数系
教育の 興と科学 系人 育成の 進につながる。 年の取組は以下のとおりである。 
１． 研究 学  
２． 学 学研究  
． 学  

今年度は新 コロナ イルスの で 年の取組を中 とした。 
 

6 

 

 

 学研   
  世界的に特 のある自 をもつ ワイにおいて，生物・ ・ 象・ 体観 等のフィ

ール ワー ， 科学 体験， 大学での研 その事 事後研 を通 ，科学 系人 に
必要な「観察 」と「思考 ・表 等」を育成するとともに， 高 生との 流を通 て， 文
化理解や自 理解，国際的な視 を たせる。 年度以上に で発 する を やす事や，
でのグループ研究課題を える事により，より 体的に研 に参加できるようにする。この研 によっ
て，課題解決 を育成し， の を的確に理解し を適切に伝えるためのコ ニケーション

を高めることにより，グローバルな視 と国際感覚を ったリー ーとしての 養を育成する。 
  

（１）実施 間    
（２）参加     
（３）研   ① ラ ア 国立公 実習   

② パーパパ・ディスカバリーセンター 
③ イ ロア 文学センター・ ワイ 有 物  

 マ ナケア （オニ カ ジターセンター）での実習 
 ワイ大学マ ア 学生との科学 流と課題研究のプレゼンテーション 
 アリ ナ ・ ズーリ ・ 平 物  

（ ） での課題研究（理数科生徒のみ） 
年度実施「 ラ ア による大 の について」の追研究 

 
 学 と  

（１）事 学習  全 13 回実施 
・1 中 ～１ 上  

ワイの 要（ 理， ， ）等の調べ学習 
， ， 物，プレートテ トニ ス， 体観 に関する研 に関する研 （本 理科教員） 

・１ 中   
 

・1 後 ～２ 下    
英語でのコ ニケーション指導（本 英語科教員） 
英語での課題研究プレゼンテーション（長岡 科学大学大学 生， 学生） 

（２）事後学習 会 
・３ 下  各参加 の研究レポート 出 
・ 中  研究テーマ とのポスター，プレゼンテーション 作成 
・ 日  中学生対象の本 オープン ンパスでのポスター発表 
・ ２日 ～ 日  本 文化 （文化 ee ）でポスター発表 
 
  
（１）各研 の 度を 段

で させ，その平 を
す。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）研 を通して各 が向上する
度を 段 で えさせ，そ

の平 を す。 
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 学 と  
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・１ 中   
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（１）各研 の 度を 段

で させ，その平 を
す。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）研 を通して各 が向上する
度を 段 で えさせ，そ

の平 を す。 
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（３）研 を通して，自分自身の中で
最も向上させたい する

を複数回 であげさせた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）からは，フィール ワー 系の 問 の 度が 年度 様に高い。日本では見られない自
に れることを楽しみにしていることがわかる。また パーパパ・ディスカバリーセンターの数

が 年度より 加した。 に 学生科学 流の数 は 少した。参加 の説明会で各施設での研
内容をより具体的に したことで研 のイメージ けができ， 度が 加した一方で，科学 流

での英語を使ったプレゼンには を感 ていると考えることができる。 
（２）からは「自 の理解」「科学的な知 」「科学的思考 」「観察 実験の 」の数 が 年度
より 加した。（３）からは「国際感覚」「課題解決 」をあげる生徒が 年度より多くなった。（１）
と 様に説明会での各施設の研 内容の具体的 のしたことで研 のイメージ けができているこ
とによるものと考えられる。 

今後の自 科学系の事 研 や本研 が した後で，生徒の感覚がどう変化したかを調査し，この
研 の効果の検証を行った。 
 
  
１  

 今回 問した各研究施設について，実施 の 度と実施後の 度を，それぞれ で し
た平 の変化を す。 

  
なお，今回の研 の目的 であったマ ナケア は， での新規 工事のためア セス道 が

になり，オニ カ ジターセンターへの 動が になった。 まで実施方法を検討してもらっ
たが，スケジ ール的に 理になったため， 問 としてリチ ー ソン を追加した。 体観

は テル で実施した。 
 とんどの での数 が 加した。特に ワイ大学でのプレゼン研 の数 が大 に 加しており，
最初 に思っていた生徒も，実際の体験度を上 させたと考えられる。一方で， 年度数 が大 に

加した パーパパ・ディスカバリーセンターでの数 が 少している。初日であり，時差や が
れていないためと思われる。 年度も初日の研 の数 が大きくなかった。また， ワイ 有 物

は実際に 理された施設では く，イ ロア 文学センター で生育している 物を観察するだけ
であり，生徒の 象も く，数 が 少した。 
 
 
２  
今回の研 を通した の向上に関して，実施 の 度と実施後の向上度の変化を，それぞれ

で した平 の変化を す。 
 

 

 

 

  
研 後で「コ ニケーション 」「チ レンジ 」「自 の理解」「 究 」「 体性 積極性」

の数 が大きく上 した。また「国際感覚」「 文化理解」「グローバルな視 」「課題解決 」の数
は大きいままであり，本研 の目的は達成できたと考えられる。しかし， での ・実習内容の関

で，「観察実験 」を高めることはできなかった。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研 の「 文化理解」「表 」「 」「リー ーシップ」等の数 が低下し，研 後には

「コ ニケーション 」「自 の理解」「 」「語学 」等の数 が上 した。これは ワイ
大学での研 の効果が表れているものと考えられる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上の結果を 年度データと比較すると，研 後の 目 の数 にはあまり大きな変化は見られず，
本 の 研 においては一定の効果が見られると思われる。一方で数 が低下した 目は，研 の
数 比較を見ると，今年度参加した生徒に見られる特 であり，年度間の 差であるか，生徒 時の
アナ ンスの であるか，今後検証をしていく必要がある。 
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9 

検証
年度の研 実施により 明した問題 に対する を まえ，今年度の研 を計画実施した。こ

の事の検証を行う。 
問題  「 高 生との 流における 目的の 一 」 

本 の 高 生との 流の 目的は，生徒が自身の研究成果を発表しディスカッションを
行うことと考えてた。しかし け れる の条件は，どの高 であっても日本人と日本語で
の 流が 目的である。今年度は長岡高 の と 国の生活を発表させたが，文化的な
流にとどまり，本 の目的である科学的な 流を達成できるとは い い。 

 高 生との 流を し， ワイ大学マ ア の学生（大学 生）との 流も め，プレゼ
ンテーションの指導をしてもらう。生徒２～３名に学生１名を配 し，最 的に自身の課題
研究の発表を 上げて全体での発表を行い，他の学生からもコメントしてもらう。

検 証 初めての試みで手 りの で計画していった。課題研究でのテーマ設定とグループ化の
，発表 の英文化等で心配な も多々あったが，本 英語科教員の 業での指導成果に

よる生徒の ，長岡 科学大学の大学 生・ 学生からの指導もあり，最初心配してい
た生徒も研 後には一 楽しかったとの感想が聞けた。一方で国内で 大学生から指導を
けたことで， で学生が指導する内容が くなってしまった生徒もおり，国内 での学生
による指導のバランスを調 する必要がある。また， 大生が 心に指導することで予定し
た時間を大 に してしまった。学生の人数やスケジ ールも検討していく必要がある。 

２ 学研
年通り２ 下 から参加 1 名， 率２名，５ 日の日程で実施する予定であったが，計画

定の段 で新 コロナ イルス感 のため，日本 アメリカ合 国への出 国が制限されたことに
より，実施が であると し，中 することとした。 

１ 学 ・ 学  
本 では科学系 ラ として，「化学 」・「生物 」・「 文 」・「数学 」・「物理 会」があ

る。「化学 」・「生物 」・「 文 」は新 高等学 文化 に参加し，新 自 科学系 ラ の
大会へ参加するとともに，様々なコンテスト・発表会などに積極的に参加している。新 コロナ イル
スの で 人が まる文化 等は中 になったが，オンライン発表会や などの参加が えた。
今後も日 の活動を活発にしていきたい。
研究
○ 1 回 新 高等学 自 科学系 ラ 中間発表会 研 会 ２年 3 日（日） 

参加  化学 名，生物 名（計 1 名） 
会 「良い研究とはどのようなものか」長岡科学 大学 中 教  

各 活動 発表 生物 が発表。 
○ 1 回   

参加  化学 名，生物 名， 文 3名（計 39 名） 
活動 生物 ， 文 ・・・共に  
口 発表 生物  最  　   
ポスター発表 生物  発表 

○日本学生科学 　  「チリメンカワニナの研究 」
   

「 な の研究」 
２件「 りにくさの研究」，「 ・長高 手 計画」 

 

○アジア・ 平 の高 生の科学研究に関する国際会議（動画による参加）　
イン        

（ ） （  ）
○ 大学  一 「科学の 」出品 「 の作業課題への 」 
○ 大学ポスターセッション  出品 生物 生徒の研究

・ 学
・出 業 化学 ・ 文 ・生物 などの生徒が参加 今年は新 コロナのため年１回 
・長高科学 新 コロナのため，今年度は文化 が中 となり活動できなかった。 
・中学生対象 業 の理数科説明会時に化学 ・生物 ・ 文 に する生徒が理科

実験の 業を実施した。 

学
○高 生科学 チ レンジ 数学課題研究 出品２件
○新 計グラフコン ール 本 ５  出品
○科学系オリン ッ 等への参加

化学グランプリ 11 人 （ １ 人 3  人 9 人） 
日本生物学オリン ッ  人 （ １ 1 人 3  1 人 9 1 人） 
日本数学オリン ッ  １人 （ １ ５人 3  人 9 ２人） 

○新 高 生理数トップセ ナー（  科学の 新 予選）
理数学 コンテストにて最高得  　  

○かずさ 研究 「かずさの ンプ」１名参加（本 から２名 込）
○ 大学 「科学 の  養成 」１名参加（自 書による参加）
○高 生 カンフ レンス in 新  本 より３名参加

１名 表へ選 される  高 生 カンフ レンス全国サ ット参加 
○新 大学 サイ ンスセ ナー オンライン in インター 参加

文 「 下から の に る 」 ３年１ 1 日（ ） 
生物 「 伝 とは何か ～その実 と き方の 思議」 ３年１ 日（ ） 

○ 新 大学理学 出  ・化学 1 参加
化学 「 ルの を作ろう 」 ２年 1 日（ ） 

１ び
コロナ において，

○ 会（２年生理数科・理系対象）
日 ２年 1 日（ ） 
 大学特 教  大学名 教     様 

題 「生 科学の と課題」 
○ 特別 （２年生文系対象）

日 ２年 1 日（ ） オンライン 
 大学大学 人文社会系研究科文学  

教   加   様 「 を学ぶということ 日本近 」 
教    明 様 「 に向かって き出す」 

○意 発 会（１年生対象）
日 ２年 1 1 日（ ） 
 長岡 科学大学 教  本  様 

題 「 を える生き方の ント」 
○ 特別 （１年生全員対象）

日 ３年１ 日（ ） オンライン 
① 長岡 科学大学教    様（ 科学イ ベーション ） 
② 長岡 科学大学教  上   様（機 創 工学課程・ ） 

２  
学

  年， の 進 を３ （１ ２日）で 問していたが，コロナ のため中 とした。 
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題 「生 科学の と課題」 
○ 特別 （２年生文系対象）
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 大学大学 人文社会系研究科文学  

教   加   様 「 を学ぶということ 日本近 」 
教    明 様 「 に向かって き出す」 
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日 ２年 1 1 日（ ） 
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  年， の 進 を３ （１ ２日）で 問していたが，コロナ のため中 とした。 
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1 

 

 

研究 び  
コロナ ではあったが，教員の指導 向上や自 の や方向性の発見につなげることを目的として

教員を した。 
○新 立教育センター   「 ２年度課題研究指導法 」 

２年 1 １日（ ） 教 ２名（理科） 
○新 立新発 高等学   「S ien e Stu 」「S ien e itera 」（英語発表）公開 業 

２年 1 日（ ） 教 １名（英語科） 
○新 立新発 高等学   「S ien e Stu 」「Data S ien e Stu 」学年発表会公開 業 

２年 1 日（ ） 教 １名（国語科） 
 

 

  
今年度は以下のとおり視察に ていただいた。本 の取組の説明や 業見学 応 を行った。

本 としても ができ，大変有意 な時間となった。 
○ ２年 11 日（ ） 立 高等学   教 ２名  
○ ３年２ 日（ ） 一高等学  予定であったが中 となった。 

 
 
 
 

 内 お  

 

本 における の 進体制を次に す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の指定にあたり， の 分 に加え，上図に される に う分 を設定し，すべて

の教員を配 している。 の取組については，基本的にこの に う分 上の各班が中心とな

って， しながら進めている。 画会議は本 における 事業の 画・調 等を行う。

長， 長，教 ，教 ，進 指導 事，学年 ，数学科 ，理科 ，英語科 ，理数科

，理数科 で 成される。このことにより全 での 進体制を 化している。会議の時間は１

間の時間割の中に設定されており， １回の会議をもっている。 画会議のメンバーは各

進班の班長となっており， に関わるさま まな取組について，その取り組み を 画会

議に し，確 しながら にあたっている。さらに，全 員による 進体制を確実なものとするた

めに， 開 される定 の 員会議にて に関する として確 を行っている。  

 このような体制により，本 では に関わる取組について， 画から まで全 員が関わる形

で 進することができている。 

 

 指導 員の 名 今年度の開 日時   関 に  

和教育 教育 会

理数科 会 入学 会

生 学 保健 会

教育課程 会 会
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SSH

課 究
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会

Ｓ Ｓ 科 目 究
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Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ

に る

学年全体では，低下している様 が見られ

る。そこで ラスのうち２ ラスに相当す

る理数科について分析した。 

「全くそう思わない」はいないままだが，理

数科全体としてもやや低下していることが

み取れる。 

 と  

（ ） に る に  

年度当初に実施している科学に関する調査について，この 業する生徒の３年間を経年分析した。 

　 科学に関する調査（全５問）  このアンケートでは，科学に関する様々な事 についてのあなたの考えを

　　たず ます。科学とは，学 や学 以 （ え テレ ）で出合う， 科学，生物，化学， 科学ある

　　いは 理，物理に関 する事 を意味します。 

科学の 題について学んでいる時は，たいてい楽しい

2 科学についての本を のが きだ

3 科学についての問題を解いている時は楽しい

科学についての知 を得ることは楽しい

科学について学ぶことに興味がある

全ての問い・対象についても低下の が み取れる。今後，この要 について分析していく必要がある。 

1

1年全体

年全体
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ここで 

1  

（ ）  

１年生は年度初めに論理的な を検証することにしている。検証には「特定の課題に関する調査（論理的な思

考）」（平成２５年３  国立教育 研究  教育課程研究センター）を活用し，その調査結果の数 と本 生

徒の数 を比較する。なお，本年度は一 年と 年の１年生との比較を行う。問題は 年 様２問とする。 

① 人間開発指数について

出題の らい）本問は，論理的な思考の活動としては「仮説を立て，検証する」ものであり，問題の とし

ては「事象の関 性や を え，仮説を立てたり，検証したりできるかをみる」ものである。 

２年 ・ 実施     は 年の1年生，  は一 年の1年生。 はポイント。 

普通科の全問正解 の割合は 最高。１学年全体では 年よりアップし，一 年と 様の傾向となった。理

数科の生徒たちの方がより「仮説を立て，検証する」姿勢に長けているようだ。 

② カレン ーの 日

出題の らい）本問は，論理的な思考の活動としては「②必要な を 出し，分析する」ものであり，問題

の としては「自 科学に関する文 から を的確に み取り，それを基に 論することができるかどうか

みる」ものである。 

問１ ２年 ・ 実施   は 年の1年生，  は一 年の１年生。 はポイント。 

全国 1年普通科 1年理数科 1学年全体 

正解  1 9  63 3 6 6  9 9  

1問 正解 1  31 3 1 3  3 1 6  3 6 33  

それ以   1 13  3   11  11  9 1  

回 あり 1 9   3    3 9   3  3 6  

問２ ２年 ・ 実施   は 年の1年生，  は一 年の１年生。 はポイント。 

     
（正解）

  その他 解  

全国 3   9 9 9  1  6  9 9  

普通科 

6 

9  

6  

1 3 

 

9  

9 6 

11 3  

 

 

3  

6 1  

61 9 

3 6  

9  

9 

 

 

 

 

6 1  

 

 

 

1  

1 6  

1 6  

理数科 

 

1 3  

1 3  

1 3 

1 3  

6  

1  
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6  

3  

 

6  

 

 

61  

 

3  

6  

1 3 

 

6  

 

 

 

1 3 

16 3  

13  

１学年

全体 

1 

 

 

1 3 

 

1 3  

11  

11 9  

 

1 

3  

6  

6 1 

3 3  

9  

 

 

 

1 

 

6  

3 

 

 

9 

1  

19  

問１は 年，一 年と 様高い正解率であり，特に普通科は 最高 である。問２は 学科とも国立教育

研究 調査の正解率を大 に えている。年々正 率が上がっており， 回 も 少してきている。 

全国 1年普通科 1年理数科 1学年全体 

正解 3  1 3 1 9  63 3  3  

２問正解 31  3 3 1 3  3 6 3 19  3 3 9 9  

１問正解 1 6 11 1 3 13 9  1  6  9 1 1  

解   3   6  1 3  3   3 1   1 9  

（ ） ン  

年 に 出用のアンケートを実施しているが，対象は一 の 員に限られるため，今年度は本 の

体にアンケートを実施することで， に対する 員の え方を知る機会を設けた。  は問いの  

問２ 本 員の年 成について（アンケート回 のみ） 

問  問５ の取組において， 

問  問 の取組に参加したことで， 

多くの 員が，自発的に創 的な 業を実 しようとしており，また生徒の意 進を実感している。 

問  の取組に参加したことで，生徒

の学習全般や科学 ，理科・数学に対する

興味，姿勢， が向上したと感 ますか。 

問 や問 での内容を具体的に問いかける

内容であり，多くの 員が 向きにとらえて

いる。 

割合が最も高いのが 成果を発表し伝え

る であり，発表できる形まで創り上げよう

という姿勢が身についている。 

1 の自 性や 1 の対 的な姿勢，また

実を って明らかにしたい ち，な
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どの割合が高いのは，新しい学習指導要 にある「 体的・対 的で深い学 」に対応していることがうかがえる。 

一方で 13 の社会で科学 を正しく用いる姿勢，が大変向上したととらえる 員はゼロであり，研究 理に

関する指導が今後の本 のテーマとなろう。また， 1 の理科実験への興味や 11 の観 や観察への興味を向上

させるために，実験 度を やしたり，フィール ワー の機会を やすことも効果的であると思われる。 

問  生徒に特に効果があったと思う の取組はどれですか。 

最も高いのが 33 のプレゼンテーションする を高める学習である。この問にも，発表するまでが研究のまと

めであるという姿勢が表れている。 の科学 や の特別 ・ 会や の 人や班で行う課題研究

（自 の教員や生徒のみで行うもの）も高いようだ。一方低いのが， 39 の の生徒との共 課題研究や 1

の国際学会や国際シンポジ ムの見学である。今後の課題となる。 

問1  の取組に参加した

ことで，学 の科学 ，理科・

数学に関する 進的な取組が充実

したと思いますか。 

もともと充実していた，はゼロ。 の取組が学 に を えていることがわかる。 

問11 の取組を行うことは，下 のそれぞれの 目において を えると思いますか。 

生徒の リアに 関わる 3 と 9 が比較的高い を しているのに対し， 6 や といった本 の組

の り方に のある事 については低めである。 でも われている な組 に向けての き

かけが必要になってくる。 

まとめ

（１）より生徒の科学に対する意 は低調であるが，（２）より生徒の論理的思考 等の は高い。（３）から

員は生徒達の科学に対する姿勢は われていると感 ているが，生徒との意 差にも配慮する必要がある。 
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6 

  

 
研
究

 
び
 

研
究

方
・

 
 

 
研

究
び

研
究

方
 

２
（
平
成

～
9
年
度
）
に
取
り
組

中
で
見
え
て
き
た
課
題
を

ま
え
，

３
（
平
成

3
～

年

度
）
で
は
，
以
下
を
研
究
開
発
課
題
と
し
て

げ
，
次
の
よ
う
な
仮
説
を
設
定
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
 

 研
究

 
研
究

・
よ

学
 

仮
説
１

 
理
数
科
生
徒
に
対
し
て
「
課
題
研
究
」
実
施

間
を
長
く
し
，

分
な
テ
ー
マ
設
定
時
間
と
複
数
の

発
表
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
，
研
究
の

が
向
上
す
る
。
 

仮
説
２

 
普
通
科
生
徒
に
対
し
て
「
課
題
研
究
」
を
全
員
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
，
生
徒
の

体
性
と
課
題

解
決

が
高
ま
る
。
 

仮
説
３

 
論
理
的
思
考

・
的
思
考

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
高
め
る
こ
と
で
「
課
題
研
究
」

の
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る
。
 

仮
説

 
「
課
題
研
究
」
の
手
法
を
も
と
に
，
他
の

業
で
も

究
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
，
思
考

・

・
表

等
が
育
成
さ
れ
る
。
 

仮
説
５

 
生
徒
が
，

の
科
学

・
グ
ロ
ー
バ
ル
人

育
成
の
中

拠
の
取
組
に

体
的
に
関
わ
る
こ

と
で
，

体
性
・

性
が
育
成
さ
れ
る
と
共
に
，

の
理
数
系
教
育
の

進
が
図
ら
れ
る
。
 

 

仮
説
１

 
３

に
な
り
，
３
年
生
の

の
発
表
会
ま
で

し
て
研
究
を

け
る
た
め
，
１
年
生
の
「

」
の

1
か
ら
課
題
研
究
を
開
始
し
た
。
生
徒
は

に
っ
た
形
で
，
物
理
・
化
学
・
生
物
・

学
・
数
学
に
分

か
れ
，
数
名
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
研
究
を
開
始
し
た
。
１
年
生
で
は
，
ま
ず
テ
ー
マ
を
設
定
の
た
め
指
導
教
員
と

し
合
い
を

た
。
さ
ら
に
文
献
調
査
や
予
備
実
験
を

，
時
間
を
か
け
て
研
究
テ
ー
マ
を

め
て
い
っ
た
。
３

に

は
「

」
で
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
用
い
て
「
テ
ー
マ
設
定
発
表
会
」

中
間
発
表
①

を
実
施

し

た
。
そ
れ
を

ま
え
２
年
次
か
ら
の
「
課
題
研
究

」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

に
は
新

生
徒
研
究
発

表

会
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
中
間
発
表
②
）
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
，
新

コ
ロ
ナ

イ
ル
ス
の
た
め
，
一

に

ま
る
こ
と
は
中

し
た
。
し
か
し
，
新

５
と

中
高

と
で

表
班
の
発
表
動
画
を
共
有
し
，
相

に
視

し
合
っ
た
。
1

に
は
本

を
会

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を
用
い
て
中
間
発
表
③
を
行
っ
た
。
新

立
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導

事
（
物
化
生
数
各
一
人
ず
つ
計

人
）
か
ら

い
た
だ
き
，

的
な
知

や
い
視

か
ら
指
導

を
け
た
。
そ
の
後
の

議
会
で
は
課
題
研
究
を
担
当
す
る
教
員
に
対
し
て
も

な
ア

バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
，
更
に
大
学
や
学
会
の
科
学
系
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
発
表
を

し
，
課
題
研
究
の
経

と

を
行
い
，
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
た
い
。
 

仮
説
２

 
普
通
科
１
年
生
で
は

の
中
で
「
課
題
研
究
基
礎
」
を
実
施
し
，
普
通
科
２
年
生
で
は

で
「
課
題
研
究
」
に
取
り
組
ま
せ
た
。
１
年
生
で
は
，
物
理
・
化
学
・
生
物
・

学
・
数
学
の
分

で
数
人
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
，
そ
れ
ぞ
れ
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
，
科
学
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
に
し
た
が
っ
て
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
最
後

に
は

研
究

の
ま

と
め

を
行

い
，
「

」
で

学
ん

だ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
て

発
表

会
を

実
施

し
た

。

２
年
生
で
は
１
年
次
の
「
課
題
研
究
基
礎
」
で
育
成
し
た
科
学
的

養
等
を
も
と
に
，

体
性
と
課
題
解
決

の
更
な
る

長
を

目
指

し
た

。
文

系
生

徒
は

国
語

世
界

日
本

理
理

経
英

語
保

体
育

か
ら

，
理

系
生

徒
は

数

学
物
理
・
化
学
・
生
物
・

学
・
保

体
育

か
ら
，
数
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
，
研

究
活
動
を
行
っ
た
。
1

に
は
中
間

会
を
実
施
し
，
生
徒

の
意
見
の

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
１

に
は
課

題
研
究
発
表
会
を
行
い
，
３

に
か
け
て
論
文
を
作
成
し
た
。
２
年
目
の
活
動
だ
が
，
全
教
科
の
教
員
が
課
題
研
究
を
担

当
し
，
全

体
制
で
行
え
た
。
今
後
さ
ら
に

し
，
各
種
の
コ
ン

ー
ル
や
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
指

導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
 

仮
説
３

 
１
年
生
で
は

，
の

業
で
「

リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（

）
」

を
行
い
，
２
年
生
で
は

，
の

業
で
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
を
行
う
こ
と
で
，
論
理
的
思
考

・
的

思
考

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
育
成
を
目
指
す
。
１
年
生
の
「

」
は

，
業
の
３
時
間
を
１
セ
ッ
ト
と

し
て
，
３
つ
の
テ
ー
マ
（

の
知
・

・
生

理
）
に
つ
い
て
，
要

の
作
成
，
反
論
の
作
成
を
行
い
，
そ
の

度
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
・

を
行
う
こ
と
で
，
論
理
的
思
考

・
的
思
考

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
高

 

  め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
２
年
生
の
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
は
，

業
の
５
時
間
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
，
テ
ー
マ
（
コ
ン

ニ
時
間

業
の

，
制
度
の

）
に
つ
い
て
行
っ
た
。
生
徒
は
５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
，

選
で

各
グ
ル
ー
プ
を

定
，

定
と
し
て
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
。
立
論

，
，
反

，
最

論
と
進
め
，
最
後
に

は
，

で
あ
る
他
の
生
徒
が

定
す
る
。
こ
れ
は
，
正
解
の
な
い
問
題
を
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
，
事
実
を
見

と
し

た
り
誤
解
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
，

正
し
く
な
い
理
論
に
対
し
て
反
論
で
き
る
思
考

を
養
う
こ
と
等
に

よ
り
，
課
題
研
究
の

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２
年

に
，
ル
ー

リ
ッ

に
関
す
る

法
に

つ
い

て
的

に
研

究
し

て
い

る
新

大
学

学
学

長
の

教
と

新
大

学
経

本
教

育
の

有
教

に
教

い
た
だ
い
た
。
本

の
「

方
法
」
に
つ
い
て

よ
い

を
い
た

だ
い
た
が
，
一
方
で
，
生
徒
へ
の
フ
ィ
ー

バ
ッ

の
要
性
を
指

さ
れ
た
。
今
後
，
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

仮
説

 
通

業
で
も
課
題
発
見
を

し
た
り
，
思
考
を
活
性
化
・
深
化
し
た
り
す
る
た
め
の
「
発
問
」
，「

手
立

て
」
，「

教
具
」
な
ど
の
工
夫
が
か
な
り
進
ん
で
き
た
。

内
研

会
で
の
事

の
共
有

１
 

に
よ
っ
て
更
に
様
々
な
教
科
に
も

げ
て
い
き
た
い
。
 

仮
説
５

 
学

年
生
を
対
象
に
本

生
徒
が
，
理
科
の
出

実
験
を
行
う
こ
と
を

２
初
年
度
か
ら

し
て
実
施
し
て
き
た
。
さ
ら
に

３
で
は
，

学
低
学
年
の

が
ま
る
「

課
後

ラ
」
で

の
出

実
験
を
加
え
て
い
る
。
担
当
す
る
生
徒
達
は
，
実
験

備
か
ら
始
ま
り
当
日
の
実
験

，
コ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
，

科
学

へ
の

知
・

理
解

，
自

定
感

な
ど

の
向

上
を

自
覚

で
き

る
た

め
し

て
行

っ
て

い
く

。
さ

ら
に

，

長
岡

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の

を
化
し
て
，

の
・
中
学
生
の
理
数
系
教
育
を

進
し
，

の
中

拠
と
し
て

の
科
学

人
の
育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

 

 
 

１
．

学
 
 

 
 
 

３
年
生
理
数
科
課
題
研
究
発
表
会
や
新

生
徒
研
究
発
表
会
な
ど
に
よ
り
，

内
等
の
教
員
や

生
徒
と
研
究
成
果
を
共
有
す
る
。
ま
た
，

以
の
高
等
学

等
に
は
，
本

の
特

あ
る
活
動
を

知
す
る
と

と
も
に
，
本

の
取
組
の
実

を
も
と
に
新
教
育
課
程
に
お
け
る
「

合
的
な

究
的
の
時
間
」
や
「
理
数

究
」
な
ど

で
行
わ
れ
る

究
活
動
の
取
組
へ
の

を
行
う
。
 

今
年
度
の
新

コ
ロ
ナ

イ
ル
ス
に
よ
る

な
ど
に
よ
り
，
３
年
生
理
数
科
課
題
研
究
発
表
会
は
会

を
変
え

に
本

生
徒
の
み
で
実
施
し
た
。
ま
た
，
新

生
徒
研
究
発
表
会
は
ど
う
し
て
も
三

に
な
る
こ
と
か
ら
，
中

と
し
た
。
し
か
し
，
こ
の

で
新

５
と

中
高

の
表
動
画
を
そ
れ
ぞ
れ

り
合
い
，
生
徒

達
に
教

で
視

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
り
，

O
O
M
を
用
い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

業
を
実
施
し
た
り
な
ど
，
他

の

と
な
る
取
組
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も
，
本

の
取
組
の
成
果
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
，
新

大
学

教
育
学

長
岡
中
学

で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
へ
の
参
加
だ
。
1
1

19
日

本
理
数
科
生
徒

1
1
名
が
参
加
し

た
。
ま
ず
本

担
当
教

が
中
学
生
に
対
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
，
体
育

で
，
本

生
徒
が

業

で
行
っ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

し
た
。
そ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
中
学
生
が
ジ

ッ
ジ
し
た
後
，
中
学
生
は
自
分
た
ち

の
デ
ィ
ベ
ー
ト
会

と
な
る
教

へ
動
し
，
本

生
徒
は
ジ

ッ
ジ
と
し
て
そ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
参
加
し
た
。
 

 ２
．

理
と

 

の
・
中
学
生
の
理
数
系
教
育
を

進
し
，

の
中

拠
と
し
て

の
科
学

人
の
育
成
を
進
め
る
。

ま
た
，
参
加
す
る
高

生
の
実
験

，
科
学
へ
の
知

・
理
解
，
コ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

，
自

定
感
な
ど

が

向
上
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
，
新

コ
ロ
ナ

イ
ル
ス
の

で
い
ず
れ
の
事
業
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

年
度
以

実
施
す
る
際
に
は
参
加
し
，
成
果
の
普

に
め
て
い
き
た
い
。

 
○
「
長
岡

生
徒
科
学
研
究
発
表
会
」
の
参
加
 

「
中
学
生
科
学
研
究
の

」
と
し
て
，
本

教
員
が
高

生
の
課
題
研
究
の
内
容
を
，
参
加
し
て
い
る
中
学
生
に
対

し
て
発
表
し
て
い
た
。
 

○
長
岡

教
育

員
会

「
科
学

究
」
の
参
加
 

「
の
科
学

へ
の

」
と
し
て
本

生
徒
と
教
員
が
参
加
し
，
中
学
生
に
対
し
て
高

生
が
実
験
や

の

ア
バ
イ

ー
を

め
，
さ
ら
に
高

で
の
課
題
研
究
を
中
学
生
に
発
表
，

す
る
と
い
う
取
組
で
あ
っ
た
。
 

 
．

 

活
動
に
つ
い
て
，
本

ー
ム

ー
ジ
に
活
動

を
時

し
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

て
多
く
の
関

へ
成
果
を

す
る
。
ま
た
，
新
聞
等
マ
ス
コ

へ
の

を
積
極
的
に
行
い
，
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
成
果

を
発

す
る
。
さ
ら
に

ー
ム

ー
ジ
な
ど
で

業
生
と

的
に

を
と
り
あ
い
，

事
業
を
高
等
学

だ
け

で
わ
ら
な
い
科
学

人
育
成
へ
の
取
組
に
発

さ
せ
て
い
く
。
 

どの割合が高いのは，新しい学習指導要 にある「 体的・対 的で深い学 」に対応していることがうかがえる。 

一方で 13 の社会で科学 を正しく用いる姿勢，が大変向上したととらえる 員はゼロであり，研究 理に

関する指導が今後の本 のテーマとなろう。また， 1 の理科実験への興味や 11 の観 や観察への興味を向上

させるために，実験 度を やしたり，フィール ワー の機会を やすことも効果的であると思われる。 

問  生徒に特に効果があったと思う の取組はどれですか。 

最も高いのが 33 のプレゼンテーションする を高める学習である。この問にも，発表するまでが研究のまと

めであるという姿勢が表れている。 の科学 や の特別 ・ 会や の 人や班で行う課題研究

（自 の教員や生徒のみで行うもの）も高いようだ。一方低いのが， 39 の の生徒との共 課題研究や 1

の国際学会や国際シンポジ ムの見学である。今後の課題となる。 

問1  の取組に参加した

ことで，学 の科学 ，理科・

数学に関する 進的な取組が充実

したと思いますか。 

もともと充実していた，はゼロ。 の取組が学 に を えていることがわかる。 

問11 の取組を行うことは，下 のそれぞれの 目において を えると思いますか。 

生徒の リアに 関わる 3 と 9 が比較的高い を しているのに対し， 6 や といった本 の組

の り方に のある事 については低めである。 でも われている な組 に向けての き

かけが必要になってくる。 

まとめ

（１）より生徒の科学に対する意 は低調であるが，（２）より生徒の論理的思考 等の は高い。（３）から

員は生徒達の科学に対する姿勢は われていると感 ているが，生徒との意 差にも配慮する必要がある。 
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理
数

研
究

 
び

３
年

生
 

学
設

定
科

目
に

て
実

施
 

２
年

生
 

学
設

定
科

目
に

て
実

施
 

物
理

分
（

件
）

 

バ
ッ

ト
の

に
る

 

ー
パ

ー
リ

ッ
ジ

に
つ

い
て

の
実

験
 

し
 

ち
に

つ
い

て
の

研
究

 

化
学

分
（

３
件

）
 

長
ち

計
画

 

に
が

り
の

度
と

の
ら

か
さ

の
関

 

オ
リ

ジ
ナ

ル
セ

ッ
ケ

ン
で

れ
を

と
そ

う

生
物

分
（

件
）

 

に
よ

る
法

イ
シ

ラ
の

有
効

利
用

物
は

の
で

よ
く

育
つ

か

チ
リ

メ
ン

カ
ワ

ニ
ナ

に
お

け
る

深
の

層
の

形
成

と

い
た

の
 

１

学
分

（
１

件
）

 

バ
ッ

ー
タ

ー
象

の
発

生
条

件
 

数
学

分
（

１
件

）
 

２
が

特
な

性
を

つ
自

数
の

組
 

・
日

本
人

の
イ

ッ
ト

や
り

す
問

題

・
方

に
つ

い
て

・
少

な
い

時
間

で
効

率
よ

く
る

た
め

の
最

適
な

方
法

と
は

・
日

本
の

解
率

と
そ

の

・
（

）
の

大
の

理

・
の

調
査

・
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

・
誤

性
を

ら
す

・
知

の
数

と
予

法
に

つ
い

て

・

１
「

日
本

学
生

科
学

」
新

査
 

最
 

中
予

備
査

を
経

て
中

最
査

へ
 

物
理

分
（

５
件

）
 

体
が

容
を

伝
う

象
の

に
つ

い
て

 

り
に

く
さ

の
研

究
 

５
 

き
に

関
す

る
研

究
 

紙
の

い
方

に
関

す
る

研
究

 
１

２
３

 
 

れ
た

本
の

か
し

方
に

つ
い

て
 

化
学

分
（

件
）

 

な
の

研
究

 
 

身
近

な
に

よ
る

セ
ラ

ッ
ス

の
生

成

・
長

高
手

計
画

 
３

５
 

解
ス

ズ
め

っ
き

に
関

す
る

研
究

 

生
物

分
（

件
）

 

サ
カ

メ
ム

シ
の

法
に

つ
い

て

ジ
ゴ

ケ
の

発
生

理
に

る

果
向

上
の

た
め

の
法

イ
シ

ラ
の

カ
性

に
つ

い
て

学
分

（
１

件
）

 

ラ
ッ

ア
イ

ス
バ

ー
ン

の
発

生
条

件
に

関
す

る
研

究
 

数
学

分
（

２
件

）
 

数
で

な
い

１
 

３
 

り
と

行
列

を
用

い
た

数
列

の
生

成
 

  

 

 
 

 
 

１
「

全
国

研
究

発
表

会
」

表
 

 
２
「
国
際
科
学
会
議

h
e
 

t
h
 
s
i
a
 
P
a
i
i
 
 

on
e
re
n
e 
o
 
o
un
g 
S
i
en
ti
st
s 

（
P

S
 

）
」

表
 

３
「

理
数

科
サ

イ
ン

ス
コ

ー
ス

課
題

研
究

 
発

表
会

」
学

長
 

「
日

本
学

生
科

学
」

新
査

 
 

５
「

日
本

学
生

科
学

」
新

査
 

 

「
計

グ
ラ

フ
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ー

ル
（

内
査

） 
「

新
グ

ラ
フ

コ
ン

ー
ル

」
の

大
会

 
最

 
「

計
グ

ラ
フ

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ー
ル
（

内
査

） 
「

新
グ

ラ
フ

コ
ン

ー
ル

」
の

大
会

 
特

別
 

 

  

 
研

究
・

・
・

 
２

理
び

 
 学

設
定

科
目

「
」

に
て

実
施

 

理
 

 

分
 

 
 

分
 

数 学
  

・
完

全
順

列
の

公
式

 

・
折

り
紙

を
使

っ
て

正
多

角
形

を
作

る
 

・
開

平
法

 

・
三

平
方

の
定

理
の

拡
張

 

・
積

の
変

わ
る

図
形

 

・
女

の
の

生
ま

れ
る

確
率

 

語
  

・
高

生
に

聞
く

相
手

に
よ

っ
て

変
化

す
る

の

違
い

 

・
長

岡
の

方
と

共
通

語
の

ア
セ

ン
ト

の
違

い
を

見

つ
け

る
 

・
文

学
と

文
学

の
と

結
の

比
較

 

・
オ

マ
ト

が
え

る
象

 

・
取

物
語

 

・
時

と
の

文
化

 

理

  

物
理

分
（

）
 

・
紙

行
機

の
や

形
を

変
え

る
と

行
時

間

や
は

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
か

 

・
と

 

・
反

経
を

効
率

的
に

き
た

え
る

方
法

 

・
マ

ス
着

用
に

よ
る

の
変

化
 

・
ス

加
に

お
け

る
ネ

ル
ー

保
の

法
則

の
研

究
 

・
カ

ー
ル

い
さ

ん
の

ぶ
の

実
 

化
学

分
（

）
 

・
の

ラ
ス

化
と

結
化

 

・
カ

フ
イ

ン
の

出
 

・
手

く
り

化
を

つ
く

ろ
う

 

・
に

役
立

つ
化

学
 

・
を

め
て

み
た

 

・
い

ろ
い

ろ
な

の
れ

の
ち

方
の

比
較

 

生
物

分
（

）
 

・
度

と
物

の
成

長
進

の
関

に
つ

い
て

 

・
味

覚
は

視
覚

や
覚

に
さ

れ
る

の
か

 

・
物

と
イ

オ
ン

の
成

長
の

違
い

に
つ

い
て

 

・
反

経
を

効
率

的
に

き
た

え
る

方
法

 

・
ロ

ッ
コ

リ
ー

ス
プ

ラ
ト

の
成

長
と

の
 

関
 

・
シ

ン
プ

ー
が

に
え

る
 

学
分

（
２

）
 

・
数

（
高

さ
）

の
違

い
に

よ
る

あ
つ

さ
 

・
ル

の
を

ら
す

工
夫

 

  

日
本

分
（

）
 

・
を

通
し

て
長

岡
は

生
ま

れ
変

わ
っ

た
の

か
 

・
新

に
社

が
多

い
理

 

・
が

い
た

長
岡

の
と

は
 

・
高

か
ら

出
し

た
と

の
 

世
界

分
（

）
 

・
教

の
の

 

・
 

・
の

か
ら

学
ぶ

新
コ

ロ
ナ

イ
ル

ス
の

こ

れ
か

ら
 

・
の

か
ら

学
ぶ

 

理
分

（
）

 

・
し

に
物

を
使

っ
た

理
が

あ
る

の

は
な

ぜ
か

 

・
道

が
何

で
そ

の
に

お
か

れ
た

の
か

 

・
世

界
の

み
や

す
い

の
共

通
や

特
に

つ
い

て
 

・
機

の
形

と
理

的
特

 

・
に

よ
る

品
の

味
・

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

違
い

 

・
方

の
違

い
（

新
）

 

理
分

（
１

）
 

・
体

験
 

経
分

（
２

）
 

・
日

本
の

 

・
を

な
く

す
た

め
に

は
 

 

２
 

・
高

く
た

い
 

・
応

に
よ

る
効

果
 

英 語
  

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

プ
リ

ン
セ

ス
に

み
る

女
性

像
の

変
 

・
世

界
各

国
の

 

・
O
ur

 E
ng

li
s
h 

is
 t

oo
 l
a
te

 

・
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

英
語

教
育

 

・
か

ら
見

え
て

き
た

社
会

問
題
（

日
瑞

）
 

・
な

ぜ
差

別
は

起
こ

る
の

か
 

 

２
 

・
お

当
を

お
い

し
く

見
せ

る
 

・
世

界
の

カ
レ

ー
の

ス
パ

イ
ス

 
 

２
 

・
視

覚
と

覚
の

関
 

・
音

楽
と

作
業

効
率

の
関
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理
数

研
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３
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生
 

学
設

定
科

目
に

て
実

施
 

２
年

生
 

学
設

定
科

目
に

て
実

施
 

物
理

分
（

件
）

 

バ
ッ

ト
の

に
る

 

ー
パ

ー
リ

ッ
ジ

に
つ

い
て

の
実

験
 

し
 

ち
に

つ
い

て
の

研
究

 

化
学

分
（

３
件

）
 

長
ち

計
画

 

に
が

り
の

度
と

の
ら

か
さ

の
関

 

オ
リ

ジ
ナ

ル
セ

ッ
ケ

ン
で

れ
を

と
そ

う

生
物

分
（

件
）

 

に
よ

る
法

イ
シ

ラ
の

有
効

利
用

物
は

の
で

よ
く

育
つ

か

チ
リ

メ
ン

カ
ワ

ニ
ナ

に
お

け
る

深
の

層
の

形
成

と

い
た

の
 

１

学
分

（
１

件
）

 

バ
ッ

ー
タ

ー
象

の
発

生
条

件
 

数
学

分
（

１
件

）
 

２
が

特
な

性
を

つ
自

数
の

組
 

・
日

本
人

の
イ

ッ
ト

や
り

す
問

題

・
方

に
つ

い
て

・
少

な
い

時
間

で
効

率
よ

く
る

た
め

の
最

適
な

方
法

と
は

・
日

本
の

解
率

と
そ

の

・
（

）
の

大
の

理

・
の

調
査

・
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

・
誤

性
を

ら
す

・
知

の
数

と
予

法
に

つ
い

て

・

１
「

日
本

学
生

科
学

」
新

査
 

最
 

中
予

備
査
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経
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中

最
査

へ
 

物
理

分
（

５
件
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体
が

容
を

伝
う
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の

に
つ

い
て

 

り
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く
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研

究
 

５
 

き
に

関
す

る
研

究
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い
方

に
関

す
る
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究

 
１

２
３

 
 

れ
た

本
の

か
し
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い
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化
学

分
（

件
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な
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究

 
 

身
近

な
に

よ
る

セ
ラ

ッ
ス

の
生

成
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長

高
手

計
画

 
３

５
 

解
ス
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っ
き
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メ
ム

シ
の

法
に

つ
い
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ジ
ゴ

ケ
の

発
生

理
に

る

果
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上
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た
め
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法

イ
シ

ラ
の

カ
性

に
つ

い
て

学
分

（
１

件
）

 

ラ
ッ

ア
イ

ス
バ

ー
ン
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発

生
条

件
に

関
す

る
研

究
 

数
学
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（

２
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）
 

数
で

な
い
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３
 

り
と

行
列

を
用
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3 

１
２

 
め

よ
と

２
２

 
（
熊
谷
様
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
）

指
導

員

 
名
 

 
役

 
 
名
 

 
役

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
（
書

開
，
以
下
１
，
２
に
つ
い
て

な
意
見
・

問
と
学

の
回

）

１
 

２
年

度
新

立
長

岡
高
等
学

ス
ー
パ
ー

サ
イ

ン
ス

イ
ス

ー
ル

事
業
計
画

書
に

つ
い
て

 

コ
ロ

ナ
に

お
け

る
 

計
画
の

れ
や
中

は
や

を
得
な
い
の
で
，

ス
ケ
ジ

ー
ル
を
と
ら
ず
に

全
性
を
確
保
す
る
。

年
の
や
り
方

を
積
極
的
に
変
え
て
い
く

機
と

え
，

な
で
生
徒
の

究
心
を
向
上
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

し
い
。
 

仮
説
５
に
か
か
わ
る
事
業
（
出

業
等
）
の

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

中
学
生
対
象
の

業
は

1
日
（

）
開

の
「
理
数
科
説
明
会
」
で
実
施
予
定
。
長
岡

立
表

学

で
の
出

業
は
今
後

学
と
相

の
上
，
実
施
の

を
検
討
。
中

と
な
っ
た
事
業
は

年
度
実
施
予
定
。
 

の
活
用
 

・
対

と
で
は
得
ら
れ
る
効
果
が
違
う
。

を
組
み
合
わ
せ
て
，
機
会
を

げ
て

し
い
。

流
の
発

と
し

て
，
長
岡
高

が
イ
ニ
シ
ア
チ

を
と
り
，

内
が

し
て
共

研
究
を
す
る
の
も
良
い
の
で
は
。

・
研
究
発
表
動
画
を

る
等
，
３

を
け
て
の
実
施
は

で
き
る
が
，
完
全
一
方
通
行
な
の
で

が
し
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
を

に
す
る
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
正
確

意
思
伝
達
・
理
解
に
は
，

論
理
的
思
考

・
的
思
考

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
要
求
さ
れ
，
う
ま
く
利
用
す
れ

よ
い

習
に
な
る
。
 

課
題

研
究
の

実
施

間
の

長
化
に
つ

い
て
 

分
な

テ
ー

マ
設

定
時

間
を

確
保

し
て

も
，

フ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
機

し
な

け
れ

時
間

の
。
「

複
数

の
発

表

機
会

を
設

け
る

」
こ

と
も

，
発

表
の

た
め

の
結

論
を

と
「

研
究

の
内

容
」

が
か

に
な

り
か

な
い

の
で

，
「

中

経
の
発
表
」「

次
の
ス
テ
ッ
プ
に

げ
る
た
め
の
発
表
」
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

時
間
確
保
が

し
い
中
，
研
究
の
ど
の

分
を
長
く
し
た
の
か
。
 

文
献
調
査
や
テ
ー
マ
設
定
の
時
間
を
長
く
し
，
ま
た
発
表
の
機
会
を
複
数
回
設
け
た
。
発
表

後
で
研
究
を
ま
と
め
，

指
導

か
ら

を
く

こ
と

で
，

や
新

た
な

課
題

を
見

い
だ

し
，

研
究

の
深

化
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。
 

各
段

で
か

か
っ

た
時

間
（

テ
ー

マ
決

定
，

研
究

備
の

関
み

込
み

と
仮

説
設

定
，

実
験

，
検

証
，

ま
と
め
）
は
。
段

と
の
時
間
を
知
る
こ
と
で
，
苦
労
し
た
段

が
わ
か
り
，
指
導

に
つ
な
が
る
。
 

理
数
科
は
，
１
年
生

1
か
ら

年
間
で
グ
ル
ー
プ

と
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
そ
の
際
，

や
他

の
論
文
を
参
考
に
興
味
あ
る
分

を
見
つ
け
予
備
実
験
を
行
っ
た
り
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
文
献
を

す
。
１
年
生
３

の
テ
ー
マ
発
表
会
で
の
指

を
け
，
２
年
生
か
ら
研
究
を
始
め
る
。
２
年
生
で
は
中
間
発
表
会
を
２
回
行
う
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
の
ま
と
め
や
他

の
研
究
発
表
の
見
学
，

指
導

か
ら
の

な
ど
か
ら
，

や
新
た
な
課
題
を

見
い
だ
し
，
研
究
の
深
化
に
つ
な
げ
る
。
そ
の
後
３

ま
で
研
究
を

し
，
３
年
生
の

中
に
最

発
表
会
を
行

う
。
 

に
つ
い

て
 

・
ル
ー

リ
ッ

は
，
成

の
一

性
・
公
平
性
と
学
習

や
得

の
正
確
な

と
の

合
い
を

考
え
な
が
ら
，
ル
ー

リ
ッ

表
を

え
ず

す
る
必
要
が
あ
り
，
経
年
変
化
を

す
る
際
に
も

意
が
必
要
。

・
生

徒
の

行
動

変
容

の
方

法
に

つ
い

て
の

指
導

を
け

た
の

は
良

い
試

み
。
「

が
人

を
育

て
る

」
と

 

わ
れ
る
の
で
，「

長
岡
高
等
学

事
業
を
通
し
て
変
容
し
た
生
徒
像
」
を
生
徒
に

す
と
良
い
。
 

仮
説
全
体
に
つ
い
て
，
ど
の
よ
う
な

方
法
を
と
る
の
か
。
 

ル
ー

リ
ッ

か
ら
得
ら
れ
る
数

デ
ー
タ
と
，
意

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
得
ら
れ
る
結
果
を
，
年
度

と
に
比

較
し
て
生
徒
の

の
長
を
検
証
す
る
。
ま
た
各
事
業
に
関
し
て
，
生
徒
・
教
員
・
そ
の
他
参
加

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
検
証
し
，
必
要
な

を
行
う
。
さ
ら
に

指
導

員
か
ら
の
意
見
を
各
事
業
の

に
つ
な
げ
る
。
 

そ
の

他
 

・
仮
説
２
に
つ
い
て
，
全
員
に
取
り
組
ま
せ
れ

体
性
と
課
題
解
決

が
高
ま
る
と
い
う
の
は
短

的
。

・
学

際
的

な
は

今
後

必
要

に
な

る
の

で
，

普
通

科
１

，
２

年
生

が
研

究
開

発
に

参
加

し
て

い
る

の
は

ら
し

い
。
 

・
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
は
，
科
学
的
で
自

な
思
考
，
発
想
の

に
す
る
。

・
業
公
開
は
あ
る
程
度
公
開
対
象
の
的
を
絞
っ
て
，
対
象
に
合
わ
せ
た

業
を
公
開
す
る
と
よ
り
効
果
的
。

・
「
想
定
さ
れ
な
い

問
に

機
応
変
に
対
応
す
る

」
が
今
後
の
社
会
で
は
必
要
。

事
業

に
お

け
る

サ
イ

ン
ス

は
，

い
わ

る
「

自
科

学
」

の
み

を
指

す
の

か
，「

社
会

科
学

」
の

よ
う

な
も
課
題
研
究
と
し
て
扱
う
の
か
。
普
通
科
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
課
題
研
究
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

普
通

科
で

は
「

人
文

科
学

」
や

「
社

会
科

学
」

の
も

テ
ー

マ
と

し
て

扱
う

。
年

の
研

究
テ

ー
マ

は
，
「

平

時
と

の
様
の
考
察
」
「

に
る

に
つ
い
て
の
研
究
」
な
ど
。

２
 

２
年

度
理

数
科

サ
イ

ン
ス

コ
ー
ス

 
課

題
研
究

発
表

会
要

に
つ
い
て

 

テ
ー

マ
設
定

に
つ

い
て
 

研
究
テ
ー
マ
の
着
想
に
は
興
味
深
い
も
の
が
多
い
。
日

生
活
や

習
事

と
関

す
る
テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
，
理
科
の

見
方

・
考

え
方

を
生

か
し

て
研

究
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

行
研

究
か

ら
き

い
だ

研
究

が
え

た
は

ま
し

い
。

研
究

は
，
「

時
間

が
た

ら
理

に
結

論
を

出
す

」
こ

と
な

く
っ

く
り

と
取

り
組

め
る

こ
と

，
後

へ
「

正

確
に
伝
え
る
」
た
め
の

が
で
き
る
こ
と
な
ど
利

が
多
い
。
 

要
の
内
容

に
つ

い
て
 

・
い
た
い
こ
と
が

分
に
表

さ
れ
て
い
な
い
要

が
多
い
。
発
表
内
容
を

め
る
時

を
早
め
る
と
と
も
に
，
研
究

の
各
段

で
実
験
結
果
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
，
他
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
文
書
で
自
分
の
考
え
を
表

し
，

を
け

る
機
会
（

時
に
人
の
文
書
を

的
に

に
も
な
る
）
を
取
り

れ
ら
れ
な
い
か
。

・
研
究
の
目
的
で
は
，

行
研
究
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
す
る
。

・
行
研
究
の
内
容
が

に
正
確
に
伝
わ
ら
ず
，
そ
の

の
研
究
が
理
解
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。

・
研

究
テ

ー
マ

か
ら

一
に

実
験

に
進

み
，

「
テ

ー
マ

の
何

を
知

る
た

め
の

実
験

か
」

を
考

え
る

プ
ロ

セ
ス

が
か

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
実

験
条

件
の

設
定

が
で

，
結

果
が

意
的

に
解

さ
れ

て
い

る
も

の
も

あ
る

。
「

科
学

の
作

法
」
に
則
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
か
心
配
な
も
の
，「

科
学
」
に

り
そ
う
で
心
配
な
も
の
も
あ
っ
た
。

・
ど
の
課
題
も
条
件
が
多

に
る
た
め
，
実
験
検
証
が

分
。
結
果
の
理

ま
で
考
え
が

っ
て
い
な
い
研
究
も
あ

り
，
考
察
に
お
い
て
も

分
さ
が
目
立
つ
。
実
験
内
容
と
得
ら
れ
た
結
論
が
要

か
ら
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。

・
実

験
結

果
の

に
つ

い
て

は
，

定
性

性
は

べ
ら

れ
て

い
る

も
の

の
定

性
が

分
で

な
い

研
究

が
見

さ
れ

る
。

定
性
を

す
に
し
て
も
基

や
度
が
明
確
で
な
い
結
果
も

見
さ
れ
た
。

・「
研
究
の
ま
と
め
」
が
実
験
結
果
の
ま
と
め
に
と
ど
ま
り
，「

研
究
の
目
的
」
の
何
が
達
成
さ
れ
，
何
が
課
題
と
し
て

っ
た
の
か
，
を

し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。

さ
れ
た
課
題
を
明
確
に
す
る
と
，
研
究
の

性
が
生
ま
れ
る
。

「
研

究
の

目
的

」
と

つ
な

が
る

「
研

究
結

果
の

意
」

や
「

今
後

の
研

究
へ

の
・

」
に

つ
い

て
，

要
の

最

後
に

し
て
も
良
い
の
で
は
。

・
文

と
写

に
加

え
て

図
を

れ
る

な
ど

，
何

を
研

究
し

ど
ん

な
実

験
を

し
た

の
か

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

と
よ

。

そ
の

他
 

・
研
究
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
，
身
近
な
テ
ー
マ
は
，
問
題
の
本

を
題
と
し
て

す
る
形
に
し
た

う
が
，
科
学
の

何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
，

本
視

を
よ
り
意

す
る
よ
う
に
な
る
。

・
研
究
発
表
会
で
の
口

説
明
と
文

要
と
で
は
，
行
間
の

的
要

が
い
た
め
，
物

り
な
さ
を
感

る
。
他

と
流

し
て

自
分

の
立

ち
や

を
相

対
的

に
確

し
つ

つ
，

人
生

と
い

う
を

進
め

て
行

っ
て

し
い

。
 

・
こ

の
課

題
研

究
の

中
か

ら
，

１
つ

で
も

い
い

の
で

，
「

も
う

一
っ

込
ん

で
一

生
の

研
究

に
」

と
い

う
生

徒
が

出
て

る
と
，
ま
た
別
の
意
味
で
，
本
事
業
の
意

が
大
き
く
な
る
も
の
と
思
う
。
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２

コ
ロ

ナ
で

の
工

夫
に
つ

い
て

・
コ
ロ
ナ

で
の
様
々
な
制

の
中
，

を
利
用
し
た
活
動
な
ど
新
し
い
こ
と
に

し
た
り
，
積
極
的
に

の

コ
ン

ー
ル
等
に
参
加
し
て
い
る
の
は

で
き
る
。
パ
ン
デ

ッ
が

し
た
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は

っ
て

い
く
の
で
，
新
し
い
チ

ン
ス
と

え
て
事
業
を
進
め
る
と
よ
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発
表
等
に

す
る
こ
と
は
と
て
も
よ
い
が
，
発
表
の
た
め
に
作
業
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
，

に
科
学
の
作
法
に

っ
て
研
究
を
進
め
る
よ
う
に
。

O
O
M
の
発
表
は
生
の
発
表
以
上
に
「

い
い
結
論
」
を
発

表
し
た
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
少
な
く
と
も

内
の
発
表
で
は
，

，
苦
労
，

と
い
っ
た

分
を

さ
ず
見
せ
て

い
く
と
よ
い
。

に
つ
い

て
 

Q.
学

へ
の
出

業
で

業
を
や
っ
た
生
徒
の
中
で
教
員
に
な
っ
た
生
徒
は
い
る
か

 
A.
そ
こ
ま
で
の
追

は
で
き
て
い
な
い
。
理
数
科
の
生
徒
で
教
育
系
に
進

生
徒
自
体

く
少
数
で
あ
る
た
め
，

と
ん

ど
い
な
い
と
予
想
で
き
る
。

業
生
の
メ
ー
ル
ア

レ
ス
を

し
，
大
学

業
後
の
進

の
調
査
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
の
で
，
今
後
は
追

で
き
る
生
徒
が

え
て
い
く
。

・
追

調
査
を
行
い
生
徒
が
ど
う
育
っ
た
か
を

書
に

り
込
ん
で
い
く
と
よ
い
。

・
１
つ
１
つ
の
事
業
が
目
標
に
対
し
て
ど
う
い
う
成
果
が
あ
っ
た
か
を

し
て
，
全
体
を
見

す
こ
と
。
生
徒
が
事
業

を
通

て
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
検
証
し
て
事
業

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
。

・
中
学
時

か
ら

を
と
っ
た
り
理
科
に
興
味
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
生
徒
た
ち
が
今
も
活

し
て
い
る
と
い
う

象

が
あ
る
。
高

で
の
活
動
を
通

て
ど
の
よ
う
に
意

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
調
べ
て
ア

ー
ル
し
て
い
く
と
よ
い
。 

・
理
科
に

く
関
心
が
あ
る
層
に

っ
張
ら
れ
て

て
い
く
生
徒
た
ち
の
様

を
知
り
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
な

く
イ
ン
タ

ー
等
で
生
の

を
聞
く
と
よ
い
。

意
の

起
に

つ
い
て
 

・
意

を
も
っ
て
実
験
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
様

が
見
え
る
。
研
究
の

程
を
見
せ
て
も
ら
い

を
し
た
が
，
対
等
な

が
で
き
る
く
ら
い
知

と
意
を
生
徒
が

っ
て
い
た
。

・
生
徒
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
お
り
，

し
て
も
ま
た
工
夫
し
て
取
り
組

意
が
感

ら
れ
た
。

・
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で

の
発
表
会
に
参
加
し
，
英
語
で
発
表
で
き
た
の
は
と
て
も
よ
か
っ
た
。
限
ら
れ
た
条

件
の
中
で
日

的
に

を
け
て
よ
り
高
み
を
目
指
せ
る
の
が

の
良
さ
な
の
で
，

を
え
，
生
徒
を

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は

で
き
る
。

社
会

に
目
を

向
け

た
研
究

 
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
で

に
関
す
る

分
，
社
会
に
関
す
る
こ
と
や
「
人
と
の
関

」
を
取
り
扱
っ
て
い
た
の
が

と
て
も
よ
い
。

・
コ
ロ
ナ

を
自
分
の
問
題
と
し
て

え
て
，
社
会
に
目
を

げ
て
献

等
様
々
な
問
題
に
目
を
向
け
，
当
事

意
を

も
っ
て
研
究
を
し
て
い
る
。

の
制
限
や
差
別
問
題
等
に
も
，
文
系
理
系

方
か
ら
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
。

・
今

々
が

え
て
い
る
問
題
は
社
会
科
学
，
自

科
学
の
知
見
が

く
必
要
な
の
で
，

リ
ア
デ

イ
ン

ア
ー

（
）
で
人
文
科
学
系
の

生
を

ん
で
の

は
ら
し
い
。

Q.
リ
ア
デ

イ
ン
の

か
ら
こ
の
よ
う
な

を
設
定
し
た
目
的
は
何
か
。

A.
自
分
の

の
姿
を

い
て

し
い
。

の
分

は
必
ず
し
も
生
徒
の
興
味
と
は
一

し
な
い
が
，
自
分
の

生
き
方
・

き
方
や
社
会
へ
の

献
の

方
を
考
え
る
一

に
し
て

し
い
。

 
・
科
学
研
究
発
表
会
等
の
規

が
し
た
り
中

に
な
っ
た
り
し
た
が
，

年
以

ま
た
よ
い
形
で

し
て
い
き
た

い
。
高

の
業
が

を
け
身
に

い
て
い
る
も
の
で
は
な
く
，
生
徒
が
プ
レ
ゼ
ン
等
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

に
伝
え
た
い
。

学
，
中
学

と
の

は
ど
も
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か

に
な
っ
て
い
る
。

・
学

，
中
学

か
ら
研
究
を

け
て
い
る
生
徒
が
い
る
と
い
う

を
聞
く
と
，

は
大
切
だ
と
感

る
。

そ
の

他
 

・
フ

ー
ト
ワ
ー
ス
か
ら

1
年

，
高

生
で
科
学
の
こ
と
で
何
か
一

に
で
き
な
い
か
と
い
う

が
あ
っ
た
。
当
時
は

で
き
る
高

が
な
か
っ
た
が
，
長
岡
高

の
研
究
へ
の
意

込
み
を
見
る
と

で
は
な
い
か
。

生
徒
も

O
O
M
等
で
の

流
に

れ
て
き
て
い
る
の
で
，
今
後
に

し
て
い
る
。

・
論
理
的
思
考

は
も
ち
ろ
ん
，
指

ち
に
な
ら
ず
に
動
く
こ
と
が
で
き
，

に
も

け
な
い

い
意

を
も
っ
て

が
で
き
る
生
徒
に
社
会
に
出
て

し
い
。

学

研究 ・
よ 学

ＳＳＲＡ（理 科1
ＳＳＲⅠ 通科1

のた の学 科⽬

ＳＳＲＢ 理 科2
ＳＳＲⅡ 通科2

ＳＳＲＣ 理 科3

の発表での ⾔

分な ー

理 科
通科

シン ングト ーニング
科学英語

講

理 科
通科

ート
学

科学英語

理 科
科学英語
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